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はじめに 

 

 

平成２４年度に引き続き、平成２５年度も、四国の６大学と産総研との研究プラットフォ

ームとして、「四国・住みたいまちに生きる」をテーマにワーキンググループで議論を行い、

その議論の内容を本書（中間報告２）に、まとめさせていただきました。 

 

本ワーキンググループは、多様な研究に取り組んでいる大学や研究機関の研究者とともに、

「そもそもどういう社会を想定して、研究成果を使ってもらおうと思っているのか」という

基本的な課題について議論する場としたい、という考えに基づいて開始したものです。また、

科学技術の発展に対する素朴な信頼が、人々から失われつつあるのではないか、という問題

意識も、この主題を選択した理由となっていました。議論の方法としては、研究者が一人の

個人としてどのような社会に住みたいか、という個別の議論を深めることで、普遍的な価値

のあるものに到達できるのではないか、という仮定の下で議論を重ね、平成２４年度、中間

報告１として、その討論の内容をまとめました。 

 

平成２５年度は、都市論と地域の産業創生という、本ワーキンググループのテーマに近い

外部有識者を招き、ご講演と意見交換を行いました。西村幸夫教授（東京大学）には、様々

な歴史を持った多くの日本の地方都市が、第二次世界大戦の空襲で破壊され、そして復興し

たのが今の姿であったことを教えていただき、大変興味深いものでした。また、松場登美所

長（群言堂／株式会社石見銀山生活文化研究所）からは、天領であった石見銀山に、美しい

自然と一体となった古民家を再生させて、多くの若者を魅了する企業や宿泊施設を経営され

ているお話を伺い、地域活性化の事例として多くの学ぶべきものがありました。 

 

当初の目的が達成できたとは言い難いところですが、各大学から議論に参加いただいた先

生方のご協力により、２年間、活動を続けることができました。まだまだ議論したいことは

沢山ありますが、本年度をもって一応の区切りとさせていただきたいと思います。 

 

ワーキンググループに参加いただいた先生方にこの場をお借りして、御礼申し上げます。 

 

 

                         平成２６年３月 

                         産業技術総合研究所四国センター 

                          所 長  松 木 則 夫 
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「四国・住みたいまちに生きる」ＷＧ中間報告２ 

 

 

四国の６大学と産業技術総合研究所（以下、「産総研」と略す）四国センター

で構成する、四国研究プラットフォーム「四国・住みたいまちに生きる」ワー

キンググループでは、平成２４年度に３回検討会を開催し中間報告１として整

理しました。 

平成２５年度については外部有識者を招聘し、①８月５日、②１２月２日の

２回開催しましたので、平成２４年度同様、その内容を議事録的に整理すると

ともに、ＷＧ委員のメッセージを紹介して、中間報告２といたします。 

 

 

「四国・住みたいまちに生きる」ＷＧメンバー 

 

徳島大学   田口太郎  大学院ソシオアーツアンドサイエンス研究部 准教授 

真田純子  大学院ソシオテクノサイエンス研究部 助教  

鳴門教育大学 近森憲助  副学長（国際交流担当）・大学院学校教育研究科 教授

        金 貞均  大学院学校教育研究科 教授         

香川大学   平尾智広  医学部 人間社会環境医学講座 公衆衛生学 教授 

医学部付属病院 副病院長 

釜床美也子 工学部 安全システム建設工学科 助教 

愛媛大学   小林真也  大学院理工学研究科電子情報工学専攻 教授  

吉井稔雄  大学院理工学研究科生産環境工学専攻 教授 

       ◇兵頭 知  大学院環境建設工学科交通工学・都市環境計画研究室 

高知大学   大嶋俊一郎 総合科学系黒潮圏科学部門 教授       

大槻知史  総合科学系地域協働教育学部門 准教授    

      ※石塚悟史  国際・地域連携センター 副センター長    

高知工科大学 渡辺菊眞  システム工学群 准教授           

中川善典  マネジメント学部 准教授 

       ※佐藤 暢  社会連携部 社会連携専門監 

産総研    松木則夫  四国センター所長 

三木啓司  上席イノベーションコーディネータ 

安藤 淳  ナノエレクトロニクス研究部門 総括研究主幹 

事務局    産総研四国センター 四国産学官連携センター 

  

◇吉井教授の代理出席  ※特別参加 
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「四国・住みたいまちに生きる」ＷＧ検討会開催状況等 

 

 

１．第４回ＷＧ検討会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ５ 

・日 時：平成２５年８月５日（月）１４：３０～１７：００       

・場 所：サンポートホール高松 第５１会議室              

 ・議 事：①所長挨拶、出席者紹介   ・・・・・・・・・・・・・・・ ６ 

②講 演 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６ 

       演 題：都市の読み解き方から考えるまちづくり 

～四国の県庁所在地を四都物語として、その面白さに迫る～ 

       講 師：西村幸夫 東京大学教授・先端科学技術研究センター所長 

③質疑応答・意見交換 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７ 

 

２．第５回ＷＧ検討会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２８ 

・日 時：平成２５年１２月２日（月）１４：００～１６：４５ 

・場 所：サンポートホール高松 第５１会議室 

 ・議 事：①所長挨拶、出席者紹介   ・・・・・・・・・・・・・・・２９ 

      ②講 演 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２９ 

       演 題：足元の宝を見つめて暮らしを楽しむ 

講 師：松場登美 株式会社石見銀山生活文化研究所 

代表取締役所長 

      ③質疑応答・意見交換 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・４８ 

   

３．これまでのＷＧ活動を振り返って～委員からのメッセージ～ ・・・・・６６ 

     

（参考）四国研究プラットフォームについて ・・・・・・・・・・・・・・７７ 

 

備考）①発言委員の敬称は省略しています。 

    ②第４回検討会の資料１、３、５、６は西村教授提供。 

資料２、４、６、８は国土地理院地図を利用。 

    ③第５回検討会の資料１から資料５７は松場所長提供。 

地図は国土地理院地図を利用し部分的に作図。 
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第４回ＷＧ検討会 

 

◆講師紹介：西村幸夫 氏 

 

＜プロフィール＞東京大学ＨＰを参照 

1952 年、福岡市生まれ。東京大学都市工学科卒、同大学院修了。 

明治大学助手、東京大学助教授を経て、1996.4～東京大学教授、2011.4～東京大学副

学長（～2013.4）、2013.4～先端科学技術研究センター所長。この間アジア工科大学

助教授（バンコク）、MIT 客員研究員、コロンビア大学客員研究員、フランス国立社会

科学高等研究院客員教授などを歴任。 

専門は都市計画、都市保全計画、都市景観計画など。工学博士。 

 

＜著書等＞ 

『都市保全計画』（東大出版会、2004 年） 

『西村幸夫 風景論ノート』（鹿島出版会、2008 年） 

『観光まちづくり』（学芸出版社、2009 年） 

『まちの見方・調べ方』（朝倉書店、2010 年） 

『風景の思想』（編著・学芸出版社、2012 年）など多数 

 

＜委員等＞ 

「手づくり郷土賞」（国土交通大臣表彰）選考委員長 

「美しい四国づくり委員会」（四国地方整備局）委員（2005 年～2008 年）など多数 
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１．第

①松木

今回

経緯

産総

結んで

の研究

うこと

昨年か

いう検

かと申

議論を

場所と

という

ろいろ

に住ん

どうい

のか、

生活を

という

少し青

論する

フィー

いとい

の方向

ぞれ研

りの立

視点で

て、一

いうこ

せてい

そ

第４回ＷＧ検

木所長挨拶 

回ゲストをお

も含めてご挨

総研と四国の

でおり、研究

究をどうした

とで、「食と健

から「四国・

検討を始めま

申しますと、

をしていただ

としての四国

うことです。

ろな考え方が

んでいる意味

いう未来に自

、簡単に言え

をしながら自

う大本のとこ

青臭いところ

ることによっ

ードバックで

いうことなの

向に行くんで

研究者の視点

立場から自分

で個人の考え

一般化するよ

ことで、少し

いただきまし

して去年その

検討会 

お招きしてい

挨拶させてい

の６大学では

究プラットフ

たらよいか考

健康」をやっ

・住みたいま

ました。これ

いろんな先

だくので、研

国というもの

30 年後とか

があるのです

味も考えて、ど

自分の研究成

えば、どこに

自分の研究を

ころを少し議

ろがあります

って、ある意

できたらいい

ので都市計画

ですけど、そ

点で、医療関

分達の将来を

え方を深掘り

ような方法論

し漠たる内容

した。 

の中で、例え

いますので、少

いただきます

は包括連携協定

ォームとして

考えて行こうと

ってきました

まちに生きる」

れはどういうこ

先生方が集まっ

研究成果を活か

のを考えてみよ

か 50 年後とか

すが、自分がそ

どういう社会

成果を活かした

に住んでどうい

をしていきたい

議論してみよ

すが、いろいろ

意味それを研究

いかなと。住み

画の話も出て、

それに限らずそ

関係者やものづ

を住みたいとい

することによ

論がとれないか

容ですが、議論

ば、田舎に住

少し

す。

 

定を

て次

とい

たが、

」と

こと

って

かす

よう

かい

そこ

会に、

たい

いう

いか

う、

ろ議

究に

みた

、そ

それ

づく

いう

よっ

かと

論さ

住み 

たい

話も

を前

られ

です

はな

住む

て議

本

です

論で

のよ

す。

 

②西

研

＜演

◆都

～四

面

 

初

ます

研究

に降

実は

パス

奄美

やら

私

画な

見て

いのだけども

も出ましたが

前向きに捉え

れる方も多い

すから、単に

なくて、四国

む場として考

議論してきた

本日は外部の

すが、我々の

できればいい

ようなことで

 

西村幸夫 東

研究センター

演題＞ 

都市の読み解

四国の県庁所

面白さに迫る

初めまして、

す。昨年度ま

究センターの

降りなくては

は副学長の仕

スの全体を見

美大島までを

らされており

私は、元々は

なども関係し

てその個性を

条件的に住め

が、それを逆手

えようという考

いということが

に都市化・工業

国という場所を

考えていければ

たわけです。 

の講師を初め

の意見をもう一

いなと思って

で、本日はよ

東京大学教授

ー所長 講演 

解き方から考え

所在地を四都物

る～ 

西村です。

まで副学長をや

の所長になる

はいけないと

仕事はしてい

見るというこ

を見るという

ます。 

は都市計画が専

していますが、

を活かして計画

めないよねと

手にとって不

考え方を持っ

がわかりまし

業化していく

を活かした将

ばいいなあと

てお呼びした

一回、この場

いる次第です

ろしくお願い

・先端科学技

えるまちづく

物語として、

よろしくお願

やっていまし

と副学長は自

いうことです

るのです。キ

とで、北海道

ものすごい仕

専門で、建物

、いろんなま

画を作るとい

という 

不便さ 

ってお 

した。 

くので 

将来の 

と思っ 

たわけ

場で議

す。そ

いしま

技術 

くり◆ 

その 

願いし

した。

自動的

すが、

キャン

道から

仕事を

物群計 

まちを 

いうこ 
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とをや

ろにい

私自身

文科省

今日

松山の

斎の窓

いろん

すとか

いった

るんで

いろん

プラン

を書い

ータで

もある

構造に

意味で

を見て

 

今日

ようと

はかな

ば後で

のは都

うに見

とい

き方か

県庁所

ってみ

たとこ

白いで

いず

の世の

同じ城

えば、

いうと

読み解

やってきまし

いて、産総研

身はどちらか

省の方との付

日は、お配り

のことについ

窓」掲載文：

んなまちに行

か、なんでこ

た疑問点がど

ですね。それ

んなことがパ

ンナーの感覚

いています。

で見たり、様

るでしょうが

になっている

でこんなふう

ています。 

日は四国の４

と思います。

なり度胸がい

で指摘してく

都市を都市プ

見えるという

いうことで、

から考えるま

所在地を四都

みようと思う

ころと全然違

ですね。 

ずれも城下町

の中が平和に

城下町でも戦

、岐阜とか鹿

ところはもっ

解きが非常に

した。今、先

研とつながりは

かというと国

付き合いが多

りした資料が

いて書いてい

松山－山を

行くのでその

このようにな

どのまちに行

れを解いてい

パズルみたい

覚でみたらど

都市を経済

様々な手法で

が、歩いてみ

るのか、歴史

うになってい

４つの県庁所

四国の人を

いるのですが

ください。見

プランナーが

うことですね

今日の題は

まちづくり」と

都物語として

うわけですが

違うところが

町ですが、ほぼ

になった時期

戦国時代から

鹿児島などあ

っと歴史が複

に難しいので

端研というと

は深いのです

交省や文化庁

い状況です。

があって、一つ

るものです

を囲む環状都市

のまちの面白さ

なっているのか

行っても湧いて

いこうとすると

いですごく面白

どうかというこ

済で見たり統計

で見るというこ

みてなんでこん

史の中でどうい

いるのかとい

所在地を比べて

を前にしてやる

が、間違ってい

見ていただきた

が見たらこんな

。 

は「都市の読み

ということで

てその面白さに

が、非常に共通

があるところが

ぼ同じ 1600 年

期にできていま

出来ている、

ありますが、そ

複雑になるので

すが、四国は

とこ 

すが、 

庁や 

。 

つは

（「書

市）。

さで

かと

てく

と、

白い。

こと

計デ

こと

んな

いう

うの

てみ

るの

いれ

たい

なふ

み解

です。

に迫

通し

が面

年頃

ます。

、例

そう

で、

は後 

期の

で分

おり

いう

に比

それ

と

てい

てい

いう

いま

はと

・

＜松

ま

山で

ろが

一

いう

いる

ーケ

てな

が、

すね

が、

して

も何

も

ぐに

これ

の城下町とい

分かりやすい

り比べやすい

う視点で区切

比べて回遊性

れは一つの共

ところが、ま

いる。そうい

いくとまちの

う意味ではこ

まちに生きる

と思っていま

・・・・・・

松山＞ 

まず、松山で

ですが、外か

がいくつかあ

一つはＬ字型

う商店街。こ

るところは日

ケード街はほ

なっていると

元々は「柳

ね。ですから

松山はＬ字

ているのか。

何も感じてら

もう一つは「

に歩いてくる

れも不思議で

いうことで計画

い。そういう意

いですね。そ

切ると四国の

性に富んで非常

共通した特色で

まちの構造を見

いうところを読

の面白さにつ

ここで検討され

る」というこ

ます。 

・・・・・

す。これは 4

から来ると非常

あります。 

型の「銀天街」

このＬ字型の商

日本にほとん

ほとんどが一直

ところは岐阜の

柳ケ瀬本通り」

ら一本である

字型。なんで

そこに住ん

っしゃらない

「ＪＲ松山駅」

ると「伊予鉄」

ですね。もう少

画が非常にク

意味では共通

して中心市街

まちはほかの

常に元気があ

ですね。 

見るとかなり

読み解きなが

ながるので、

れている「住

ととつながる

・・・・・・

40 年くらい前

常に不思議な

」と「大街道

商店街が賑わ

どないですね

直線です。面

の柳ケ瀬など

」一本だった

ことが多いん

そもそもＬ字

でいる方は珍

いと思います

」から東に真

」の線路があ

少し外れを通

クリア

通して

街地と

のまち

ある。

り違っ

がら見

そう

住みた

るので

・・・ 

前の松

なとこ

道」と

わって

ね。ア

面とし

どです

たんで

んです

字型を

珍しく

すが。 

真っ直

ある。

通れば
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いいの

さら

まっす

そこに

ちの作

が交差

はまだ

おられ

です。

 

この

が、ル

つかる

ころが

一つは

 

（資料

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

のにと思って

らにもう一つ

すぐ行くと

には橋がある

作り方は非常

差するように

だ解けていな

れたら教えて

。 

の図（資料１

ループ状のと

るような形で

が非常に珍し

はすぐ分かり

料１） 

てしまいます

つ不思議なこ

「お堀」に突

るわけではな

常に珍しいで

に作るんです

ないので、今

て欲しいと思

１）は私が作

ところに、こ

で構造が出来

しいわけです

ります。ＪＲ

ね。 

とはこの通

突き当たります

ない。こうい

ですね。普通は

す。この点は、

今日ご存じの方

思っているとこ

作成したもので

の駅前通りが

来上がっている

。遡っていく

ができる前の

りを

す。

うま

は道

、私

方が

ころ

です

がぶ

ると

くと、

の明 

治 4

があ

たと

ます

電車

鉄競

しく

鉄」

てい

いん

でＪ

とす

も

「道

で乗

44 年の地図

ありますが、

ところで、こ

すが、「道後温

車の競合も激

競合と都市内

くてネットワ

の線路は明

いるんです。

んですね。そ

ＪＲ松山駅が

すれば非常に

もう一つはこ

道後温泉」ま

乗り降りした

をみると、こ

私鉄の競争が

こちら側に「道

温泉」といか

激しかったの

内、路面電車の

ークができた

明らかに旧市街

まちの真ん

そしてその後都

がここにできた

に当たり前の

この路面電車

まで行くわけで

たということが

ここに「松山

が非常に激し

道後温泉」が

かにつなぐか、

です。都市間

の競合もすご

たわけです。

街地の外縁を

中を通っては

都市が広がっ

たんですね。

ことだったん

で「大街道」

ですが、「大

があって、こ

山市駅」

しかっ

があり

、路面

間の私

ごく激

「伊予

を通っ

はいな

ったの

。当時

んです。 

」から

大街道」

ここと 

7



「大街

になっ

いとい

それ

山は城

いるん

ができ

きてお

の都市

なく、

こうい

になる

いま

す。で

るかと

側です

いとい

そ

ごく大

てお堀

かな

てずっ

に新

まちが

お寺が

なんで

なり

市のエ

なって

にぎや

街にな

輪郭線

店街が

区画整

ーンは

いった

通

通」で

街道」をつな

ったわけです

いけなかった

れでもっと遡

城山があり４

んです。こう

きることが普

おり、なかな

市と違ってあ

、「お堀」もこ

いうところ

るのですが、

したので、行

ですから県庁

と言うときに

す。そして日

いうことで官

してもう一つ

大事にしてい

堀をいかに良

り力を入れた

っと遡ってい

しくまちがで

がない時代ま

があったりし

ですね。そし

「大街道」な

エッジに商業

て、また、路

やかになった

なった。とい

線なんですね

が非常にうま

整理をするの

はいじってい

たところだと

りで一番大き

ですね。そし

なぐところが

す。しかし、

たのか。 

遡るとこうな

４方向に都市

ういう山があ

普通ですが、

なか少ないで

あまり水があ

ここだけにし

（お城の西側

残念なこと

行政施設は作

庁等の行政施

に選んだのが

日当たりもい

官庁街も住宅

つ不思議なの

いること。戦

良くみせるか

たんだろうと

いくと、こち

できていくわ

まで遡ると、

して、ちょう

てここのとこ

なりになって

業が移ってき

路面電車の始

たということ

いうことは、

ね。都市の構

まく表れてい

のですが、ほ

いないんです

と思います。

きい（長い）

してここ（お

が非常ににぎや

なぜＬ字型で

なっています。

市が出来上がっ

あれば片方に都

松山は四方に

ですね。松山は

あるというわけ

しかない。普通

側）が行政の中

に軍が置かれ

作れなかったん

施設をどこに建

が山（お城）の

いいし水も得や

もできてきた

のが「お堀」を

戦後の計画にお

かというところ

思います。そ

ら（南東方向

わけですが、こ

ここらあた

ど都市のエッ

ころが「銀天街

ているんです。

きて非常に盛ん

始発駅にもなっ

でＬ字型の商

Ｌ字型は都市

構造にＬ字型の

いる。戦災復興

ほとんどこのパ

す。非常にうま

のはこの「平

お城周り）に道

やか

でな

。松

って

都市

にで

は他

けで

通は

中心

れて

んで

建て

の南

やす

た。 

をす

おい

ろに

そし

向）

この

りに

ッジ

街」

。都

んに

って

商店

市の

の商

興で

パタ

まく

平和

道を

通し

端通

堀端

市を

こが

当た

この

側道

山で

しい

すが

から

と回

明ら

すか

ンを

道幅

ごく

で

そこ

プラ

の特

あっ

ムは

松

和歌

（資

して全部名前

通」、「南堀端

端をいかにう

を演出してい

が「花園通」

たります。こ

の道は戦後に

道を持ってい

ではここしか

い。ここは戦

が、ここを何

ら「銀天街」、

回っていくよ

らかに中心街

から。ここ（

を踏襲して新

幅も少し広が

く力が入って

ですから、お

こを正面にす

ラン、構想に

特徴ですね。

って、環状の

は江戸くらい

松山と似てい

歌山（資料２

資料２） 

前を付けている

通」、「西堀端

うまく見せるか

いるんだと思

ですが、こ

こんなところ

にできて一番広

いる。側道を

かない。四国の

戦後一番に作

何とか魅力的

、「大街道」、

ようにすると面

街として形成

（南堀端通り）

新たに作り替

がっていますが

ていることが分

お堀のそばを歩

するというこ

にしていると

こういうふ

の道路に突き

いしかない。 

いる都市構造

）です。 

るんですが、

端通」と。つま

かということ

います。そし

こ（お堀）で

はないですよ

広い道なんで

もっている道

の中でも非常

った目抜き通

にして、「お

そして「お

面白いと思い

されているわ

）は初期のデ

えられていま

が、見るとも

分かります。

歩ける道にし

とを本当に明

いうのがこの

うに環状の道

当たる都市シ

を持っている

「東堀

まり、

とで都

してこ

で突き

よね。

ですが、

道は松

常に珍

通りで

お堀端」

お城通」

います。

わけで

デザイ

ます。

ものす

 

して、

明確な

の場所

道路が

システ

るのは
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「和

の「和

そして

でいる

いるか

わって

堀」の

環状道

たるよ

・・

＜高松

次の

いるま

「お

水がき

いです

と言え

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和歌山市駅」

和歌山駅」が

てお城の周り

る。しかし、

かというと、

ており、「お堀

のそばを通っ

道路が出来て

ようにはなっ

・・・・・・

松＞ 

の高松（資料

まちですね。

お堀」が三重

きています。

すね。ある意

えます。そう

（資料３）

があって、

があって、似

りを、既成市

和歌山の道

駅前から来

堀」にぶつかる

っていますね

ていますが、「

っていないの

・・・・・

料３）ですが

 

重になってい

こういうと

意味、港を兼

ういう発想そ

 

ＪＲと南海電

似ていますよね

市街地が取り囲

道路はどうなっ

来る道に十字に

るのではなく

。「お堀」を回

「お堀」にぶち

で、和歌山と

・・・・・

が、海に開かれ

いますが、全部

ころはほかに

兼ねた「お堀」

のものが普通

電鉄

ね。

囲ん

って

に交

く「お

回る

ち当

と松 

・・ 

れて

部海

にな

」だ

通の 

山は

てい

い

ンが

駅と

は典

んど

いう

・

お堀

考え

うか

る黒

の都

も

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はまちのスタ

いるんです。

いろんなまち

が多いですよ

と御堂筋の関

典型的ですね

どの町がそう

うところにす

・・・・・・

堀にない。非

えないでいい

か。来年の大

黒田官兵衛が

都市のイメー

もう一つ面白

タイルは全然違

なんで松山が

ちが十文字で

よね。例えば

関係、博多も

ね。大分もそ

うなんですが松

すごく面白さを

・・・・・

非常に開明的

い時代が来る

大河ドラマの主

が作ったとい

ージなんだろう

白いのは、中心

違ったものに

がそうなった

できているパ

、大阪はＪＲ

そうですね。

う。ですから

松山は違う。

を感じるんで

・・・・・・

で、防御のこ

と考えたので

主人公になっ

う、そういう

うなと思いま

心軸は「丸亀

になっ

たのか。   

パター

Ｒ大阪

。佐賀

らほと

。こう

です。 

・・・ 

ことを

でしょ

ってい

う時代

ます。 

亀町通 
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り」ですが、普通どのまちにも街道が通って

おり、その街道筋が一番の中心になるという

のが一般的です。しかし、このまちの場合は

街道が通過するという感じではないんですね。

港が四国の窓口としての出発地に当時からな

っていて、こういう構造ができあがっている

んです。そして「兵庫町」と「丸亀町」の突

き当たる交差点が一番の中心になっている。

そこが昔からの「札の辻」ですが、昔からの

「札の辻」のにぎわいがそのまま今も続いて

いるまちは非常に珍しく、県庁所在地ではこ

の高松と静岡しかないんです。 

もう一つすごく面白いのは、「札の辻」の上 

の方は武家地で、南の方は町民地なんですが、

ここの裏側に「お堀」があったわけです。そ

こは今でも歩くと分かるんですが、雰囲気が

ガラッと変わるんです。北側のデパート（三

越高松店）があるところです。武家地を市街 

化したときに広い敷地があったので公共施設

がドンと建てられたんですね。ですから、こ

こ（三越北側）の雰囲気とこっち（三越南側）

の雰囲気はほとんど同じ「札の辻」なんです

が、違いが感じられるんですね。そして「丸

亀町」は非常に面白い縦型のまちになってい

る。こういう縦型で都心に向かって真っすぐ

道があって、そこが都市の中心的な軸になる

のは初期の城下町、つまり戦国時代の時期の

造り方なんですが、戦国時代でないのにこの

ように造ったというのは、おそらくここに人

が集まって、ここから街道が始まるという交

通ネットワークの結節点だったからです。後

期の普通の城下町の造り方とはかなり違って

いるわけです。 

その後市街化が進むわけですが、もう一つ

面白いのは、こちら側に新しい道「中央通り」

を造るんですが、「中央通り」は裏側を道路の

表にしているんです。こうして都市の構造が

出来上がっているんですが、近代は路面電車

が通ったり車が通ったりするので、これだけ

ではもたないんですね。ですから「中央通り」

に対してどういう形で新しい構造を創造して

いくかというのが課題になるのですが、駅前

から電車が通っていた「県庁通り」とここ（商

店街の通り）の間に都市計画道路として抜い

て、戦災復興時に広げて今の「中央通り」を

作り上げている。昭和天皇のご成婚の記念道

路と言う名前がついていますが、この商業の

歩行者の軸に対して裏側に自動車の道を造っ

て、こちら側の「県庁通り」に鉄道の道を造

った。両側からうまく真ん中の道を挟み込む

ように都市を造っていったんですね。 

もう一つは、港がベースになるわけですが、 

当時との関係をうまく保っているところは非

常に少ないんです。例えば、青森や函館や下

関ですが、すぐ前に船が着くようにはなって

いません。高松は駅の位置が何度も動きまし 

たが、駅と港の近さが保たれているのは日本

の都市のなかでは非常に特異な存在です。 

もう一つ、「兵庫町」の裏ですが、水路の端 

の雰囲気をとどめています。これからこっち

（三越近辺）を「内町」と呼んでいます。 

もう一つは「中央公園」。これも４つの都市

で見るとかなりスタンスが違っていて、お城

こそ公園だと考えるまちが多いのですが、高

松は新たに公園を造った。新たに公園を造っ

たのは高知と高松ですが、近代的な公園を緑

のネットワークの軸に据えるかそうじゃない

かは非常に大きな差です。 

ここは戦前の都市計画道路が戦後も引き継

がれ軸が生きている。それに対して「瓦町」

からの横の軸、「菊池寛通り」と十字を作って

いる。そして十字を作った先が県庁なのです

が、駅と県庁で十字のエンドを作って、それ

をつなぐ導線の交差点のところに「中央公園」

を造っている。非常に近代公園の発想で造ら

れている。ですから同じ公園でも都市によっ
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てスタ

す。道

が、都

ね。そ

そうい

す。そ

るそれ

元気な

るのだ

 

似て

お城に

ぎやか

「丸亀

こはア

まちは

して道

中心で

非常に

（資料

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タンスが全然

道としては

都市構造的に

それは戦災復

いう位置づけ

その意味で、

れぞれの道を

な歩行者の道

だなと思いま

ているのは静

に向かって真

かです（資料

亀町」のよう

アーケードは

は、一番お城

道路元標が置

であるという

に似ています

料４） 

然違うという

「観光通り」

にみるとこれ

復興の都市計

けになってい

中心軸をう

を造っていっ

道（商店街）

ます。 

静岡と申しま

真っ直ぐ行く

料４）。ちょう

うに似ている

はありません

城に近いとこ

置かれ、いま

う点や回遊性

す。 

ことが分か

の方が広いで

れが中心なんで

計画道路を見れ

いるのが分か

まくサポー

たので、今で

として生きて

ましたが、静岡

ところが一番

うど「兵庫町」

んです。ただ

んが。この二つ

ろがまちの臍

まだににぎわい

性が高いところ

りま

です

です

れば

りま

トす

でも

てい

岡も

番に

」と

だこ

つの

臍と

いの

ろが

後

いる

こに

す。

これ

うの

これ

ちょ

府の

り、

をし

ので

れて

うま

その

いる

まち

そう

帯の

があ

んで

・

＜高

次

が中

った

った

町」

があ

ここ

「は

東と

ワー

には

ここ

って

です

後で申し上げ

るところがあ

に向かう緑道

静岡は「常

れは防火路線

のがありまし

れがある意味

ょうど「東海

のお城は家康

城下町とし

しています。

で、商業を如

ている。そう

まく近代の軸

の中に通さな

る。だから非

ちになってい

ういう目で見

の突き当たり

あって、非常

です。 

・・・・・・

高知＞ 

次は高知（資

「江ノ口川」

中心ですね。

たわけです。

たんです。そ

とかが出来

あったのです

こに「中央公

はりまや橋」

と北に延びて

ークをうまく

は市街地は基

この中に町人

ています。で

す。これは明

げますが、静

あります。高知

道が結構似た形

常盤公園」と

線帯なんですね

したので、その

味緑の軸にな

海道」と並行

康が一番晩年

してグリッドパ

攻めるとか守

如何に効率よ

ういうことか

軸を入れて、

ないで周りに大

非常に回遊性

いる。静岡は観

見る人は少な

（お城の南）

常にコンパク

・・・・・

資料５）です。

と「鏡川」の

そしてもう一

港に如何につ

そして徐々に

上がってきた

すが、今はな

公園」ができ

で、緑道が

ていますが、近

活かしてい

基本的にはで

人がいたのです

ですから軸が少

明らかに時代が

岡は高知にも

知の中央公園

形をしている

いうのがあっ

ね。静岡大火

の後にできま

っていて、そ

してあります

に造ったお城

パターンの完

守るとか関係

くするかが考

ら見ると、そ

なおかつ広い

大きな道を通

に富んだ魅力

観光地でない

いのですが。

）に県庁や市

トシティでも

・・・・・・

。 

の間にあり、

一つの中心が

つなぐかが重

「下町」とか

た。ここに「お

くなっていま

て、ここが有

「中央公園」

近代の公園ネ

る。川から反

きなくて、元

すが、外に出

少しずれてい

が違うことを

も似て

園とそ

るんで

って、

火とい

ました。

それが

す。駿

城であ

完成形

係ない

考えら

そこに

い道は

通して

力的な

いので、

。緑地

市役所

もある

・・・ 

、ここ

が港だ

重要だ

か「上

お堀」

ます。

有名な

」から

ネット 

反対側

元々は

出て行

いるん

を表し   

11



（資

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ている

「高知

にでき

向いて

があ

ですか

これに

ね。 

面白

らへ伸

業の中

造った

意味行

って、

ころで

ってい

です

はここ

災にあ

資料５） 

る。最初はこ

知駅」は 1930

きたのですが

ていたわけで

りますが、そ

からこの横軸

に対して港に

白いのは、「お

伸びています

中心になって

たのがここで

行政の軸みた

、今でも県庁

ですが、どち

いる。  

すから２つの

こに道路元標

あって戦後に

こういうまち

0年代に県庁

が、それまで

です。ここに

その後の軸に

軸は昔から変

に行く路線を

お城」から「

すが、この辺

ています。当

ですね。ここ

たいなものが

庁、市役所、

ちらもお城を

の軸があって

標があるんで

に拡幅をして

ちだったので

庁所在地では最

では明らかに港

に「土佐中街道

になるわけです

変わらないであ

を造ったわけで

「追手筋」が

辺が今も教育と

時、山内容堂

のところにあ

が明治以前か

公会堂がある

を狙って出来上

てこのまちの場

すね。そして

この十文字を

です。

最後

港に

道」

す。

ある。

です

こち

と商

堂が

ある

らあ

ると 

上が

場合

て戦 

を強 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

化す

うい

意図

高

して

側の

道の

その

てい

町を

しい

まく

少

がこ

トワ

にな

この

アー

大き

するんです。

いうふうに緑

図的に計画し

高知がすごく

てのお城を中

の筋が非常に

のところ、家

の上と下の構

いて、それが

を近代化する

い緑のネット

く重ねている

少し分かりに

この「中央公

ワークです。

なって北の方

のちょうど間

ーケードにな

きい道路の間

戦災復興で

緑の軸を通す

しているんです

面白いと思

中心とする「追

に明快になっ

家中、武士の住

構造が非常に

が川の間にあ

るときにその構

トワークなど

るんですね。 

にくいのですが

公園」とそれ

「お掘」を埋

方にもグリー

間のところに

なっている。

間に緑道やアー

できてきた道

ような形で非

す。 

うのは、城下

追手筋」とこ

ており、そし

住まいのとこ

明確に出来上

るわけです。

構造を壊さず

を入れて行っ

が、特に面白

をめぐる緑の

めたところが

ンロードがあ

「帯屋町」で

ですからメイ

ーケード街が

道もこ

非常に

下町と

こちら

して街

ころと

上がっ

。城下

ずに新

ってう

白いの

のネッ

が緑道

あって、

ですが

インの

があっ
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て、戦

代のネ

や緑の

字の道

いるん

道路構

戦時に

ないの

色が非

設計図

は小さ

たど

いる良

 

高知

すね

園」が

だここ

し違い

の辺の

ですが

・・

＜徳島

最後

のデル

てお

画して

ている

いるん

れぞれ

す。そ

それが

になっ

たいに

つなが

んでい

に商人

ご承

戦後うまく造

ネットワーク

のネットワー

道を造って、

んです。です

構造としては

に焼けていま

のですが、こ

非常に見えて

図を見るとよ

さいですが歩

り着けるよう

良い公園です

知は構造的に

（資料６）。

があってその

こは少し高い

いますが、で

の両側に商業

が、構造的に

・・・・・・

島＞ 

後は徳島（資

ルタ地帯にあ

り、その島全

ています。そ

るのですが、

んですね。ど

れの中州、島

そして島と島

がお城へ向か

っている。“

に穴が開いて

がっているよ

いるんですが

人地を持って

承知のとおり

造りあげたん

クに重なるよ

ークを造って

家中を壊さ

すから都市と

は結構分かり

ますから歴史

このように見

てくるんです

よくわかりま

歩いていると

うな非常にう

す。 

に言うと水戸

「那珂川」が

の両側にまた

い尾根になっ

でもお城があ

業地があって

には似ている

・・・・・

資料７）です

あってそれぞ

全体を一つの

その時の考え

都市の造り

どう違うか、

島がある種自

島を結ぶ橋が制

かうアクセス

ビーズ都市”

ていて、いく

ような感じで

が。そしてそ

ているんです

り、「ひょうた

んですね。江戸

うにアーケー

て、こちらに十

ないように

しての雰囲気

ます。もちろ

史的な建造物は

見てくるとその

す。戦災復興時

ますね。中央公

うまいぐあい

まく設置され

戸と似ているん

があって「千波

たがっている。

ており構造は

あってこの辺と

て、こちらは空

んです。 

・・・・・

が、徳島は河

れが島と呼ば

城下町として

方が、広島に

方は全く違っ

徳島の場合は

立しているん

制限されてい

を制限するよ

、ビーズみ

つかのビーズ

すから、そう

れぞれのとこ

ね。 

たん島」と呼ば

戸時

ード

十文

して

気は

ろん

は少

の特

時の

公園

いに

れて

んで

波公

。た

は少

とこ

空堀

・・ 

河口

ばれ

て計

に似

って

はそ

んで

いて、

よう

ズが

う呼

ころ

ばれ 

（資

 

 

 

 

 

 

・

 

てお

つの

は基

して

か橋

向性

周辺

るの

は、

常に

が通

「徳

きな

な

駅」

資料６） 

・・・・・・

おり、「徳島」

の島があるん

基本的に「徳

て、この「徳

橋を造らせな

性を持ってい

辺が中心地に

ので県庁がで

県庁は動い

に重要だった

通って、なお

徳島駅」で降

ないですね。

なぜそんなこ

を降りると

・・・・・

と「出来島

んですが、元々

徳島橋」を渡っ

徳島橋」とここ

なかったので、

いるんです。で

になり非常に重

でき市役所がで

いていますが。

たのですが、今

かつ「お城」

降りても「お城

 

とになったの

目の前に「新

・・・・・・

島」と「寺島」

々はお城に行

っていました

こ（「新町橋

、非常に中州

ですから「徳島

重要性を持っ

できたのです

。だから当時

今は、ここに

」が背中側な

城」がイメー

のか。今は

新町通り」が

・・・ 

」の３

行くに

た。そ

」）し 

州が方 

島橋」

ってい

す。今

時は非

に線路

なので、

ージで

「徳島

があっ 
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（資

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

て突き

がそれ

そんな

いので

ので、

です。

はあっ

元気が

いうこ

線路を

んです

と非常

まった

もう

に何も

たとこ

の都市

く広島

疎開の

が通っ

資料７） 

き当たったと

れ以外は何も

な道をつけた

ですが、元々

、高松みたい

。ですから

ったのです。

が出てきて、

ことになって

を通しました

す。ですから

常にうまくい

たということ

う一つ、なぜ

もないのか。

ころなんです

市計画の観点

島と同じです

の跡であり、

っている。で

ところはロー

もない。広い

たのか。なか

々、「徳島駅」

いに「お城」

「お城」を大

ところが小

そこまで鉄

て、そこを埋

たので全く分

ら、「徳島駅」

いっていたも

とですね。 

ぜこの道が広

もともとは

すね。それが

点になったん

す。広島の「

だから単純

ですから建物

プウェイがあ

道はあるが何

なかピンとこ

は終着点だっ

の南を開いた

事にした構造

松島が港とし

道を延伸する

めて、なおか

断されてしま

で止まってい

のが変わって

くて突き当た

建物疎開のあ

戦後の戦災復

です。それは

大通り」は建

に東西に広い

疎開でこの道

ある

何で

こな

った

たの

造で

して

ると

かつ

まう 

いる

てし

たり

あっ

復興

は全

建物

い道

道が 

でき

すね

行っ

疎開

ね。

いま

が。

そ

側）

つの

広が

こに

と

そん

筋な

だん

町」

ばっ

く違

つビ

きたことを思

ね。長崎も目の

った先は川に

開の歴史は明

負の歴史と

ませんね。分

 

それから面白

に徐々にま

の島がそれぞ

がっており、

に二股のアー

「籠屋町商店

んなことは考

なのですがそ

んだん都市が

ということ

っかりだった

違った形にな

ビーズの玉が

思うと、結構分

の前に大きな

に突き当たって

明確に描いたも

思っているの

分かればなるほ

白いのは、徳島

まちができてい

ぞれ論理を持っ

方法もバラバ

ーケード（「東

街」）があり

考えないですよ

それがアーケー

がそっちに広が

ですから。こ

たので、武士が

なったんですね

が増えていくみ

分かってくる

な道がありま

て何もない。

ものがないの

のか明確にさ

ほどと思うん

島はこちら側

いますが、一

っていて少し

バラなんです

新町２丁目商

ますが、最初

よね。そこは

ードになって

がっています

こっちは御用

がいなくなっ

ね。本当に少

みたいに都市

るんで

ますが、

建物 

のです

されて

んです

側（南

一つ一

しずつ

す。こ

商店街」

初から

は街道

ている。

す。「新

用商人

って全

少しず

市が広
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がって

んです

そ

が通

増え方

を歩い

ってい

それは

再生で

元々

「新町

しい道

ので、

ないん

メージ

もう一

ことを

なお、

やヨッ

 

これ

常に明

広島

確な構

軸がは

く都市

の 17

山の中

下りて

て瀬戸

本と

の中州

こだけ

が一つ

すが、

「元康

の一番

ある。

てきて、この

す。 

して、現代に

りますが、道

方と全然違う

いていてもま

いるか非常に

はおそらく川

できるのでは

々、ここに道

町橋」のたも

道路はそれと

、道路を通っ

んです。だか

ジが残ってい

一回このビー

を考えていく

、県庁は移り

ットが見える

れを広島（資

明確です。 

島はこれだけ

構造をもって

はっきりして

市を造ったわ

世紀初めに

中にあったの

てくるわけで

戸内海に開か

したまちにな

州にはまちが

け構造が少し

つで川がそれ

、徳島の場合

康橋」という

番賑やかなと

。広島はここ

のように大き

になると東の

道路の通り方

う論理で通さ

まちがどうい

に分かりにく

川の側からも

はないかと思

道路元標があ

もとに移され

とあまり関係

ってもなかな

から、川沿い

いますので、

ーズみたいな

くと都市の構

りましたが、

るのはここだ

資料８）と比

け島があるの

ている。「西国

てますよね。

わけです。こ

出来上がって

のですが、川

です。何故か

かれるわけで

なるんです。

があったみた

し違うんです

れを切るもの

合は島一つ一つ

うところがこ

ところで、道

こら辺に建物

くまちが変わ

方に大きな道

はこのビーズ

れるので、そ

う構造で成り

くなっている

う一回見直す

います。 

って、その後

たんですね。

なく通ってい

か構造が分か

を歩くとまだ

逆に川沿いか

のを大事にす

構造が見えて

県庁からボー

けです。 

べてみると、

ですが非常に

国街道」と南北

このように新

れも同じくら

て、元々はもっ

の麓まで毛利

と言うと港と

すから交易を

ただ、昔から

いで、だから

が、広島は全

として存在し

つになってい

の「西国街道

路元標もここ

疎開のために

わる

道路 

ズの

そこ

り立

る。

すと

後、

。新

いる

から

だイ

から

する

くる。

ート

、非

に明

北の

新し

らい

っと

利が 

とし

を基

らこ

らこ

全体

しま

いる。  

道」

こに

に平 

（資

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和大

えた

所に

の北

城」

ね。

ート

ちは

がっ

です

は残

すが

すね

た

普通

かと

品」

て

わけ

資料８） 

大通りという

たのですが、

にあります。そ

北側に県庁や

の関係で。

そういう目

トなども全部

は変わったん

ったときの構

す。 

「原爆ドーム

残しているん

が、この道だ

ね。 

ただ、「広島駅

通だとこの変

と言うとはっ

を結んで、

「宇品」の軍

けです。元々

100ｍ道路を

アーケード街

そして一番大

や公共施設があ

これは「お堀

で見るとやは

部ここにある。

んですが、こい

構造はある意味

ム」周辺は、こ

んです。ほかは

だけは歴史を踏

駅」は変なとこ

変にありそうな

きりしている

軍事路線と

軍港からいろん

々ここまでしか

を造って大き

街は今でもこ

大きな「相生通

あるんですね

堀」の線なん

はりでっかい

。だから大き

いうふうに出

味続いている

この斜めの道

は幾何学的な

踏襲している

ころにありま

なんですが。

る。「広島駅」

したんです。

んな物資を出

かなく山陽本

きく変

この場

通り」

ね、「お

んです

いデパ

きくま

出来上

るわけ

道だけ

なんで

るんで

ますね。

何故

と「宇

そし

出した

本線の
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終点だったんです。でも今から見ると非常に

端っこにあるように見えるわけです。 

もう一つ広島が頑張ったのは川沿いを緑で

埋めたことです。「平和大通り」もそうです。

「元吉橋」のところに道路元標がありますが、

「相生通り」なども大きく拡張しました。も

う一つ面白いのが、「平和記念公園」のあるこ

の道の先に広島市はごみ処理場を造るんです

が、デザインがゲートのようになってるんで

すね。アートみたいな形をしており、建築家

もよく見学にきます。「原爆ドーム」の周辺も

緑を多く配置していますが、昭和 30 年代に整

備しました。この結果川沿いが非常に魅力的

になっている。再生のシンボルとしての緑を

大事にしています。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

＜まとめ＞ 

それで、まとめですが、四国の４つの都市

について類似の他地域の都市とも比較しなが

ら紹介しましたが、それぞれすごく個性があ

ってそれぞれのまちは元々似たような時期に

似たように生まれて近代化も似たように行っ

ている。戦災も松山以外は同じ日の 1945 年 7

月 4日に遭って戦後復興が始まったのですが

コンセプトは非常に違っていて非常に面白い

なと思います。少し長くなりましたがこの辺

で終わります。 

 

③質疑応答・意見交換 

（松木） 

西村先生ありがとうございました。我々が

やっている議論と全然違う話でもあったので

すが、非常に楽しく聞きました。それで、歴

史的に都市を振り返っていただいて、改めて

いろんなことに気付いたわけですが、政治的

にいろいろある中で都市が生まれてきて、そ

の時のファクターとして交通手段とか情報の

やりとりとか経済的なものとかがあってまち

が出来上がってきて、それが日本の場合は特

に戦災ということがあって変わってきた。そ

ういういろいろなファクターを受けながら変

遷してきたということが感じられました。 

それぞれの都市ごとの生い立ちがどう活か

されているかお話を伺え、大変面白くお聞き

しました。それで、質問ですが、将来にいく

ときに今申し上げた政治とか交通とか情報と

か経済とかいろんなファクターがあると思い

ます。我々が議論してきたのは、住民がこう

いうところに住みたいという意図は昔はそん

なに多くなかったかもしれないと思いますが、

将来、都市が変わっていくときのキーファク

ターは何をドライブフォースとして変わって

いくのだろうか。今見ると交通的な手段が一

番変化が大きいので、例えば、主役は昔は馬

から船になって、鉄道になり、今は道路のよ

うになっているし飛行機も出てきている。そ

ういう交通的なファクターが都市を変えてい

くのか、それとも、何か別な形で、特に四国

みたいな地方都市が今後変わっていくときに、

どういうものが主たるキーファクターとなっ

ていくのかなと思ったんですが、それについ

て何かお考えなりお感じになることがあった

らお願いします。 

 

（西村教授） 

一つは、どの都市もある意味条件が似てく

るわけですね。つまり、ＩＴの世界の中で情

報を取ろうとすればどこにいても取れる。ま

た、情報を発信するにしても誰でも発信でき

るし、コミュニケーションもしやすくなる。

その時に都市を差別化するもので何があるか。

一つは生活のしやすさとか文化的なものとか、

そこに生活する意味みたいな、子育てがしや

すかったりとか、お年寄りには病院通いのサ

ポートがあるとか、ある種生活の総合的な安

全保障みたいなものが満たされるのがすごく
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大きい

規模の

れほど

す。そ

そこの

ような

があれ

けられ

力とか

るとい

常に面

った文

もしれ

かある

なもの

これ

いうよ

る労働

ことで

リコン

がる。

質みた

のの価

になっ

っと

ともあ

日、私

に魅力

われが

だとか

を成

 

 

 

 

 

 

 

いのかなと思

の場合はベー

ど変わらない

そうするとそ

のまちに住ん

なもの、その

れば、非常に

れるのかなと

か、それは非

いうことかも

面白いとか、

文化的なイベ

れませんしい

る種そういう

のが非常に吸

れからは都市

よりは、いか

働力を引き付

ではないかと

ンバレーみた

。そこの情報

たいなものが

価値をどれだ

ってくるのか

したら美味し

あるかもしれ

私が喋ったよ

力があるとか

があって当た

かいうような

しているので

思います。あ

ーシックなサ

いのではない

それにプラス

んで非常に魅

のまちとして

に知的な人達

と感じますね

非常に魅力的

もしれないし

他地域には

ベントがある

いろいろだと

う総合的な都

吸引力になる

市が物理的に

かに優秀な産

付けることが

と思います。

たいなところ

報的な環境だと

が高いと。だ

だけ生み出せ

かなと感じて

しい食べ物が

れない。その

ような話も、

か、このまち

たり前に見え

なことは、そ

ではないかと

ある程度の都市

サービスの質は

いかと思ってい

スアルファして

魅力的だと思え

て自慢できるも

達や産業を引き

ね。文化的な発

的なスポットが

し、ある通りが

はないお祭りと

とかいうこと

思いますが、

都市の魅力みた

。 

に変わってい

産業や産業を支

ができるかとい

アメリカだと

にみんな行き

とか生活の環

だからそうい

せるかというこ

ていますね。ひ

があるとかい

の一つとして、

まちが実は非

にはいろんな

えるけど奥が深

そのうちの一部

思うんですね

市の

はそ

いま

て、

える

もの

き付

発信

があ

が非

とい

とか

、何

たい

くと

支え

いう

とシ

きた

環境、

うも

こと

ひょ

うこ

、今

非常

な云

深い

部分

ね。 

（松

さ

にす

ろう

（西

そ

もの

一つ

爆が

ので

が吹

く希

いう

づく

が納

思い

（松

都

実際

れを

こと

なあ

が、

るポ

（西

ど

なっ

地に

北の

来て

それ

まち

ただ

った

るの

松木） 

さきほどの広

することによ

うと考えられ

西村教授）

そうですね。

のが全部なく

つの手掛かり

が落とされて

ではと言われ

吹いたんです

希望の象徴に

うものを大事

くりの中でう

納得してくれ

います。 

松木） 

都市計画につ

際にまちづく

を決定してい

とがなかった

あという程度

具体的に将

ポイントはど

西村教授）

どういう人か

ったので、内

に行って計画

の震災復興み

て作った。道路

れを当て嵌め

ちの特質を反

だ、非常に短

たので、今か

のですが、それ

広島の場合も

よって、新し

れていると感

広島の川沿

なった時に川

になったこ

て 20～30 年

れましたが、

す。というこ

に思えたんです

事にしていく

うまく旗とし

れたというこ

ついて、戦後の

りを行って

いく人達のこ

たのですが、役

度にしか思っ

将来を構想し

どこら辺にあ

かというと、地

内務省の官僚

画を作ってい

みたいに中央か

路に関しては

めていくのです

反映させる計画

短時間に集中

から考えると

れなりの工夫

、川沿いを魅

い広島の魅力

じました。 

いの緑の場合

川沿いという

と、もう一つ

は草木も生え

その次の年に

とは緑がもの

すね。だから

ということを

て立てたら、

とがあったん

の復興計画を

いくに当たり

とはあまり考

役人が決めた

ていませんで

てプランを決

ったのでしょ

地方で人がい

、中央の官僚

ったんですね

からいろんな

は標準がある

すが、それぞ

画を立てたん

してやる必要

いくつかミス

夫がなされて

魅力的

力を作

合は、

うのが

つは原

えない

に新芽

のすご

らそう

をまち

みな

んだと

を立て

り、そ

考えた

たのか

でした

決定す

ょうか。 

いなく

僚が各

ね。東

な人が

るので、

ぞれの

んです。

要があ

スもあ

ている。  
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実は焼け跡になる前から絵を描いているん

です。建物疎開をその人達は描いているので、

戦後のことも考えていたんですね。戦争をや

りながら戦後のことも考えていたテクノクラ

ート達がいたということです。 

もう一つ、どこもそうかもしれませんが、

松山の計画は都市を壊さないで造っていて、

すごくうまくやっていると思いますが、調べ

てみると県庁も市役所も無事だったのでいろ

んな作業をゼロからやらずに済んだ。他の地

域は地図から作らないといけないとか測量か

ら始めないといけないとかあったんですね。

ですから松山はいろんな情報をベースに次の

プランが作れたんじゃないかなと思います。 

 

（松木） 

日本の場合は、戦災で中核都市が焼け野原

になったということで今のまちになったと考

えていいのですね。 

 

（西村教授） 

焼けていないところ、有名なところでは京

都、奈良ですが、札幌、盛岡、山形、新潟、

金沢、それに山陰地域ですか。太平洋から遠

いところは残ってますね。 

 

（松木） 

今の都市を見られてうまくいっていないと

ころでここはまずかったと思われるところが

あれば。今現在の視点から見てということで

すが。 

 

（西村教授） 

例えば、徳島の場合、「お城」が全く背中に

なっていて、「徳島駅」を降りた時に逆方向に

なっていますね。だからあれは何とかしたい

なと思いますね。「お城」側にも改札口を造る

とかね。何かやりようがあると思いますが。 

（松木） 

先生の理想では、「お城」や県庁といった歴

史的な建造物を活かしてまちづくりを行って

いるということでしょうか。 

 

（西村教授） 

元々のでき方を調べていくと地形を大事に

しながらまちができていっているんですね。

今の地図からだんだん遡っていくと、例えば

明治時代ですとか、その都市の骨格というの

が非常に良く見えてくるんです。本来なら建

てるべきでないような洪水が来たら浸水する

ようなところまでまちができてきてしまって、

何か技術で持たせているようなところがあり

ますね。その意味では、どこが大事かという

と、今の地図で見て行政はそれをなかなか言

えない。将来、空き家ができてきて都市も縮

小しないといけないとなったら、どの辺から

縮小させるかの選択に迫られるかもしれませ

んが、今、ここはダメというようなことは言

えないので、そういう戦略を立てることに尻

込みしてしまいますね。でも、少なくとも歴

史を遡っていくと、骨格のまちが見えてきて、

そこは今でも骨格を形成しているんです。で

すからここが大事でここに資本を投下して、

ここだけは何とかしないといけないという論

理は議会なども納得しやすいのではと思いま

す。ある意味、我々がやっているのはそうい

う都市の戦略を立てる時に、理屈は良くでき

ていても市民がノーと言えばなかなか認めら

れない社会になってきているので、合意が形

成できるような論理を創っていくことが必要

で、そのために今やっているようなことが参

考になると思います。 

 

（松木） 

明治あたりの地図をちゃんと見て、その意

図を汲み取りながら将来の絵を考えるのがい
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いだろうということですね。 

 

（西村教授） 

そうですね。もう一つは、城下町の場合で

すと、1600 年前後の 50 年間くらいでほぼす

べての構造が出来上がっているんです。また、

宿場町もそうですね。こういうのは世界の中

では非常に稀です。欧米だとコアがあってそ

こから徐々に拡がっていってます。バームク

ーヘンみたいに。アジアの都市でも、基本的

にある時に城壁ができて、またある時にまた

城壁ができてと、一瞬にできあがった都市は

ないのですね。その点日本の都市は特殊で 17

世紀の頭にほぼ全ての大都市が揃うんです。

50 年くらいの間に出来上がっているので、ど

うやって造ったかとか何故そこに造ったかと

かどういう意図でまちを構成したかというよ

うなことが非常に明確に分かります。つまり

全てのまちがある時期の計画都市なんです。

他の国の人に言わせると、日本は都市にある

種の原型があると。その原型から今の都市に

つながってきているので、どんなに変化した

とはいえ、徳島は徳島、松山は松山としてつ

ながってきているところがあるんですね。で

すから何でここにこんな道があるのかなどを

考えると次の計画のヒントが生まれるような

気がしています。 

 

（松木） 

東京近辺は境目なく広がっていますし、30

～40万人の地方都市とは随分性格が違うなと

高松に来て思ったんですが、将来を考えた時

に日本の都市としてどちらがいいのでしょう

か。個人の考えにもよりますが、私は高松や

徳島などの小さい都市が住みやすいし、安全

なども考えた時にいいサイズではないのかな

と思っているのですが。都市のサイズ感とい

うものがあるのでしょうか。 

（西村教授） 

巨大な都市はどこか壊れると修復するのが

大変です。ですから巨大なものは脆いと思う

んです。東京で何か起こって交通が遮断する

とほとんど動かなくなる。その意味では、私

もある種自立した都市、自立圏というのがあ

って、その自立した都市とその周辺で食料も

確保できるような自立分散型の都市、ヨーロ

ッパではそうなっていますが、それが一つの

あるべき姿だろうと思っています。 

世界と競争できる巨大な都市はあってもい

いですが、そこだけが勝って他が寂れるとい

う状況は拙いと思います。東京は上海、シン

ガポールなどと競争してもらっていいけど、

一人の人間として生活のことを考えると、生

活圏はその極一部ですので、その意味で、私

は40～50万人くらいで圏域として100万人く

らいが住みやすい生きやすいところではない

かと思います。 

 

（近森） 

面白い話をありがとうございました。私は、

高知に生まれて 18 歳まで高知に居て、札幌に

１年居て、その後ずーと徳島に居ますが、高

知の方がまちとしてのボリューム感があるな

と思っています。高知の方が構造的に納得が

いく形になっている。もう一つは、徳島だけ

が市内電車が走っていない。そんなことが関

係しているのかなとも思いました。 

また、私は環境教育を担当していまして、

個人的にも「吉野川河口」の観察会の世話人

もやっていますので、大きな橋を架けまた高

速道路も通るということで、私はもっぱら県

庁への要望書を書く役目もやっておりますが、

たまたま明治 29 年に陸軍陸地測量部が作っ

た５万分の一測量地図が、「吉野川河口南岸」

にある川内の土地改良区が作った報告書に載

ってまして、そしてそれ以降の手に入る地図

19



を重ね合わせながら、徳島の河口の変遷を授

業の準備もしつつ考えてきたり、自転車で近

辺をぐるぐる回りながら、今の地図と前の地

図を比べて見たりということをずーとやって

きています。それで感じていることは、「吉野

川」の北岸の川筋などは明治 29 年とほとんど 

変わっていないのですが、昭和の初めに大改

修をやりまして真っ直ぐになるように本流を

変えているんです。それで徳島の北の方は中

州であって干潟のような状態のところを干拓

工事しながら新田開発をやって、まちが川の

流れに沿ってだんだん海の方へ発達してきて

いる。そして 1990 年頃には工業団地も造るな

どやっており、今でも徳島市の東の方は再開

発が進んでいます。だから歴史的に徳島の場

合は、川の流れに沿って海へ海へと土地が動

いていっている中で、歴史の方向性があるの

かなと感じてたんです。  

ところが、四国はどこも同じだと思うので

すが、そういった流れの中でまちが造られて

いく方向がいきなり大規模ショッピングモー

ルができる、しかも「吉野川」の北側の田園

地帯に忽然とできる。今は２つもできている

んですが、そうすると中心部の都市機能がか

なり低下してくる。例えば、徳島市内には映

画館が１軒もありません。私は車の免許を持

ってないので映画館に行こうとするとバスの

時刻表を調べて行くのですが、今までの歴史

の方向性みたいなものが、大きな商業施設が

できるインパクトによって、元々都市の中心

部にあったいろいろな機能が、公共交通網も

そうですが、結局、私みたいな交通弱者は都

市の中では自転車で移動できる範囲しか動け

ないし、ある意味魅力がないまちになってし

まう。 

都市づくりの理論として、17 世紀の頭に作

り上げられた都市の論理が他の論理に移りつ

つあるのではないかということを感じていま

す。先生はその辺のことをどうお考えになる

のでしょうか。特に地方都市ではそういう状

況が出ている。東京ではそういうデカいショ

ッピングモールはないような気がします。 

 

（西村教授） 

まさにそういうものが中心市街地の衰退を

招いていると思うのですが、恐らく、これか

らの流れというのは、ショッピングセンター

は過剰な状況になってきているので、都心の

交通弱者が自転車で行けるような範囲でサポ

ートされるようなものが求められていると思

うんですね。ショッピングセンターの潰しあ

いみたいになって勝ち負けができていって、

負けたところはもっと悲惨な状況になってい

く。そうした中で都市はどうあるべきか、都

市の中でしかできないような、住んでいる人

がいるので、しかも高齢化が進んでいるので、

そうした人達をサポートする店はなくならな

いですね。ある種のベーシックなサポートと

いうのは必要だし、あり続けると思いますが、

400 年くらい都市が続いてきており、蓄積さ

れたものを戦略的に売り出すようなものが重

要だと思いますね。老舗の料亭や食べ物屋さ

ん、お菓子屋さんとかそういうところがある

と思います。 

またもう一つお祭り等の文化的な営みはこ

こが舞台なので、例えば「阿波踊り」の舞台

になるような戦略をつくることは決してなく

ならないと思いますね。文化とかアートとか

食とか、またお年寄りをサポートするとかは、

元々都市の戦略としてこれからも残っていく

のではないか。そうするとショッピングセン

ターで買うものと都市生活であるようなもの

が両方両立するようバランスがとれるように

もっていかなくてはいけないし、そういう戦

略について考えないといけないのかなと思い

ます。昔のように全てのものが都市でそろう
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という状況ではなくなってきています。周辺

にも人が住んでいますし、わざわざティシュ

ペーパーを都心まで買いにくるようなことは

ないので、一定程度のものは残るんでしょう

が、そこでは満足できないような都市の価値

みたいなものがあれば残っていくでしょうね。 

 

（近森） 

逆に言うと、そういうものを創りだしてい

く努力が求められているということですね。 

徳島市では今また箱モノを造るような議論

がある一方、新町の商店街の人達はほかにや

ることがあるのではとか議論がいろいろある

ようですが、やはり行政は箱モノに行く傾向

が強いので、元々のまちの成り立ちとか郊外

と都市のバランスの問題とか、そういう議論

が必要なんだということに気付いたところで

す。 

 

（西村教授） 

「新町川プロムナード」とかいろいろやら

れていますよね。ああいうことはショッピン

グセンターでは作れませんから、川沿いをも

う一回表側にするというようなところに可能

性があると思います。 

 

（三木） 

まちの川の辺りを整備するのは良いと思い

ますが、それは外から来る人のためにやるの

でしょうか、それとも中に住んでいる人を、

そのまちを活性化するためにやるんでしょう

か。さきほど言われましたが、「新町」周辺も

過疎化と言えなくもないようですが、商業施

設が消滅しかかっていて住むにも住めなくな

ってしまっているような商店街もあるように

思います。そうなってくると周辺をきれいに

しても住んでくれるんだろうかという心配が

ありますね。「阿波踊り」にしてもお客さんを

呼んでくることは簡単なのですが、住む人が

少なくなれば都市自体が崩壊してしまうとい

う危険性があると思うんです。だから、まち

を維持するには住む人を増やしていかないと

という議論が必要だと思うんですね。 

 

（西村教授） 

さっき言いましたように、住んでいる人の

日常サービスがサポートできるようなものが

都心でもう一回できないか、例えばボードウ

ォークでパラソルショップのような朝市みた

いなことをやるとか、それは住んでいる人達

のためですよね。それで高齢者が多ければ、

もう少し違う形で、現代版御用聞きではない

けど、もう少し近在の農産物がうまく朝市的

なもので生まれ変わるようなこともできるの

ではないか。それがああいう（川沿いの）風

景が良いところでやられれば、おそらく地元

の人に人気がある朝市というのは観光客も必

ず来ると思うんですね。だから戦略的にそう

いう舞台を活かすということはできなくはな

いと思います。全然人がいないわけではない

ので、ベースとなる人口があるので、そうし

た人をちゃんとサポートするというようなこ

とを考えていけばいい。また、今まで裏だっ

たところを表にするなども。 

非常に難しいのは、過去からある商店街は

昔栄えたころの記憶があるので、高い値段で

しか店舗を貸さないとかちょっとの期間であ

れば貸さない方がマシとか、非常に誇りを持

っているわけです。その人達が次の世代に代

わる時期なので、更地にして駐車場にするよ

りは、駐車場と同じあるいは少し安いくらい

の家賃で貸してあげたら若い人達は結構戻っ

てくるのかなという気がしているんですね。

若い人はそういうお店でつながりを持ちたい

んです。何かショップをやりたいとか思う若

い人は増えているんです。お金を稼ぐという
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より、変に事業者に使われるよりも自分が好

きなことをやって、好きなものを売って、そ

こに来る人達とこじんまり仲良くやりたいと

いう人が多いですね。 

 

（三木） 

 そういうことを盛り上げようとすると行政

ではダメですよね。成功例からみるとどうい

う刺激の仕方、モチベーションの高め方をす

ればいいんでしょうか。 

 

（西村教授） 

そうですね、空き地みたいなところを安く

てもいいから貸してやるという人が 10 人に

１人、20 人に１人でも出てくれば動くんです

ね。そして一つ成功するとそれを見ている人

がいるので続くんです。今までもそれなりに

（成功例が）あるんです。それは中心商店街

の裏通りなんですね。表通りの人はそんなに

困っていないし、そこまで落ちぶれたくない

と思っているので。裏通りや狭い道のところ

はそうも言っておれないので、安くても貸す

とかありますね。そういうところが動くんで

すね。一番手っ取り早いのが食べ物屋さんで

す。流行るところが必ず出てきます。これが

目抜き通りだと、火を使うと火事を出すから

臭うから貸さないとなるんです。そのように

して裏通りから再生していく。そんなところ

が割と多いですね。 

 

（大嶋） 

今日のような話はこれまで一切聞いていな

いので非常に参考になりました。そこで質問

ですが、都市の構造と県民性に法則性がある

のかどうか。環境が人を作る、あるいは住め

ば都と言いますよね。ほかに気候とか関わっ

てくるとは思いますが。法則性があれば、こ

ういうふうにしていこうとするときに非常に

参考になると思うんです。 

 

（西村教授） 

ちょっと難しいなあ。一つは、気候は決定

的に関係ありますね。寒いところ暖かいとこ

ろでは全然違いますよね。まずは都市構造と

いうより風土的なものがあると思いますね。

もう一つは祭りなど見ていると、祭りが文化

を規定していると思いますね。というのは日

本の祭りは非常に不思議で、建物はそれほど

多様性、つまり、木造、畳、柱、間取りなど、

多様性は少ないですよね。ところが祭りは、

はだか祭りからものすごく古風な祭りまで、

同じような都市でも全然違うことがあり得る。

同じしきたりを続けることが大事で、例えば

「京都祇園祭」などですね。私は福岡の出身

ですが、福岡の「山笠」は毎年燃やしてしま

うんですね。そして次の年はゼロから新しい

ものを作るんです。そういう祭りは結構ある

んですね。そうすると祭りの構造は県民性に

影響があると思うんですね。伝統を大事にす

る祭りのあり方と、祭りのエネルギー、新し

いものを作ることを大事にする祭りのあり方

で育った人では違うような気がしますね。 

逆に祭りが都市の構造と影響し合っている

可能性もありますね。というのは曳山を引く

祭りではルートとかすれ違う場所とか回す場

所とか、そこがクライマックスになるので、

場所が決まっており舞台になるように仕組ま

れているんですね。ですからまちの形と祭り

とはお互いに影響し合いながらできているの

かなと思います。そうすると非常に間接的で

はあるけれど何らかの関係がある。例えば、

港町は開放的と言いますよね。農村では稲作

地域とそうでないところは文化も違いますよ

ね。水のネットワークの中で生きているので

一人だけ別のことをやれないという封建的な

文化と畑で生きているような文化。ですから
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直接まちの形だけが影響を及ぼしているので

はなくいろいろなことが影響し合っている気

がします。 

 

（石塚） 

今高知に居ますが、高知は南海地震が控え

ています。南海地震が起きた後にどういう都

市設計を行うかが重要で、そういう議論も大

学として行わなければという議論もあるので

すが、都市計画面で教育機能が戦後陸軍跡地

などに建てられたものが多いようですが、す

ごくその辺りの歴史を知りたいと思いました。

大学、高等教育機関が戦後そういうところに

立地されたことによってどういうような役割

を担ってきたのか、また地域の地方都市の都

市計画のあり方というのは学会でどんな議論

がされているのでしょうか。 

 

（西村教授） 

後ろの質問である地域の都市計画のあり方

ですが、今いくつかの流れ、研究の流行みた

いなのがあって、東北の災害があったので事

前復興と言ってますが、災害に強いまちをつ

くっていかないといけない。災害に強いまち

というのは、恐らくはコミュニティがしっか

りしていて、減災をどうするか、壊れた建物

におばあちゃんが一人で住んでいると分かっ

ていれば助けに行けるけど、誰が何処に居る

か分からない状況では助けようもないですよ

ね。だからコミュニティがいかに支えあえる

かということまで戻って計画を立てていく。

その時に、例えば広場があって、発生した瓦

礫をちゃんと収容できたり、一時的に暮らせ

たりするようなスペースが必要だということ

は分かりますよね。そうすると今まで公園と

言えば子供を遊ばせる場所という理解だった

ものが、非常時に重要であってなおかつトイ

レも必要であり緊急にトイレに活用できるベ

ンチだとかを備え付けたものがかなり広いと

ころにあればいいと。今までは水が重要と言

われてきましたが、ペットボトルがありそれ

なりに届くんですよね。でもトイレはそうい

うわけにはいかないので大事だということが

見えてきた。そういうように事前復興的なテ

ーマで何がやれるかというのが非常に重要な

テーマです。 

それからもう一つは、いろんな計画を立て

ても市民からはいろんな要求があるので、例

えば、突然計画が出てきたら知らなかったと

いうだけで反対され潰されるとういうことが

あり得ます。以前は優秀な官僚が一番良いと

いう案を秘密裏に作成しこれでやれと言えば

よかった、戦災復興などそうですね。ところ

が今それをやると逆に情報公開がないとかい

ろんなことで潰されてしまう。だから合意形

成を図って、プロセスを踏んでいくことが中

身の合理性と同じように重要になっている。

ある意味合意形成のプロセスそのものをデザ

インしていくみたいな、欧米では本当にそん

な感じで、結局は裁判が起こるんです。そう

すると公共事業も全然動かなくなってしまう

ので、みんなが合意したということをちゃん

と形として決めて行って、ノーと言った人に

対して、ここでこういうふうに決まったのに

何故その時ノーと言わなかったのかとちゃん

と争える、争いになった時に受けて立てるよ

うにいろんな手続きをやって、デュープロセ

スと言いますが、そういうものを作り上げて

いく。それを単に自分の保身のためにやって

いるのではなく、みなさんのためにやってい

るということを分かってもらえるような情報

のアウトリーチも含めてやっていくような手

法、ですから非常にソフト化してきているん

です。ハードもあるがその背後には非常にし

っかりしたソフトの手続きもあって、みんな

が参加している形に如何に持って行けるか。
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そこが非常に大きな課題になってきています。 

前者の大学の立地と役割についてですが、

大学の一番の機能は人材バンクとしての機能

だと思います。その地域で議論をして何か相

談をしようとするときに先生という人材があ

って、また学生も動員してやれるという意味

も含めて、リソースがある。都心を再生させ

ないといけないという時に大学が都心にサテ

ライトオフィスや研究室を置いて作業や講義

をやるとか、もしくは学生が若い目でまちに

対してコミットしていくとかが非常に都心に

とって力を与えてくれるということがある。

ですからシンクタンク、人材バンクという意

味が非常に大きいと思われます。それで、物

理的な空間のことを言うと、それぞれの大学

で多様ですよね。大学は基本的にお城跡や武

家地などの公有地や軍の跡地に立地している

ものがあって、そこに居続けるところもあれ

ば、また郊外に出て行っているところもあり

ます。だから大学によって都市の空間におい

て果たす役割はそれぞれ違っていて、一般論

として言い難い感じがします。ただ言えるの

は都市にとって若い人達がいることは重要な

ので、また、これから社会連携だとか社会人

教育とか社会人大学院とかそういう人達への

サポートは非常に重要な大学の役割であり、

やはり都心に戻るというのは大きいんだと思

いますね。 

 

（石塚） 

生涯学習という機運で知的欲求に応えるた

めに「高知大」も「高知工科大」も高知市内

に機能の一部を置いているんですが、「高知大」

の場合は一時期、もっと市内の方に移すとい

うような話もあったようです。市長さんの任

期の問題など政治的なことやアパート経営し

ている方や飲食店の反対などある中で難しか

ったのですが、大学の移転は今形成されてい

る空間を壊す形になるので、一度壊れてしま

わないと難しいのかなと思ったりしています。 

 

（松木） 

東京だと厚木とか電車で 1 時間半かかるよ

うなところに移っているけど、四国の都市に

ある大学は元々そんなに中心地から離れては

ないですよね。私は、今の場所でも十分機能

できると思います。だから、今まで言われて

いたような政治とかのファクターではなくて、

住民の住みやすさだとか新しい産業を持って

くるとか、非常に複雑な状況で、前のように

はできないので合意形成の中でその都市の中

核的な大学が果たす役割は大きいのだろうと

思うんです。 

 

（近森） 

うちの大学は小さいですが、それでも 1000

人くらいいるわけです。そうすると人口５万

人の鳴門市にとってはいろんな意味で貢献し

ているといえますね。鳴門市がどう思ってい

るかは知りませんが。 

 

（松木） 

たぶん「鳴門教育大学」も尊重されていま

すよ。今ある大学はすべてその地域にとって

は重要ですので、そこの方々が将来ビジョン

を言って合意形成の中核になるというのは、

今仰られたように人材として意見を創ってい

くうえでも重要ですよね。そういう意味では

やりやすいのではないか。東京でなんかやろ

うとしても非常に難しいですよね。 

 

（石塚） 

合意形成のプロセスづくりは非常に難しい

ですよね。 
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（西村教授） 

例えば、ワークショップというやり方があ

りますよね。楽しくいろんなものを議論する

ノウハウがすごく高まってきていますよね。

道具を使ったりして面白くやれる。例えば、

近所に公園を作るけどどういうものにするか

というと、みんなで模型を作ったりしてやっ

ている。そうすると見て分かるし楽しいし、

議論をしていくと、例えば公衆便所をどこに

置くかとなると自分の家のそばには置きたが

らない。しかしもっと魅力的なものとセット

にすると文句が出ないようなこともあります。

このように議論をしていくと流れができてく

るんですね。その流れをもう一回具体的に制

度の中で専門家の手を通して絵を描くとこん

なふうになると再提案をすると、みながなる

ほどねという感じになる。そういうプロセス

をいろんなところで踏んで行くと、合意のプ

ロセスをデザインするということになる。そ

れを何回か繰り返してある程度まで話が進ん

でいくと、反対する人が「知らなかった、聞

いてない」と言うことがよくあるんですが、

何回か話し合いに参加している人達が怒るん

ですね。ちゃんと参加するように呼びかけを

行っていれば、参加していないのに何を今さ

らと参加当事者が言い始めるんです。今まで

は行政対住民ですから言われると行政が何と

かしないといけない。一人でも反対がいると

行政がそこに大きなエネルギーを注がないと

いけない。でも合意形成のプロセスを踏んで

いればみんなでやってきている感じなので仲

間がいるわけです。反対している人は行政側

には税金払っているのになんだとか言うが、

住民側が決めてきたことについて、あなたが

出てきてないのに何よと言われればなかなか

反対できないということになりますよね。そ

ういうことで、次のレベルの合意に達するよ

うな仕掛けが少しずつですがいろんな分野で

できてきているんです。ただ、楽しいことが

出来るんだったらいいけど、ゴミ処理場とい

ったみんなが嫌がる施設などはやりにくいで

しょうね。その場合は別の工夫がいりますが。 

さっきの話で大学の役割ですが、たぶん文

科系の学科や研究室でまちなかにサテライト

を持っているところはこれから増えるんだと

思います。商店街にとっては自分たちのため

になることをやってくれるのだからと、お金

を取らずに貸してあげるところが出てきてい

ます。大学でもまちが教材になるのであれば

やりがいもありますよね。まずは実験的にそ

のフィールドでカリキュラムを組んで商店街

と交渉してやればできないことはないですね。 

 

（近森） 

いくつか四国でもありますね。まちおこし

プロジェクトとしてやってますね。講義の一

環で商店街の一角の空いている店を借りて取

り組んでいますね。 

 

（西村教授） 

そういうふうにまちなかのラボが大学の社

会連携として地域に対して開かれ、カリキュ

ラムを持っているということ自体が地域にも

対文科省にも評価されていくんでしょうね。 

 

（釜床） 

四国の都市周辺の農山村、漁村、また離島

と都市との関係が将来どうなるのか、最近、

離島に住んでた方がどうしても島を離れなく

てはならなくなって人が少なくなっていると

か、魅力を感じることも難しいということで

いろんな動きが出ている。これからのライフ

スタイルとの関係でどんな生き方があるのだ

ろうかと考えていますが・・・。 
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（西村教授） 

大きな流れとしてこれから田舎暮らしがあ

ると思うんですね。20 世紀は大都市が文化の

源泉だと思われて都市化の時代と言われまし

た。今は都市も都市化を目指すということが

なかなかできない時代になった。全体が都市

になってしまっている。生活そのものが。ど

こでも同じ情報が取れるようになってきた。

本当に大都市に行きたければ容易に行けるわ

けで、情報を取ったりそういうところでない

といけないようなものはやろうと思えばやれ

るようになった時代。そうすると、今まで一

番やれなかったことは田舎にこそある文化、

自然、子育てにも良い環境とか、これから関

心が広がってくると思うんですね。たぶん二

地域居住ですね、都市的な生活と田舎とを行

き来するような生活になるだろう。空き家が

多いのでそれがうまく使えれば、平日は都市

的生活を送り休みには田舎で暮らすことがで

きる。今まではそういう生活は金持ちだけの

世界だと思ってきたが、これからは二地域居

住がごく自然なことになってくると思うんで

すね。 

そういうふうに思うと都会的でないところ

がはるかに良いと思えてきて、今は一番苦し

いところが一番魅力的なところになるかもし

れない。東京でそういうことをやろうとして

も混んでいる。週末にどこかに行っても帰る

時に 20 キロ渋滞などになってしまうわけで

す。そんなことがたびたび起こるとそもそも

行く気がなくなる。やりたくてもできない。

しかし、四国ではそれが普通にできる。そう

いうメリットがすごく活きるところだと思い

ます。 

 

（兵頭） 

都市の規模について、ヨーロッパのような

自立型のいろいろな規模があるというお話が

ありましたが、産業の集積が非常に重要だと

思います。産業を呼び込む吸引力と都市の魅

力、あるいは位置づけをどう考えたらよいか。

事例があれば教えて欲しいと思います。 

 

（西村教授） 

産業といってもいろいろありますが、工業

といった物流がベースになる産業は高速道路

の幹線沿いとかのアクセスがしやすいところ、

東北縦貫道の南のところにありますよね。そ

ういうところは若い労働力もあるし。 

また、大きな産業は港があるところにあり

ますよね。愛知や九州北部の車産業ですね。

九州北部の場合、まちの規模は大きくない。

北九州市（人口 98 万人）と大分県中津市（人

口 8.6 万人）の間にある市町で、苅田町（人

口 3.6 万人）、行橋市（人口 7.3 万人）、豊前

市（人口 2.7 万人）とかね。聞いたこともな

いでしょう。そこに非常に大きな自動車工場

の集積があるんだけど、小さなまちです。裏

側（内陸側）は山ばかりで自然が豊かなんで

す。大規模都市でなくても力を持っているん

ですね。こういうところを考えると農村的な

自然も豊かでなおかつ工場都市というのもあ

り得るんですね。北陸でも富山県などにもあ

りますね。そこらは大きな都市ではないです

ね。そういう意味では製造業が立地し、農村

的な生活も満喫しながら生活できる場所はあ

るんですね。様々な産業があるので、それだ

けではないですが。大都市でないと成立しな

い産業、ＩＴ産業とかもありますが、そうい

う産業は都市の魅力があると大都市でなくて

もいいですよね。 

 

（安藤） 

「一太郎」の会社はまだ徳島にあるんでし

ょうか。 
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（近森） 

前は私の家の近くにあったのですが、ある

のかなあ（※）。それより、山の中の徳島県の

「神山町」とかはサテライトオフィスを置く

企業がありますね。インターネット環境が良

いので場所の魅力から来ている。災害対策と

いうこともあるかもしれませんね。 

※事務局注：「ジャストシステム」の第 32 期 

有価証券報告書（H24.4.1～H25.3.31）によ 

ると、従業員数は 428 人で、徳島本社 115 

人、東京支社 263 人、５営業等 28 人となっ 

ている（最大の従業員数は平成 20 年 3月末 

959 人で徳島本社 355 人）。平成 25 年 8 月 9 

日付け徳島新聞によると、8月 19 日付けで 

本社機能を東京支社に集約（登記上の本社 

は徳島市に残す）とあり、今後、徳島の雇 

用者は減少予定。また、徳島本社の空フロ 

アには、現在、「大塚ホールディングス」の 

事務処理センター、「大塚製薬」の特例子会 

社、「NTT マーケティングアウト」のコール 

センターが入居。最近の業績は、８四半期 

連続して最高益を更新中。 

 

（松木） 

さっき言われたようにどんな産業を考える

かによって場所も変わってくるということで

しょうね。 

 

（西村教授） 

災害時のバックオフィスとしてサポートで

きるかどうかもすごく大きいですね。 

 

（松木） 

従来型の工業的なものについては都市との

関係はすごく薄くなって別なファクターが動

いているし、次の産業を興すとなったら優秀

な人材が必要で、その人が住みたいと思う場

所で産業が興ると思っています。だから魅力

あるまちを創っていくことが産業を呼び込む

一番のファクターだと思っています。 

 

（近森） 

ですからＩＴというのはこれからいろんな

ことを変えていくんではないかと思いますね。

極端には、道路はいらないという話になって

くる・・・。 

 

（松木） 

ただ、ものは必要だから道路はいるので

は・・・。 

 

（西村教授） 

今、東京の近郊で何が一番動いているかと

いうと、物流の倉庫業なんです。宅配便など

すごい勢いで伸びてますよね。 

 

（事務局） 

予定の時刻も過ぎておりますので、恐縮な

がら意見交換終了とさせていただきます。本

日はありがとうございました。 
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第５回ＷＧ検討会 

 

◆講師紹介：松場登美 氏 

 

＜プロフィール＞ 石見銀山生活文化研究所／群言堂ＨＰを参照 

1949 年：三重県安芸郡芸濃町生まれ 

1981 年：夫（松場大吉）のふるさと大森町（石見銀山）に帰郷。 

実家・松場呉服屋の片隅で布小物の製造、販売を始める。 

1989 年：築 150 年の古民家を修復し店舗をオープン。 

以来、数軒の古民家を修復し生活文化交流の場として活用。 

1993 年：女性による女性のためのフォーラム「鄙のひなまつり」を 10 年間主催。 

1994 年：服飾ブランド「群言堂」を立ち上げる。 

1996 年：国土交通省・都市地域整備局より、地域アドバイザーに任命される。 

1998 年：株式会社石見銀山生活文化研究所を設立。所長就任。 

2003 年：ＮＰＯ法人「納川の会」（のうせんのかい）発足。理事就任。 

国土交通省・観光カリスマ百選の１員に任命される。 

2004 年：国際交流基金派遣事業にてインド・ブータン視察。 

2006 年：文部科学省・文化庁より文化審議会委員に任命される。 

2007 年：経済産業省・地域中小企業サポーターに任命される。 

内閣官房・都市整備本部より地域活性化伝道師に任命される。 

2008 年：日経ＷＯＭＡＮ「ウーマン・オブ・ザ・イヤー2008 総合３位」受賞 

株式会社他郷阿部家を設立。 

2011 年：株式会社石見銀山生活文化研究所 代表取締役所長に就任。 

 

＜著書等＞ 

『群言堂の根のある暮らし－しあわせな田舎石見銀山から』（家の光協会、2009 年） 

『起業は山間から－石見銀山 群言堂 松場登美』（森まゆみ著、バジリコ、2009 年） 
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２．第

①松木

松場

「四

とで

りをつ

この後

がらで

させた

っても

いるわ

想定

のもの

技術と

な社会

れる時

かそう

のため

学の先

時代に

を一度

でこう

 

 

 

 

 

 

 

 

「四

イトル

れた方

間もそ

ること

らいた

活かさ

な分野

第５回ＷＧ検

木所長挨拶 

場様、今日は

四国・住みた

５回目の開催

つけてまとめ

後どうしてい

ですが、そも

たのは、研究

もらいたいと

わけです。し

して研究して

のを議論する

とか新しい技

会になれると

時代があった

ういうことが

めに研究して

先生たちが考

に来ていると

度議論してみ

ういう会を始

四国・住みた

ル自体は、四

方々に限らず

そうですが、

とを考えたと

たいかという

されて欲しい

野の方々に集

検討会 

はありがとう

たいまちに生

催になります

めようかなと

いくかは皆さ

もそもこの検

究者の人達は

と考えて最先

しかし、一体

ているのか、

ることはやら

技術とかを出

ということが

たわけですが

が難しくなっ

てきているの

考えていかな

と思いまして

みたいと私自

始めさせてい

たいまちに生

四国に関係の

ず私のように

四国という

ときに、四国

うことと、自

いかというこ

集まって議論

ございます。

生きる」とい

すが、今回で区

思っています

んとご相談

検討会をスター

は将来の社会に

先端の研究を

体どういう社会

想定する社会

ない。昔は高

出せば、良い幸

が無条件に信

が、現在はなか

てきて、一体

のかを研究者、

なければならな

て、そういうこ

身思いました

ただきました

生きる」とい

のある方々、生

に東京から来た

場所に住んで

国がどうなって

分の経験がど

とを、いろい

論していただき

。 

うこ

区切

す。

しな

ート

に使

して

会を

会そ

高い

幸せ

じら

かな

体何

、大

ない

こと

たの

た。 

うタ

生ま

た人

でい

ても

どう

いろ

きた

いと

や地

お話

らと

元

どこ

今回

ので

とし

りま

松

非と

よろ

②松

究

＜演

◆足

松

いた

ご

寒村

たこ

いう

ます

でき

こと

す。

の連

今年

た中

おり

てお

けれ

同

注

品の

と思ったこと

地域の活性化

話を聞いて、

と考えており

元々終わりの

こかで区切り

回２回続けて

で、それを含

してまとめさ

ます。 

松場様には本

とも活発な議

ろしくお願い

松場登美 株

究所 代表取

演題＞ 

足元の宝を見

松場でござい

たします。

ご紹介いただ

村に嫁ぎまし

ことがない人

うことになり

す。研究者と

きません。講

とでお聴きい

その事例も

連続でござい

年 25 周年を迎

中で、よくこ

ります。奇跡

おりますが、

ればありがた

同じ島根県に

：木次乳業有

の製造・加工

とと、生活に関

化に取り組まれ

参考にして議

ます。 

のない議論で

をつけないと

て外部の方の

含めて意見を

させていただ

本日楽しみに

議論をいただ

いします。 

株式会社石見

取締役所長 講

見つめて暮ら

います。今日

だきましたが

して、特にデザ

人間がデザイ

まして、今

という立場で

講演というよ

いただくとあ

も失敗事例と

いましたが、我

迎えました。

ここまでもった

跡の連続であ

その失敗事例

たいなと思いま

に木次乳業と

有限会社：雲南

工販売・酪農

関連する都市

れている方々

議論を深めら

はあるのです

といけないの

お話を伺いま

いただき中間

ければと考え

しております

けたらと思い

見銀山生活文

講演 

しを楽しむ◆

はよろしくお

、私自身は過

ザインの勉強

ンを仕事にす

日は恐縮して

もなく深いお

り事例報告と

りがたいと思

申しますか、

我が社は創立

どん底で立ち

たものだと思

ったといつも

例をお聞きい

ます。 

いう会社（事

南市木次町、

・その他）が

市工学

々から

られた

すが、

ので、 

ました

間報告

えてお

す。是

います。

文化研

◆ 

お願い

過疎の

強もし

すると

ており

お話は

という

思いま

失敗

立して

ち上げ

思って

も思っ

いただ

事務局

乳製

がござ
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いま

れた方

でござ

私たち

という

つめて

ただい

ことが

ことで

と、石

結婚を

は非常

時は思

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今日

に生き

るかど

界観と

見えて

ます。

す時代

ちは今

る時代

ります

私は

身に着

“糸偏

「繕う

をして

繊維長

して、93 歳に

方がおられま

ざいます」と

ちはある意味

うふうに思い

て暮らしを楽

いております

が一番大切な

ではなくて、

石見に来まし

をして行った

常に楽しく、

思ってもいま

日の検討会の

きる」とあり

どうかという

とか基準とか

てこないので

。そして今思

代に、未来の

今何をすべき

代に生きてい

す。 

は繊維の業界

着けているの

偏”に関わる

う」というこ

ております。

長は短いもの

になられる立

ます。「失敗の

いう名言を言

味良い失敗を

います。いつ

楽しむという

すが、足元の

なんだなと思

真の仕事は

した時に、周

たと見られた

こういう人

ませんでした

のタイトルに

りますが、住

うのは、自分

かをはっきり

ではないのか

思いますのは

の人たちの幸

きかというこ

いるんじゃな

界に永くおり

のも全て自社

る言葉として

この３つをテ

「紡ぐ」とい

のでもそれを

立派な哲学を持

のない人生は失

言っておられ

をしてきたんだ

つも足元の宝を

お話をさせて

の宝を大切にす

思います。難

は人生を楽しむ

りからは不幸

たんですが、本

人生を送れると

。 

に「住みたいま

住みたいまちに

分の理想とする

持っていない

かなと感じてお

は、暮らしを見

幸せのために私

とを問われて

ないかと感じて

ますので、今

社のものです

、「紡ぐ」「織

テーマにいつも

いうのは、一本

を紡ぐことによ

持た

失敗

れて、

だな

を見

てい

する

しい

むこ

幸な

本人

と当

まち

にな

る世

いと

おり

見直

私た

てい

てお

今日

すが、

織る」

も話

本の

よっ

て

の暮

帰っ

は本

すが

かど

され

のは

んで

生し

とす

家再

てい

げる

うの

ます

と考

いう

して

もの

かな

こ

こ

が、

って

いう

い園

“経糸”にな

暮らし”だと

ってくるとい

本当に目にも

が、ただそれ

どうかで、そ

れるのではな

は、まさに“

ですが、夫と

してまいりま

すれば、人生を

再生”という

います。 

“経糸”の中

る。隣に“仁

のがあって、

す。時間とい

考えがちです

うのは過ぎ去

ていくものだ

のがその人自

なと思ってい

これが石見銀

こんな山奥の

今人口 410

ている幼稚園

うことで、昔

園児数になり

り、「織る」

と思っていま

いう、一度ト

も見えないよ

れを美しく豊か

その人の一生

ないかと。また

“再生”とい

とともに町内

ました。もの

を賭けた仕事

う仕事をもら

中に“日々の暮

仁摩サンドミ

そこには大

いうのはとか

すが、あれを見

去っていくもの

だなと思います

自身の人生に

います。 

銀山です（資料

の谷あいの一筋

名、全校生徒

園が５名、来年

昔で言えば兄弟

ます。閉山後

というのは

して、一日行

ンと打つくら

うな時間の展

かな暮らしを

というものが

た、「繕う」と

う言葉につな

に８軒の民家

を作る仕事が

事の一つとし

ったんだなと

暮らし”を織

ュージアム”

きな砂時計が

く過ぎ去るも

見ていると時

のではなくて

す。その蓄積

なるのではな

料１）。 

筋にある集落

徒が 20 名、孫

年は３名にな

弟の数よりも

後の鉱山のま

“日々

行って

らいで

展開で

をする

が決定

という

ながる

家を再

が生業

て“民

と思っ

織り上

”とい

があり

ものだ

時間と

て蓄積

積その

ないの

落です

孫が通

なると

も少な

まちが
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過疎化

に辿っ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私は

となっ

けます

呼んで

４つ年

結婚

渡の金

たって

かりの

その時

「草の

っても

大変厳

上か自

自分の

の仙山

ろす風

ここな

化、高齢化と

ってきました

は 30 数年前

って“いわみ

すが、当時は

でもらえなか

年上で、夫の

しました。兄

金山に島流し

て国流しだ」

の結婚式は地

時親戚筋のお

の種はたとえ

も根を下ろさ

厳しい言葉で

自分を育てて

の心持一つだ

山（せんのや

風景が大好き

ならやってい

という道を辿

た。 

に来ました。

みぎんざん”

は“いしみぎ

かった時代で

の学生時代に

兄弟からは、「

しだったけど

と言われま

地元で挙げて

おじさんから

え落ちたとこ

さなければな

でした。しか

てくれる豊か

だなと思いま

やま：538ｍ）

きで、ここに来

いける”とい

辿るのと同じよ

やっと世界遺

と呼んでいた

ぎんざん”と

です。私は夫よ

に子供も生まれ

「昔は、罪人は

ど、お前は罰が

ました。親が形

てくれましたが

贈られた言葉

ろが岩の上で

ならない」とい

かし、そこが岩

かな土壌なのか

ました。そして

の中腹から見

来ると、“大丈

いう気持ちにな

よう

遺産

ただ

しか

より

れて

は佐

が当

形ば

が、

葉は、

であ

いう

岩の

かは

てこ

見下

丈夫、

なり

ます

が、

まだ

にも

だ噂

ここ

ュニ

まれ

さ

村幸

スト

銀山

って

でし

かけ

と思

会い

きな

げる

す。周りから

本人はワク

だ重伝建（重

もなっていま

噂にもないよ

こには自然、

ニティがしっ

れた所はない

さっき紹介の

幸夫、東京大

ト）のお名前

山で講演なさ

て、その本が

した。民家再

けをいただい

思うようにな

いすると、「先

な借金持ちに

るんです。世

らは不幸な結婚

クワクしてお

重要伝統的建造

ませんでした

ような過疎の

歴史がある

っかりしてい

いと思いました

の時、西村先生

大学教授、第

前が出ましたが

さったとき、一

がイギリスの

再生という仕事

いたわけで、廃

なったわけです

先生とお会い

になりました」

世界遺産にな

婚と思われま

りました。当

造物群保存地

し、世界遺産

どん底でした

し、仲の良い

るので、こん

た。  

生（事務局注

４回ＷＧ検討

が、20 数年前

一冊の本をく

トラスト運動

事は、その時

廃屋は全て財

す。西村先生

したことで私

」と嫌味を申

るときに私と

ました

当時は

地区）

産はま

たが、

いコミ

んな恵

注：西

討会ゲ

前石見

くださ

動の本

時きっ

財産だ

生とお

私は大

申し上

と夫は
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世界遺

このま

ってお

会議に

世界遺

ルでメ

かり

れたの

石見銀

イル産

レルで

き方そ

の小さ

を発

が広が

フスタ

発信

いただ

という

当初

を産出

んです

はな

生、そ

遺産に

「石見

録）。

ては近

どん過

残った

まちは

がプラ

変大き

た。最

と呼ば

が要因

間が短

れもマ

遺産の価値が

まちに幸せを

おりました。

には一切声も

遺産登録にな

メッセージが

しているかも

のだから、そ

銀山の生き方

産業”と名前

でもなく雑貨

そのものが産

さな村からア

して、世界中

がったように

タイルが世界

して欲しい」

だきました。

う宿の経営に

初、県は、銀

出したという

すね。しかし

くて、石見銀

そして文化的

になりました

見銀山遺跡と

これは大変皮

近代化に乗り

過疎化して重

た。もしここ

は残らなかっ

ラスに働いた

きな示唆を与

最近“秋田美

ばれるように

因かと言うと

短いことでそ

マイナスがプ

があるのか、

をもたらすの

ですから世

も掛からない

なるときに西

が届きました

もしれない。

こらの世界遺

方産業、つま

前を付けたけ

貨業でもなく

産業を成して

アンチファー

中にスローフ

に、あなたた

界標準になる

という大変

そして後に

に乗り出すわ

銀山では世界

うことを大変

しそのことが

銀山は鉱山遺

的背景という

た（事務局注

とその文化的

皮肉なことな

り遅れた、ま

重伝建に指定

こが経済発展

っただろうと

たということ

与えてくれる

人”に代わっ

になったそう

と、湿気が強

そう言われ出

プラスになっ

また世界遺産

のか大変疑問に

世界遺産を目指

い状況でしたが

西村先生からメ

。「ご夫婦はが

でも折角登録

遺産ではなく

まり“ライフス

けど、会社はア

、この夫婦の

ている。イタ

ーストフードに

ードという言

たちが目指すラ

くらいのもの

変名誉なメール

に私は“阿部家

けです。 

界の三分の一の

変押しにしてい

が評価されたの

遺跡と自然との

のが付いて世

：2007 年 7 月

的景観」として

ながら、鉱山と

また、閉山後ど

定されて街並み

展していたらこ

いう皮肉なこ

は、私たちに

ことになりま

って“島根美人

です。これも

強いことと日照

出したそうで、

たという大変

産が

に思

指す

が、

メー

がっ

録さ

くて、

スタ

アパ

の生

リア

に端

言葉

ライ

のを

ルを

家”

の銀

いた

ので

の共

世界

月に

て登

とし

どん

みが

この

こと

に大

まし

人”

も何

照時

、こ

変皮

肉な

スに

に真

てい

そ

ア

が、

まし

につ

まし

「つ

とい

して

には

造ら

神様

たち

れな

の家

た。

それ

した

瓦で

のも

いた

見た

なことですが

になっていく

真っ向から受

います。 

そして、これ

アパレル業界

石見銀山生

した。夫が真

ついて話すの

したが、“つぶ

つぶしが利け

いうことで、

て私たちはこ

は鉄筋だった

られますが、

様と相談する

ちはこの田舎

ないかという

家を移築しま

また橋を、

れから６年後

た。茅葺屋根

で、登り窯で

ものが残って

ただいて葺い

「人は人生の

た風景に慰め

が、私たちは

この時代の価

受けているん

れが本社です

界でご飯を食べ

生活文化研究所

真面目な顔を

ので大した家訓

ぶしが利く”が

けば何をして

この社名に

ここに社屋を造

たりいかにも社

土地の声を聴

るという言葉

舎の原風景を壊

うことで、まず

ました。そし

石積みの小川

後にやっと後

根の奥に見え

で焼かれたもの

ておりまして

いたものです。

の岐路に立った

められることが

マイナス面が

価値観の変化

じゃないかと

（資料２）。 

べている会社

所という社名

して松場家の

訓があるかと

が家訓だそう

も生きていけ

いたしました

造る時に、一

社屋というも

聴くとか、土

に倣いました

壊さない社屋

ず広島県から

て畦道を造り

川を造りまし

ろの社屋を造

る社屋の瓦は

のです。20 数

、それを買わ

。 

たときに、い

がある」と言

がプラ

化を正

と思っ

社です

名にし

の家訓

と思い

です。

ける」

た。そ

一般的

ものが

土地の

た。私

屋が造

ら茅葺

りまし

した。

造りま

は石州

数年前

わせて

いつか

言った
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人がい

ちお）

写真家

の心を

行士の

した。

だと聞

えてい

うにな

に感動

 

これ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

174

265 年

移築だ

する価

れま

いう建

て砂利

いま

うな家

“もの

うこと

この織

職人が

材を求

私は

両方併

います（事務

）、1952 年 9月

家、探検家、

を育むのでは

の方が言って

。「宇宙に行

聞かれると東

いたが、最近

なった」と。

動されてのこ

れが茅葺屋根

48 年、徳川

年経過してい

だそうです。

価値のある家

した。また、

建築家は、「日

利を拾ってい

したが、現代

家を建ててい

のを残すこと

とを大事にし

織機がなくな

がいないとこ

求めてものを

は三重県出身

併せてご遷宮

務局注：星野道

月 27日 - 19

詩人）。風景

はないかと思

ていたことが

くまでは故郷

東京だとか自

近は故郷は地

宇宙から見

ことだと思い

根の移築の時

吉宗の時代

います。この

ある方からは

家がなくなっ

ドイツのカ

日本人はダイ

いる」と大変

代建築は 35 年

いると聞きま

とによって技

したいと思い

なるとこれは

この染めはで

を作るように

身、夫は島根

宮の年です。

道夫（ほしの

96年 8月 8

景の美しさが故

思います。宇宙

が新聞に出てい

郷（くに）は

分の出身地を

地球だと答える

見た地球の美

ます。 

時です（資料

のものですか

の建物は３度

は、「３度も移

てきた」と言

ールベンクス

イヤモンドを捨

変皮肉なことを

年しか持たない

した。私たち

技術が残る”と

ます。私たち

は織れない、こ

できないとい

に努力していま

根県出身、今年

伊勢遷宮の御

の み

日、

故郷

宙飛

いま

どこ

を答

るよ

しさ

３）。 

から

目の

移築

言わ

スと

捨て

を仰

いよ

ちは、

とい

ちは、

この

う素

ます。 

年は

御杣

山（

線が

のも

しい

る、

こと

のた

てい

こ

日

畑

あり

思い

美し

であ

す。

こ

は社

堂は

ただ

 

 

 

 

 

 

 

 

（みそまやま）

が一本記され

ものは 200 年

い。自分の代

孫や子孫の

とで、私たち

ために何がで

いきたいと思

これが完成し

日本昔話に出

畑には吉田正

りますが、彼

います。彼の

しい。全ての

あり、その鉄

 

これは縁側で

社員が縁側に

は、地域の方

だいています

）の木を伐り

れた木は 100

年後に伐るよ

代には役に立た

のためにとな

ちも今の自分の

できるかとい

思っています。

したのちの社屋

出てくるような

正純という鉄の

彼の作品は野

のモットーは

自然のものは

鉄の表現が素晴

ですが（資料５

に出て食事をと

方々とか学生

す。 

出すそうです

年後に伐る、

うに育ててい

たないものを

されていると

の時代よりも

うことを大事

。 

屋です（資料

な感じです。

の彫刻家の作

に在って美し

「鉄は朽ちる

は土に返って

晴らしいと思

５）、小春日和

とります。社

さんにも使っ

すが、

、二本

いるら

を育て

という

も子孫

事にし

料４）。 

 

作品が

しいと

るから

ていく」

思いま

和の頃

社員食 

ってい
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社屋

 

 

 

 

 

 

 

 

外観と

ていて

聞きま

齢化の

社の中

会から

 

私は

をデザ

なくて

と思っ

をしな

ゴン

ター

イナー

済を加

ってい

ことと

え、そ

よって

ないか

ある

票であ

で、道

円のお

すなら

う投げ

価値観

かなと

屋の中は来訪

とのギャップ

て、ヨーロッ

ますが、日本

の進んだまち

中は平均年齢

ら若者が働き

はデザインに

ザインしたい

て、考え方、

っています。

ながら針一本

１台で行商し

トでしたが、

ーは人を幸せ

加速するよう

います。私は

と思うのは、

その結果、一

て社会を変え

かということ

る友人からメ

ある。100 円

道の駅ではと

おにぎりを売

らあなたはど

げかけがあり

観を世に問う

と思っていま

訪者が驚かれ

プです。近代

ッパでは当た

本では珍しい

ちに若い社員

齢 35 歳、この

きに来るよう

に関して全く

いかと言うと

暮らし方を

食べるため

本でツギハギ

して歩くとい

某有名デザイ

せにする仕事

うな仕事にな

は、デザイナ

消費者の価

一人ひとりの

えていくこと

とです。 

メールで、「消

円のハンバー

となりのおば

売っている。

どちらを買い

りました。ビ

うことのでき

ます。そうい

ますが（資料

代的な設備が整

たり前のことだ

いと思います。

員が多い。この

の過疎のまちに

になりました

独学ですが、

、単にもので

をデザインした

めに台所で子育

ギして、それを

いうことからの

イナーが、「デ

事なのに、今は

なっている」と

ナーとして幸せ

価値観に影響を

の消費者の変化

ができるん

消費は未来への

ーガーがある一

ばあちゃんが

同じ 100 円を

いますか？」と

ビジネスは一つ

きる仕事ではな

いう意味で、ダ

料６）、 

整っ

だと

。高

の本

に都

た。 

、何

では

たい

育て

をワ

のス

デザ

は経

と言

せな

を与

化に

じゃ

の投

一方

100

を出

とい

つの

ない

ダイ

レク

てい

こ

売っ

さん

ドの

付け

ダイ

そ

けれ

く見

言堂

られ

クトメールは

います。 

これは「げた

っている有馬

んが「根根」

のシャツを着

“おそろいは

けて、ここに

イレクトメー

そしてデザイ

れども時代性

見せる必要が

堂”の服は 1

れる服を作り

は社員や町内の

たのは」とい

馬光栄堂のお

（ねね）とい

着ています（資

は家族のしる

にしかないこ

ールの制作を

イナーとして

性を捉える、数

がどこにあるの

0 年経っても

たいと思って

の人をモデル

う素朴なお菓

じいちゃんと

う娘世代のブ

資料７）。 

し“という文

こでしかでき

しています。

は流行は追わ

数年前のもの

のか、だから

も 20 年経って

ています。 

ルにし

菓子を

とお孫

ブラン

文章を

きない

 

わない

のを古

ら“群

ても着
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これ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この

も下自

でした

機に孫

こうに

ある桃

李は何

美味

まって

葉で

の言葉

います

大量

づく

で生産

作る必

価格の

のがあ

るべき

 

そ

縦が

に立て

社屋

が出会

むつか

これは

相荘」

れが社屋の前

の春に出会っ

自ずから蹊を

た。私はそれ

孫のために李

には桃の木が

桃と李の木を

何も言わない

しい実を成せ

てきて、道が

して、正に私

葉どおりのこ

す。 

量生産、大量

り、海外生産

産はできます

必要があるの

の背景には貧

あって成り立

きではないか

して私たちは

60 ㎝くらい

てているだけ

屋といえども

会った言葉に

かしきみやす

は中国の言葉

」（ぶあいそ

前の風景です

った言葉は、“

を成す”とい

れを知らずし

李の木を植え

があるのです

を植えていた

いけれども美

せれば、そこ

ができるとい

私たちはビジ

ことをしてい

量消費、それ

産をすればウ

す。しかし、

のかというこ

貧困な国の環

立っているこ

かと思います

は、景観を損

いしかない社

けです（資料

も大きな看板

に“犬馬難鬼魅

すし）という

葉ですが、白洲

う）の玄関に

（資料８）。

“桃李言わざれ

いう司馬遷の言

して長女の出産

えました。その

すが、正に桃李

たわけですね。

美しい花を咲か

に自然と人が

いう素晴らしい

ジネスの上でも

いきたいと思っ

れから安価なも

ェアは十分の

そんなに大量

とと、また、

環境や人々の犠

とを私たちは

。 

損なわないため

社名の看板を畦

９）。 

板は立てない。

魅安易”（けん

言葉あります

洲正子さんの

にもあります

 

れど

言葉

産を

の向

李で

。桃

かせ、

が集

い言

もこ

って

もの

の一

量に

、低

犠牲

は知

めに

畦道

。私

んば

す。

の「武

すが、 

皇帝

何が

よう

が難

と答

く昇

りと

しく

安易

まし

私は

育っ

足し

が必

夫

まし

せて

この

だと

帝がお抱えの

が描きにくい

うに当たり前

難しい、しか

答えたそうで

昇り旗を立て

とか通りにワ

くやりがちで

易”という言

した。これは

は今 64 歳です

ってきました

し算の人生で

必要ではない

夫の父親は地

した。そして

て代々呉服屋

のまちで最初

と言っており

の絵描きに何が

いかを聞いたと

前に目の前に

し化け物とか

ですね。ビジネ

てたりとか大

ワゴンを並べた

ですが、私た

言葉に学んで店

は時代の価値観

すが、経済発

た。何がないか

でしたが、私

いかと思ってい

地元の商工会の

てたばこ、塩

屋を営んでいま

初に自販機を置

ました（資料

が描きやすい

ところ、「犬や

いるものを描

か鬼とかは簡

ネスというと

きな音楽を流

たりとか派手

ちは“犬馬難

店を作ること

観と申します

発展の真っただ

からという足

はある意味引

います。 

の会長をして

、切手の販売

ました。夫の

置いたことが

料 10）。 

いか、

や馬の

描くの

簡単だ」

ととか

流した

手派手

難鬼魅

とにし

すか、

だ中を

足し算

引き算

ており

売と併

の父は、

が自慢
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勘当

言って

た。

機は取

し、サ

という

 

 

 

 

 

 

 

 

そ

堂”の

りま

は東京

るんで

すが、

りと思

してい

ます。

 

そ

き猫で

ました

ョップ

呉服

ここに

当した息子で

て窓にはサッ

しかし、私た

取り除き、モ

サッシは取れ

うふうに変え

して真向いの

の本店を造り

して、ガイド

京にも福岡に

ですよ」と大

、私は内心、

思っています

いますので、

。 

してこれが招

でして“キム

た。少し障害

プでタダで貰

服屋時代のこ

にいつも寝て

でも、帰って

ッシを入れて

たちは親不孝

モルタルは剥

れないので障

えていきまし

の空き家を買

りましたが、

ドさんが前を通

にも京都にも

大変誇りに思

ここに本店

す。高松は三

またよろし

招き猫と申し

ムチ”という

害があるので

貰ってきたも

このウインド

ているんです

てくるんだか

て迎えてくれま

孝なことに、自

剥がして土壁に

障子と雨戸で隠

た（資料 11）

買い求めて“群

今世界遺産に

通ると、「この

大阪にも店が

思ってくれるん

店があることが

三越さんにも出

しくお願いいた

しまして、正に

名前を娘が付

ですが、ペッ

のです（資料

ドウが気に入っ

ね。私は後ろ

らと

まし

自販

に直

隠す

）。 

群言

にな

の店

があ

んで

が誇

出店

たし

に招

付け

トシ

料12）。 

って

ろに 

“果

した

チと

りま

はと

木陰

ので

都会

近の

りた

げま

なこ

りま

が寝

ドン

は、

らし

とい

ムチ

言え

す。

世に

は

では

さ

私が

は銀

して

の民

果報は寝て待

たが、娘が書

と申します。

ました。猫の

とても素敵な

陰もあるし、

で逃げたり隠

会の泥棒猫の

の人間は何か

たいほどと申

ません。これ

ことを延々と

ましてから観

寝ているとこ

ンドンとガラ

「お前たちこ

しの場なんだ

いうようなこ

チ”はこの７

えば 85 歳相

今思うと私

に申したいこ

“キムチ”が

はないかとい

さて、民家再生

が 30 代前半で

銀行で一生一

てましたが、

民家を再生い

待て”と掛け軸

いた文章が面

縁あってこの

の立場で申し

なまちで住みや

そして誰もか

隠れたりいた

のやることです

かというと忙

申されますが

れは猫の文化

と書いています

観光客が来ると

ろを、「起き

ラスを叩くん

こそ目を覚ま

だ。マナーを大

とを書いたん

月に亡くな

相当で寿命を全

私たちは“キム

ことを言って

が私たちを使

いうようにさえ

生の第１号は

でして、この

一代の大はった

その後 22年

いたしました。

軸を書いてや

面白くて、「私

のまちにやっ

ましてもこの

やすいまちで

かもが顔見知

しません。あ

すから。そし

しくて猫の手

、決して貸し

ですから」み

す。世界遺産

と、この“キム

きて、起きて

ですね。それ

ませ。ここは僕

大切にして守

んですね。で

りました。人

全うしたと思

ムチ”を名乗

きたつもりが

って言ってい

え思いました

は、夫が 20 代

の家を買うのに

たりを言った

の間に町内で

。 

やりま

私キム

って参

のまち

です。

知りな

あれは

して最

手も借

してあ

みたい

産にな

ムチ”

！」と

れで私

僕の暮

守れ」

も“キ

人間で

思いま

乗って

が、実

いたん

た。 

代後半、

に、夫

たと申

で８軒
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再生が

ですが

に変わ

 

 

 

 

 

 

 

 

全て

て便利

非効率

ました

りとい

いいと

る、ま

造りた

の店の

ここに

全には

ってい

ありま

中にコ

次へと

のです

こん。

からな

して９軒目を

が私たちの大

が、この荒れ

わりました

て改修は廃材

利というより

率なことを大

た。店という

いうか、流行

とかではなく

また行ってみ

たいと思いま

の一番の宝な

に残したいと

は取らずに、

いる空間にし

ますが、“草花

コケを乗せま

と草が生えて

す。「コンピュ

。でも自然は

ないが、これ

を買い求めま

大きな仕事に

れ果てた庭が

（資料 13、資

材を利用して

りも、効率性

大事にしなが

うよりは人の

行のものがあ

くて、あそこ

みたいと思わ

ました。中庭

なんですが、

と思い、草が

自然と人間

しました。こ

花テーブル”

ました。そう

てきまして、

ュータは入れ

は風が、鳥が

れだけの恵み

ました。この民

になっていくわ

が、今はこのよ

資料 14）。 

てきました。そ

性というよりも

がら店を造って

の集まる場所づ

あるとか品揃え

は何かホッと

われるそんな店

庭があることが

里山の美しさ

が生えていても

間が美しく折

こにテーブル

といって、真

したら、次か

夫がいつも言

れたものしか出

が運んだものか

みが出てくる。

民家

わけ

よう

そし

も、

てき

づく

えが

とす

店を

がこ

さを

も完

り合

ルが

真ん

から

言う

出て

か分

。自

然は

こ

（資

すが

これ

てく

どち

ここ

まれ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そ

実は

こと

て土

はスゴイな」

これはこの家

資料 15）。２

が、１枚はガ

れを近所の奥

くれました。

ちらかという

こに物語が生

れるものだと

そしてこれが

は盆栽だった

とで捨てると

土に戻しまし

と。 

家にあった玄

枚入ってま

ガラスが割れ

奥さんがステ

“繕いの美”

うとこの繕った

生まれる、また

思っています

が藤の花ですが

たのですが花が

と言われたもの

した。６年間

関のガラス戸

して片方は無

ていたんです

ンドグラスで

と言ってま

た方が魅力的

た新しい価値

す。 

が（資料 16）

が咲かないと

のを、もらっ

は花は咲かな

戸です

無傷で

すね。

で直し

ますが、

的で、

値が生

）、 

という

ってき

なかっ
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たんで

が咲き

なと思

なかっ

ことを

 

これ

低空飛

を作っ

ですの

り選び

丈夫。

テレ

ただい

年 5 月

ります

した

カエル

だいた

帰しま

うこと

※事務

200

ス出身

ンリー

土、そ

様々な

生のよ

ミアム

 

伝建

ありま

求めま

除しよ

なるん

か、実

ち一番

た暮ら

ですが、でも

きまして、諦

思いました。

った話であっ

をお断りして

れまでも何度

飛行でじわじ

ってはいけな

ので、本当に

びます。経営

。うちは神風

ビの「ガイア

いた時には

月 30 日放送

す」）、もう会

し、また、ベ

ルの手」とい

たときも大変

まして、これ

とかもしれま

務局注：「猫の

09 年 4 月 5日

身のハーブ研

ー・スミスが

そして自らの

な手づくりを

よろこび」（松

ムで 2011 年

建地区の中に

ました（資料

まして、夫の

ようと。文明

んだろうか、

実験の建物と

番の質素な家

らしは危ない

も７年目に１

諦めないとい

ですから、

って、成功し

ておこうと思

度思ったこと

じわと続ける

ないというの

に厳しい利益

営も厳しいので

が吹くんだ」

アの夜明け」

（事務局注：

送、「地球を守

会社もこれま

ベニシアさん

いう番組※に

変厳しいとき

れが私たちの

ません。 

のしっぽ カ

日からＮＨＫ

研究家である

が、地域の人

の料理や、ハ

を紹介する番

松場登美）と

5 月 13 日に

に一番質素で

料 17）。私た

の提案として

明が発達すれ

本当に豊か

としてこれを

家でしたが、

い、五感の蘇る

つの真っ白い

いうことが大事

今日の話は諦

した話でなかっ

います。 

か分かりませ

というのが、

のが夫の経営方

益の薄い方法ば

ですが、夫は

と言いまして

に取り上げて

テレビ東京 2

守るビジネス、

までかという時

の「猫のしっ

に取り上げてい

きでした。また

の神風が吹くと

エルの手」

Ｋで放映。イギ

ベニシア・ス

人々の暮らしや

ハーブを使って

番組。Vol.59

と題してＢＳプ

放映。 

で一番粗末な家

たちはそこも買

て、文明を一切

れば人間は幸せ

かになるんだろ

を造りました。

文明に頼りす

る家として 1

い花

事か

諦め

った

せん。

、山

方針

ばか

は「大

て、

てい

2006

、あ

時で

っぽ   

いた

た復

とい

ギリ

スタ

や風

ての

「再

プレ

家が

買い

切排

せに

ろう

。ま

すぎ

5年

前に

家

だけ

こ

を掛

を思

入る

人間

思っ

正

ろに

に造りました

家の中はこの

けでお酒を飲

ここは“無邪

掛けたことか

思わない”と

るとどんなに

間に、たった

っています。

正に培われた

にあるんだと

た。 

のように囲炉裏

飲みます（資料

邪く庵”、“思無

から“無邪く庵

という名前に

に立派な肩書

た一人の人間に

 

た日本の美意識

と思いますし

裏と和蝋燭の

料 18）。 

無邪”という

庵”＝“邪な

しました。そ

を持った方も

になる場所だ

識がこういう

、質素倹約と

の灯り

う額縁

なこと

そこに

も素の

だと 

うとこ

とか無
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駄なこ

ものが

今や過

が世の

白洲

のよう

し、日

けるこ

れます

短い言

本の文

かと思

 

さて

20）。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

178

年経っ

年間空

いもの

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こん

こと浪費をし

が日本の美で

過剰なものを

の中を変えて

洲正子さんの

うに山盛りに

日本の花のよ

ことの方がよ

すし、また、

言葉の中にす

文化というも

思います。 

て、これは７

 

89 年、寛政元

っています。

空き家でした

のでした（資

んな家は直す

しないとか簡

ではなかった

を求める人間

ていったのだ

の本を読みま

に生けるのは

ように、椿一

よほど難しい

俳句にして

すごい情感を

ものはそうい

７軒目の民家

元年に建てら

湿気の強い

たので、痛み

資料 21）。 

すよりも壊し

簡素の美とかい

たかと思います

間の欲というも

と思います。

すと、「西洋の

は簡単だと。

一輪、水仙一輪

い」と言ってお

ても五七五とい

を表現できる、

いうものではな

家再生です（資

れた家です。

山陰の山奥で

み様は本当にひ

して建てなお

いう

すが、

もの

。 

の花

しか

輪生

おら

いう

、日

ない

資料

。224

で 30

ひど

した

方が

改修

買

こん

（資

ま

よう

い

＆

した

か、

こ

が早いと誰も

修して今は宿

買い求めた時

んな状況で天

資料 22）。 

また建具はボ

うでした（資

いつもお泊り

After をお

た方がいいの

度胸しだい

この台所をご

もが言いました

宿にしています

時どんな状況だ

天井や床が抜

ボロボロでま

資料 23）。 

りになった方

お見せするので

のか朝にお見せ

いだと判断して

ご覧ください

た。しかしこ

す。 

だったかと言

け落ちていま

るでお化け屋

方に、この B

ですが、夜お

せした方がい

ています。 

（資料 24）。

これを

言うと、

ました

屋敷の

Bifore 

お見せ

いいの
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後で

どんな

る。人

です。

ました

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そ

28）、使

いきま

学校を

てたも

ます。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

でどんなに改

な立派な家で

人が住んでい

。傾きを直す

た。 

して“根継ぎ

使えるところ

ました。私た

を一棟買い求

ものを拾って

。 

改修したかは

でも人が住ま

いて手を加え

すために全部

ぎ”という方

ろは使って廃

たちは隣町の

求めてまして

て、そこにス

はご紹介します

まないとダメに

えていくと蘇る

部の土を取り除

方法ですが（資

廃材利用で直

の廃校になった

て、近所の人が

ストックしてあ

すが、

にな

るん

除き

資料

して

た小

が捨

あり

そ

今

思い

とで

技が

松江

んで

ので

そし

ので

まし

左官

職業

す。

そ

よう

を”

もう

があ

と聞

そしてこれが

今や土蔵造り

いますが、石

で有名です。

が磨かれたと

江は裕福だっ

ですが、石見

で、みんな関西

して寺社仏閣

で、石見には

した。ただ最

官職人の仕事

業が無くなる

 

そして、ボロ

うに変わりま

暮らす宿 他

う一つの故郷

あります。私

聞かれること

が外壁です（資

のできる職人

石州左官は全

貧しかったか

という背景が

ったからそこ

見はとても厳

西の方に仕事

閣の建築に携わ

は腕の良い職人

最近聞くとこ

事が無くなっ

るんじゃないか

ロボロだった玄

ました（資料

他郷阿部家”

郷、また不思議

私はよく「阿部

があります。

資料 29）。 

人さんは少な

国的に腕が良

からこそ、職

あります。出

で暮らしてい

しいところで

事に出たんで

わって帰って

人が多いと言

ろによります

てきて左官と

かと言われて

玄関は、今は

30）。私はこ

と名付けまし

議の縁という

部さんですか

。 

ないと

良いこ

職人の

出雲や

いけた

でした

ですね。

て来た

言われ

すと、

という

ていま

はこの

この家

した。

う意味

か？」
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私た

の”群

居家”

してい

という

ナーと

通して

相応な

が合わ

も、そ

食あ

で、“

利益は

を失い

ていれ

いうこ

いとい

を信

です。

ょっと

そ

の出会

こんな

になる

からす

かけて

高知

のボー

注：元

たちは８軒民

群言堂”以外

”とか、元の

います。歴史

うのが大事だ

として理想の

て表現してい

な投資をしま

わないことは

その時出会っ

り、衣食求め

“道を求める心

は付いてくる

いますよ”と

ればいつかは

ことと、この

いう大きな目

じて６年にな

。来年くらい

と見え始めて

して財産とい

会いも大きい

なボロボロだ

るようになり

すると、今想

ています。 

知出身の 90 歳

ーイフレン

元富士通取締

民家を再生し

外は全て”竹

の持ち主の名

史の中でその

だと思います

のライフスタ

いきたいと思

ましたので、

はよく分かっ

った言葉が、「

めれば道心な

心、つまり志

る、しかし利

という言葉で

は食べていけ

の家を使って

目的がありま

なりますが、

いに黒字に転

ています。 

いうのはお金

いと思うよう

だった家に有

りました。あ

想像もつかな

 

歳で亡くなっ

ドの大脇健一

締役、広島工

しましたが、本

竹下家”とか”

前で呼ぶよ

の家に敬意を払

すし、私はデザ

イルをこの家

思いました。分

宿にしても採

ていました。

「道心求めれば

なし」という言

志があれば衣食

利益を求めると

でした。志を持

けるようになる

て次世代を育て

ました。その言

まだ未だに赤

転換する兆しが

金だけではな

になりました

有名な方もおい

あのボロボロの

ないことが起こ

った、私の最年

一さん（事務

工業大名誉教授

本店

”新

うに

払う

ザイ

家を

分不

採算

。で

ば衣

言葉

食＝

と道

持っ

ると

てた

言葉

赤字

がち

く人

た。

いで

の家

こり

年長

務局

授、

200

“復

“温

ちは

ので

ばか

来が

う書

ヘ

Nor

（I

Cul

の映

たと

古い

いか

先

いう

と仰

うも

るの

物に

スタ

で家

考え

置い

とい

を出

クス

生の

かと

先

はこ

蔵の

納屋

しが

す

01 年 4 月 4日

復古創新”と

温故知新”と

は古い中から

ではないかと

かりではなく

が見えること

書を書いた方

レナ・ノー

berg-Hodge 

Internationa

ture）創設者

映画は「レト

と聞きますが

い家というよ

かと思います

先ほど申し上

うのは皆さん

仰られますが

ものをしてお

のなら、あな

にならないよ

タイルをここ

家を出たんで

えることもあ

いてあったの

いう本で、“林

出て本当に自

スであると書

のクライマッ

との思いでこ

先ほどのボロ

このように変

の２階はこの

屋はお風呂場

があるとこの

（資料 34）。

日高知で死去

いう言葉を与

という言葉も

ら未来を創造す

と思います。未

て、過去の古

がある。「懐

方もおられます

バーグ＝ホ

）、スウェー

al Society 

者、代表）、

トロフューチ

が、私たちは

よりは、むし

す。  

上げた理想の

んにお話する

が、夫とは仲

おります。夫が

なた自身もこ

よ。まずは自分

こで創りなさ

です。体裁の

ありましたが

のは、五木寛之

林住期”とい

自由に生きる人

書いてあって

ックスに生き

こに住んでい

ロボロだった家

変わりまして

のように変わ

場にしました

のように美し

去）という方が

与えてくれま

ありますが、

することがで

未来は新しい

古いものの中

懐かしい未来」

すし（事務局

ホッジ（ H

ーデン生まれ。

for Ecolog

また、宮﨑駿

ャー」と表現

この家はただ

ろ未来の家で

ライフスタイ

と誰もが羨ま

良し町内別居

が、「ここを宿

こに住まない

分の理想のラ

い」と言いま

良い三行半か

、実は夫の枕

之さんの「林住

うのは女も男

人生のクライ

、私は正に今

ているんでは

います。 

家ですが、奥

（資料 31）、ま

りました（資

（資料 33）。

い風景も生ま

が、 

ました。

私た

できる

いこと

中に未

」とい

局注：

Helena 

。ISEC

y and 

駿さん

現され

だただ

ではな

イルと

ましい

居とい

宿にす

いと本

ライフ

ますの

かなと

枕元に

住期」

男も家

イマッ

今、人

はない

奥座敷

また、

料32）。

。暮ら

まれま
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そ

は、私

りま

全て

してこの家の

私の一番の自

した（資料 3

て廃材利用で

の中心の火の

自慢ですが、

35）。 

です。今、八

のあるところ台

このように変

八百万の神のお

台所

変わ

おら

れる

おら

多

応が

ころ

ス

批判

スと

る答

また

慮と

思っ

突き

が日

学を

まら

本を

語れ

から

をさ

こ

 

 

 

 

 

 

 

る島根県です

られる台所だ

多神教の国日

ができる、こ

ろじゃないか

・ノーがはっ

判めいた本が

とノーの間に

答えを持って

た、そこには

とか、そうい

っています。

き、初詣をす

日本の素晴ら

を前にした子

られて、「東京

を知らない。

れるようにし

ら火吹き竹で

されました。

これが私の理

すが、私はこ

だと言っていま

日本は融通の利

ここが日本の一

かと思います

っきり言えな

が出たことも

に限りないグ

ているのは日本

は相手に対す

いうことがあ

クリスマス

するというお

らしさだと思

子供がいるご一

京生まれの東

アメリカに留

したい」とい

で火を起こし

 

理想の台所です

こは八百万の

ます。 

利く臨機応変

一番素晴らし

す。かつて、

い日本人”と

ありますが、

ラデーション

本の民族性で

る思いやりと

るのではない

をして除夜の

国柄ですが、

います。先日

一家がこの家

京育ちの息子

留学するが日

うことで、薪

、ご飯を炊く

す（資料 36）

の神が

変な対

しいと

“イエ

という

イエ

ンのあ

であり、

とか配

いかと

の鐘を

それ

日、留

家に泊

子が日

日本を

薪割り

く経験

）。 
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三女が

は“ま

子で、

ました

子で

理を

私は

“阿部

ので、

いうこ

うもの

学の人

くれま

“もっ

う言葉

 

これ

（資料

お買い

半にな

人で料

は本社

子にな

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭

す。来

う料理

料理が

ものだ

のイタ

ーノ”

が子供をおん

まいちゃん”

、23 歳から

たが、全く料

した。今の２

したことがな

は母が台所で

部家”の台所

、宿にすると

ことにしてい

のは素晴らし

人でしたが、

ましたし、生

ったいない”

葉も常に教え

れがこの子た

料 37）、今は

い物から全て

なりますが、

料理します。

社から応援が

なりました。

庭料理は土地

来年１月１日

理本が出ます

が本になると

だと思います

タリアンレス

”の奥田シェ

んぶしていま

という初代

26 歳まで働

料理をしたこ

２代目の“あ

ない子でした

で教えてくれ

所の料理だと

ときから料理

いました。昔

しいと思いま

料理を本当

生きる力とか

とか“あり

えてくれまし

たちが作る家

は“あきちゃ

てやっていま

40 食（昼夜

切ったり、

が来ますが、

 

地のもの、旬

日には「阿部

すが、素人の

という不思議

す。そして本

ストランの“

ェフがここに

ます。向こう側

代の台所を賄っ

働いてお嫁に行

とがない素人

あきちゃん”も

。 

れた家庭料理

思っていま

理人は置かない

昔の女性の力と

ます。私の母は

に上手に作っ

か子育てとか

がたい”とか

た。 

庭料理ですが

ん”という子

す。26 歳で

夜各 20 食）を

盛り付けした

それだけでき

旬のものを使い

部家の台所」と

の地元の女の子

議なことが起こ

本の帯には、山

“アル・ケッチ

に来られたこと

側に

った

行き

人の

も料

理が

した

いと

とい

は無

って

かも、

かい

が 

子が

１年

を一

たり

きる

いま

とい

子の

こる

山形

チャ

とが

あり

い食

為を

ださ

いと

の食

何時

こ

干し

育て

こと

どこ

い

10 ケ

てい

した

いう

採れ

りまして、そ

食事は、僕に

を思い出させ

さいました。

と言ってくだ

食卓には魔法

時も言うんで

この 26 歳の

しづくりをし

「自給のある

て、外には美

とを言われた

これから作り

いろんなお客

ケ国以上の方

いよいよ珍客

た（資料 40）

う薬味の大根

れたりします

の方が 、「“

に人間が食べ

せてくれた」

私は、「皆さ

ださるのは有難

法が掛かって

ですね。 

“あきちゃん

しました（資料

る暮らしは体の

美しい風景を紡

た方があります

ます（資料

客様が来てくだ

方がおいでに

客の宇宙人ま

）。また、地元

根がありますが

す（資料 41）。

“阿部家”での

るという本当

と言葉を書い

ん美味しい美

難いけれども

いるんですよ

ん”は、初めて

料 37）。 

の中に造る文

紡ぎ出す」と

すが、干し大

39）。 

ださって、今

なりました。

で来てくださ

元には辛味大

が、絡んだ大

 

の暖か

当の行

いてく

美味し

も、こ

よ」と

ての梅

文化を

という

大根な

今では

。そし

さいま

大根と

大根が
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この

という

世の中

生か

新聞の

42）。

舗で無

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また

さよお

うこと

ったセ

の家では本当

うことを大事

中が捨てるも

しています。

のチラシで折

この作り方

無料で配布し

た、これもイ

おばあちゃん

とで、虫食っ

セーターを解

当に遊びなが

事にしており

もの価値がな

これはある

折ってくれた

をコピーして

しています。

インターンシ

ん”が、お世

ったセーター

解いて編んで

がら楽しく暮

まして、また

ないというもの

おばあちゃん

た鍋式です（資

て自社の 20 数

シップで来た

世話になったと

ーとか縮んで

でくださった靴

らす

た、

のを

んが

資料

数店

“ま

とい

しま

靴下

です

あち

群馬

こ

ます

に繕

花

ヤマ

生け

を生

使っ

ん宝

でい

す（資料 43）

ちゃんの 88 足

馬県で開かれ

これは“ボロ

すが、石州和

繕って楽しん

花も自然の花

マブキの花を

けたり（資料

生けて楽しん

って花屋さん

宝物があると

います。 

。今年 88 歳

足”という展

れました。 

ロの美”、“繕

和紙の障子も破

んでいます（資

花しか生けな

をこういうふ

料 45）、タケ

んだり（資料

んで買わなく

ということを

歳で、“まさよ

覧会をお孫さ

いの美”とも

破れるとこの

資料 44）。 

いんですが、

うに階段ダン

ノコの皮にス

46）、何もお

ても足元にた

このように楽

よおば

さんが

も言い

のよう

、庭の

ンスに

スミレ

お金を

たくさ

楽しん

44



 

 

 

 

 

 

 

 

 

また

ばあ

（資料

ります

浄巾と

はな

いる。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これ

割れた

ったも

 

 

 

 

 

 

 

 

さて

までお

た、これも浴

ちゃんが縫

料 47）。出雲

す。「木綿は人

となってその

くてお浄土の

。 

れが私の自慢

たガラスをパ

ものです。 

て、次世代に

おばあちゃん

浴衣のボロを

ってくださっ

雲民芸館にこ

人に優しく身

の一生を終え

の”浄”で“

慢の建具なん

パッチワーク

について、自

んが一人で住

を頂いて近所の

っているんで

ういう言葉が

身を纏い、最後

える」と。雑巾

“浄巾”と呼ん

ですが（資料

のようにして

宅の隣に５年

住んでおられま

のお

です

があ

後は

巾で

んで

料48）、

て造

年前

まし

た古

です

こ

建築

級、

臼

面は

ちの

分か

んで

ちの

まし

古い家を娘た

すが（資料 49

これまで８軒

築のことを勉

２級建築士

（脱級？）建

は全部自分で

の家の時ばか

からないとい

でした。娘た

の要望を提示

した（資料 50

たちが買いま

9）、どうなっ

軒の再生を行

勉強したことの

など持ってい

築士だ。」と

で引きました

かりは、若い時

いうことで、全

たちが地元の大

示して造ったの

0～53）。 

した。これが

ったか。 

いましたが、

のない人間で

いません。「俺

言ってますが

。ただ、この

時に失敗しな

全く口出しし

大工さんに自

のがこの家に

がそう

、夫は

で、１

俺は脱

が、図

の娘た

ないと

しませ

自分た

になり
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伝建

して

した。

目立つ

とん

「建物

芸術で

イルそ

  

これ

ゼン

私の座

とか

いとか

すが、

のエネ

夫さん

もし何

合に、

強く想

建の街並みの

くれたという

。室内の壁の

つので茶色の

ど廃材を利用

物とそこでの

である」と。

そのものが一

れは“阿部家

トしてくれた

座右の銘とし

かく人は、何

か才能がない

、私は想う気

ネルギーにな

んの著書の中

何かで手を切

、想いが流れ

想いなさい」

の中で若者が

うことは、私

の色は、白で

の漆喰にし、

用しました。

の暮らしは、

建物だけで

一番大事かな

家”が完成し

た掛け軸です

しています。“

何かを成すと

いとか時間が

気持ちこそが

なると思って

中に「想うこと

切ったとした

れるくらいに

とあります

が住みたいもの

私は嬉しいこと

では子供が汚

ドアや建具は

夫が言うに

人間が創る最

でなくライフス

と思います。

した日に夫がプ

すが（資料 54

“心想事成”で

きに、お金が

がないとか言い

が事を動かす一

ています。稲盛

とが一番大事

たら血が流れる

に人よりも何倍

す。実はこの

のに

とで

して

はほ

には、

最高

スタ

。 

プレ

4）、

です。 

がな

いま

一番

盛和

事だ。

る場

倍も

“阿

部家

金を

ろう

と

が、

白い

料

して

食さ

もの

した

り、

本

たあ

家”、最後の蔵

をまだ返済中

うと思ってい

ところで、た

ここで紹介

い人でして、

55）。こうい

て社長という

さん”に身を

のが見えてく

たので痩せて

“お乞食さん

本社で働いて

ある女性がい

蔵が一つ残っ

中ですが、この

います。 

たびたび夫の話

介いたします

趣味は“お乞

いう格好をした

立場になった

を置いて世間

ると。この写

ておりますが

ん”はできな

ております農学

いますが、彼女

っておりまして

の冬から改装

話が出てきま

。夫はちょっ

乞食さん”です

たりします。

たけれども、

を見るといろ

写真は 30 代前

、今はメタボ

ないと思いま

学部の大学院

女が銀山の梅

て、借

装に入

ました

っと面

す（資

。若く

“お乞

ろんな

前半で

ボであ

す。 

院を出

梅の花
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からと

ちの会

と協力

をこれ

「産業

しれな

ないも

は人類

萩市で

の格好

のもの

カと載

か偽物

物でお

やった

の安月

た。 

よ

と言わ

と嘯い

ない。

いくの

てお

 

これ

なこと

声を掛

料 56

 

 

 

 

 

 

 

 

これ

とか何

とても優秀な

会社では手に

力して特許を

れから行う予

業革命があっ

ないが、これ

ものが力を持

類より菌類に

であったので

好など江戸時

のです。この

載りまして、

物か？”と出

お金を恵んで

たら辞められ

月給より時給

く世間様から

われ、「俺は

いていますが

。低空飛行で

のが最高の経

りまして、な

れが、小さな

とということ

掛けて“集合

）。 

れは運動会の

何かイベント

な酵母菌を発

に負えないと

を取り、梅の

予定ですが、

って、ＩＴ革

れからは菌革

持つ時代にな

になりたい」

ですが、お武

時代の格好を

の写真が萩の

記事には”

出てました。

でもらいまし

れないという

給が良かった

らは「飄々と

一所懸命が似

が、「商売は山

でいつも厳し

経営学だ」と

なんか不思議

なまちだから

とで 25 年前

合写真”を撮

の日ですが、

トがあった時

発見しました。

いうことで、

の花酵母菌の開

夫が言うに

革命があったか

革命だ。目に見

なってくる。自

と。この写真

武家さんや町医

をするイベン

の地方紙にデカ

この乞食は本

実はその時は

た。「乞食は

が本当だ。社

た」と言ってま

生きてますね

似合わない男

山を作ってはい

しい状況でやっ

いうふうに言

な人ですね。

こそできる素

前から町民の方

撮っています

お祭りの日で

時は皆さん集ま

。う

、県

開発

には、

かも

見え

自分

真は

医者

ト時

カデ

本物

は本

３日

社長

まし

ね」

男だ」

いけ

って

言っ

。 

素敵

方に

（資

です

まり

やす

めた

供だ

りま

送り

う気

で、

思い

ゃい

なら

でき

も高

出会

る方

藤初

です

在そ

64

って

こ

料

っこ

根

れど

見え

これ

なぜ

前の

すいので、そ

たころは人口

だった人が今

ました。大森

りしておりま

気持ちにつな

50 年間撮り

いますが、そ

いけない。ハ

らないと本当

きないのでは

高松でスープ

会ったのです

方です。この

初女さんにお

すね。そうな

そのものにオ

歳ですがなん

ています。

 

これが本社の

57）、私たち

この神様”と

根は地下にあ

ども地上のも

えないところ

れからはそう

ぜ“根っこの

の方は地滑り

そういう日に撮

500 人でした

今では子供連れ

森出身の方に

ます。こうい

ながるのでは

り続けてアル

うなると 90

ハードルがあ

当の人間の言葉

はないかと思

プ料理の先生の

す。90 歳だそ

の間は福祉活動

お会いしました

なるともう言葉

オーラがある

んとか 90 歳

の裏にある白樫

ちはここに祠

してお祀り

あって人の目

ものに養分を与

ろ見えないもの

いう時代にな

の神様”とした

があったの

撮っています

たが、25 年前

れで写るよう

は無料で写真

うことが故郷

ないかという

ルバムを送りた

歳まで生きな

りますが、90

葉とか生き方

っています。

の辰巳芳子さ

うですが品格

動家で教育者

たが、92 歳だ

葉一つが輝き

。ですから私

まで生きたい

樫の木ですが

を造りまして

しています。

には当たらな

与え支えてい

のに価値があ

なると考えま

たかというと

でしょうか土

す。始

前は子

うにな

真をお

郷を想

うこと

たいと

なけり

0歳に

方とか

。今日

さんと

格のあ

者の佐

だそう

き、存

私も今

いと思

が（資

て“根

 

ないけ

いる。

ある。

ますが、

と、手

土がな
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いんです。ということはこの木は半分の根っ

こで立っているんですね。なのにちゃんと茂

っている。私たちは半人前かもしれないし、

会社も立派ではないかもしれないけど、この

木のようにしっかり根を張っていけば、生き

残っていけるのではないかと思います。そう

いう意味でも申し上げたように、目に見えな

いもの目に見えにくいところに力を入れてい

きたいなと思っています。そしてこの木に一

本の蔓が巻き付いておりまして、蛇のように

見えるんですが、夫は蛇年でいつも蛇行して、

くねくねと這っているような人ですが、遠回

りしながら目的の方へ進んでいるような蔓の

ような生き方をしている人です。 

 

そしてこれが最後ですが、“ものさし”（美

のものさし、豊かさのものさし、幸せのもの

さし）と書きました。“ものさし”の基準が変

わる価値の変革の時代に来ているのではない

かと思います。私はどん底のまちに嫁ぎまし

たが、そこに行って自分らしい“ものさし”

がやっと出来上がってきたかなと思っていま

す。住む価値を高めるというか、それはそこ

に住む人達の問題であって、住みたいまちが

そこにあるのではなくて、住みたいまちに自

分たちが変えていくということができるので

はないかなと思っています。 

会社の経営について、最近、夫がある著書

から見つけたのですが、“美学経営“という言

葉がありまして、「商品とかサービスは美的価

値に加えて、それを生み出すプロセスが美し

いかどうかということが大事だ。そしてまた、

マネジメントのあり方とか根源的には付加価

値、独自性を創り出すということではないか」

と。自分たちが持つ“美のものさし”という

ものを狂いのないものにしないと美学経営に

も至らないのではないかと思います。以上で

ございます。 

③質疑応答・意見交換 

（松木） 

松場所長ありがとうございました。非常に

興味深いお話をお伺いできました。“阿部家”

には今度行ってみたいと思います。 

まず、基本的なことですが、本社で働いて

おられる方の人数、県外出身者、地元出身者

の数、またどんな経緯で働きにこられたのか

ということをお聞きしたいのですが、どうで

しょうか。 

 

（松場所長） 

県外の販売者も含めて全体で 150 名ほどの

会社ですが、本社は 40 名が働いています。当

初は専業主婦の方がパートさんで来ていて、

また地元の子が働いていました。そして 10 年

くらい経つと県外から就職してきましたが、

まちには住まずに大田市内から通って来てい

ました。今県外から来る子たちはまちに住み

たいという人が増えてきました。そして、ま

ちの町内会にも入って、また、近所のお葬式

も手伝ったりするようになりました。比率と

してはまだ地元の人が多いのですが、県外出

身者は半分近くまでなってきました。平均年

齢は 35 歳です。 

 

（松木） 

どういう形で人を集めておられるのでしょ

うか。きっかけはどうでしょうか。 

 

（松場所長） 

夫は変わった人で、優秀な子が来ると、「あ

なたみたいな人はどこの会社でもやっていけ

る」ということで断るような人で、例えば、

お得意先の息子ですが、道を外れている子を

連れてきたりとか、仕事のない子を連れてき

たりとか。ですから正式に履歴書を出しても

らって採用するようになったのはここ数年で
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すね。今会社の企画部門のトップになってい

る者は、中学にろくに通っておらず、高校も

出ていません。親戚筋のおじさんからお預か

りしましたが、成長して他の社員からも信頼

を得て、今は立派に働いています。東京外語

大学出で TOEIC が 960 点という人も来ました

が、よく聞くとどこの会社に行ってもダメだ

ったという子が集まってきますね。 

 

（松木） 

それは、ご主人の人を見る目ということで

しょうか。 

 

（松場所長） 

夫は今も言うんですが、「人は能力じゃない。

その人間が持っている伸びようとする力を見

ることが大事だ」と。そんなことを言ってい

ます。 

 

（三木） 

仕事が合わずに逃げ帰ったりする人はいな

いのでしょうか。 

 

（松場所長） 

そういう人はいません。というのは、夫は

そういう人に大変優しいんですね。例えば、

県外から来ている人には毎週水曜日には、夫

が手料理をして家族みたいに一緒に食べます。

町内に住んでいる 10 人くらいですが。また、

月に１回は“カレーの日“ということで全社

員が一緒に食事をします。作っているところ

を見たら誰も食べないと思うのですが、冷蔵

庫の残りのものをみんなぶち込んで作ります。

そういうことをとても大事にします。 

また、実は明日（12 月３日）が私の誕生日

ですが、当日居ないということで前もって社

員が手作りで”阿部家“の奥座敷で大宴会を

開催してくれました。そういう会社です。 

（大槻） 

実は、石見銀山生活文化研究所の山崎さん

という方には高知大学の１年生を対象にした

授業で来ていただいたことがあります。“群言

堂”のお話をしていただいたのですが、地域

に入ってそこで住まい暮らしながら働いてい

るということを聞きました。そこで思ったの

が、ご夫婦が信念を持ってやっておられるの

がすごく印象的で、志があるから形ができて

いったのだなと思いました。それに加えて、

うまくそこで若い人を受け入れていらっしゃ

る。お二人はフロンティアというだけでなく、

地元や外からの若い人を受け入れて一緒にや

っておられる。その中から出てくる新しいコ

ンセプトを引き継ぎながら、田舎で持続的な

暮らしを創る人がまた生まれてくると思いま

す。お二人が残された道ができているのを周

りの人が見ているから、次の人たちは、同じ

ような考え方で広がっていけるんじゃないか

なと思います。そういうような仕組みを石見

で創られていることを尊敬します。 

 

（事務局） 

本社は平均年齢が 35 歳ということですが、

全社的にみたらどうでしょうか。 

 

（松場所長） 

全社的にみると、実は販売員さんにはかな

り高齢の方もいて、最高齢は 70 歳まで働いた

方もいます。本人の意志があればということ

で働いていただいています。また、本社には

楫谷という人がいますが、今 75 歳です。左官

も大工もでき、それから農業もできる。元気

なうちは社員でいて欲しいと思います。 

 

（松木） 

大森町の人口は 450 人ですが、買い物、病

院、学校はどうでしょうか。また、大田市と
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の距離などは。 

 

（松場所長） 

小学校は全校児童が 20 名です。これまで

10名足らずだったので過去最高ではないかと

思います。中学になると隣の町に行きます。

高校は大田市内に通いますね。 

買い物については、地元に食料品や日用雑

貨を売る店が３軒あります。私が嫁いだ頃か

ら変わっていません。笑い話ですが、いまだ

に“通い帳”で買い物していますので、娘た

ちは現金で物を買うことを知りませんでした。

中学になって大田市内に行ってスーパーで買

い物をして現金で支払うことを教えました。   

大田市は３万ちょっと（事務局注：約 3.8

万人）の市で、中心街までは車で 15～20 分で

す。かつては大森の子が大田にアルバイトに

行くだけでしたので、15 年くらい前ですが、

次女は、大田から大森に来るなんて歴史上な

かったのではと非常に驚いていましたね。 

面白いのは、本店の２階に 40 畳くらいの広

い部屋があるので、私たちはずっと、そこを

使ってミニコンサートなどいろんなイベント

をしてきたんですが、あるフランス人がクラ

シックの演奏会をやった時に“阿部家”にお

泊りになって、「自分の人生の半分はこういう

まちに住みたい」と仰いました。夫が一軒の

ボロボロの平屋の小さな家を見せると、それ

を気に入られました。夫がその家の部分部分

を直して、その状況をメールで送るようなこ

とをしていましたが、今はとても喜ばれて、

年に何回かは長期滞在されているのです。リ

タイヤ後はこのまちに住みたいと言っていま

す。そういう人も現れています。 

 

（三木） 

町の人口が 400 人強で世帯数は 200 くらい

ですが、単身の高齢者が多いのでは。そうい

う方もそこで働いておられるのでしょうか。

また、元気に過ごされているのでしょうか。 

 

（松場所長） 

高齢者のほとんどは年金生活ですね。以前

は、値札付けとかのおばあちゃんができる仕

事があったし、私の手仕事を手伝ってもらっ

たりもあったのですが、今はないですね。生

活は自分の畑を耕したり、朝早くから散歩さ

れたりして賑やかで、銀山は本当に“銀座通

り”だと言っています。 

私は、今年から“暮らしの学校”というの

を立ち上げました。これは私たちの親の世代

がやってきたことを私たちの子供世代に伝え

ていないのではないかということで、近所の

おばちゃんが先生になったりもして、美味し

い押し寿司を作ったり、美味しいたくあんを

漬けたりとか、元気な方たちがそういうこと

をして交流しています。“集合写真”の話をし

ましたが、集まってくださいます。最近はお

葬式も隣町のホールでやる人も出てきました

が、私たちは極力昔の形を残していきたいと

いうことで、若い社員や娘は興味深々でお手

伝いに行きます。そうすると、地元のおばち

ゃんたちが、煮物の作り方とかお寺さんの作

法とか、漆のお椀の扱い方とかを教えてくれ

ます。それこそ“暮らしの学校”ではないか

と思っています。私の娘は３人とも”阿部家

“で披露宴をしました。 

 

（石塚） 

“暮らし方をデザインする”というお話が

ありましたが、大森町の 10～20 年後の機能と

いうか、どういうふうになっている、あるい

はどういうふうにしたいと考えられています

か。 
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（松場所長） 

去年７月に帰ってきた三女が、さっきお見

せしたような家に住んでいまして、今後、ま

ちに住みたいという若い人が増えてくると思

っています。その一方で空き家も増えてくる

と思いますので、空き家を改修して住みたい

と思う人たちに利用してもらいたいと思って

います。かつては、自分の出身地だからとい

うことで住む人が多かったのですが、これか

らは、住みたいと考える積極的な人が増える

と思います。先ほど言ったフランス人の方で

すが、その息子さんがワインのブローカーを

されていますが、「どこに居ても仕事はできる

から、こういうまちに住みたい」と言ってお

られます。 

歴史や背景はつながっていくものだなと思

うのは、天領だった時代に江戸から人が来る

などいろんなつながりがあった田舎なので、

単なる田舎ではないという思いがあります。 

私の数軒下（しも）に面白いお家がありま

す。お父さんが輸入の仕事をしている関係で、

早稲田を出た息子さんもそういう仕事がした

い、イタリアのカリアーリ・コーヒーの取扱

代理店をしたいと申し込んだのですが、彼が

東京でそのビジネスをやりたいと言っていた

間はずっと断られていたのが、大森のまちに

来て、おばあちゃんの古い民家でやりたいと

言った途端にＯＫが出たといいうことです。

また、彼は、イタリアのバニーニのパルメザ

ンレジアーノというチーズを仕入れたいのだ

けど、自分の店の歴史では許可が出ないので

“阿部家”で代行してくれないかと頼まれた

ことがあります。ただ私としては国内のもの

を大事にしたいという考え方でしたので一応

お断りはしましたが、彼のように古い街並み

の中にカフェを作りながらも、営業で全国を

飛び歩いているという子もいます。恐らく、

まちにそういう若者が入って来る可能性があ

るなと思っています。 

 

（石塚） 

10～20年後を考えた時には人が増えてくる

としても、そのコミュニティを維持するため

にキャパシティはあるのではないでしょうか。

こういう人でないと行きたくても行けないと

いう環境ができてくるのではないかと思った

りします。その辺のルールというか、こうい

う人でないとまちでは受け入れないというか、

そのような哲学はあるのでしょうか。 

 

（松場所長） 

私がそのような規制ができるわけではあり

ませんが、世界遺産になった直後に、いろん

なお店を出したいということで実際人が来た

んですが、結局採算が合わずにほとんどが撤

退しています。当時、夫は自治会協議会とい

うまちのいろんなことを決めるトップにいま

したので、「あなたは町民運動会に参加できま

すか、近所のお葬式の手伝いに出られますか」

とかいろんなことを言っておりましたね。 

 

（石塚） 

やはり地域の中に溶け込めるような人でな

いと無理なのでしょうか。また、住みながら

馴染んでいくということはあるでしょうが、

文化の継承は難しいのでしょうね。 

 

（松場所長） 

それは難しいと思います。価値観が多様化

している人が住んでいるのが集落なので、一

つの宗教みたいになるのはおかしいと思いま

す。ただし、ビジネスを通して価値観を問う

ていくことはできるんですね。 

ここに私どもの包装紙を持ってきましたが、 

これは海の植物プランクトンをデザインした

ものです。多様な小さなものが生きられる社
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（安藤） 

石見周辺と異なるものはあるんでしょうか。

新しい情報は入ってきていて、それに対する

恩恵なり影響なり、考え方が少し変わってい

るとか、そいうことがずっと生まれてきてい

た土地ということでしょうか。 

 

（松場所長） 

そうだと思います。“阿部家”に泊る人はい

ろんな人が来ますが、みんなそろって台所で

食事をします。３時間くらいかけて食事をし

ます。そうするといろんな話題が入ってきま

す。あの家は銀山付の役人の家だったので、

その家の歴史として今につながっているのだ

ろうと思います。「阿部光格」という江戸中期

に生きた人はすごく絵が上手で、京都に修行

にも行ったらしいのですが、その人が書いた

日記が“阿部家”の蔵から出てきまして、読

み解いてもらったところ、３日と空けずにお

茶会を開いたり、いろんなことをしていたと

いうことが分かりました。恐らく普通の田舎

とは違っていたと思われます。そういう歴史

的背景というのは目に見えないけれどもどこ

かでつながっているんですね。 

 

（安藤） 

閉鎖的な社会だと昔の繁栄を取り戻すとい

うと誰も文句を言わないんですが、新たなア

クセスがあると、なかには外から来るのを嫌

がる人たちもいますよね。そういうような閉

鎖的な文化は石見にはないということですね。

天領の時代からいろんな人が来ていたという

意味で。何か新しいことをやる時についでに

外から人が来る。それこそ外国からも来る。

アレルギーを起こす人があまりいない、受け

入れる土壌ということですね。 

 

 

（松場所長） 

そうですね。そういう許容力はある気がし

ますね。 

 

（三木） 

小学生が 20 人ということですが、将来的な

作戦はあるのでしょうか。若い夫婦が来ない

と難しいでしょうから。 

 

（松場所長） 

その質問に全て答えることはできません。

身内の狭い範囲の話ですが、私の三女は私を

手伝っているのですが、２人を出産しました。

幼稚園の運営を大田市は手放してしまってま

すので、今は民間で運営しています。私ども

では毎年、次女が“We are here”Ｔシャツ

を作って、売上の 35％を幼稚園に寄付すると

いう活動をやっています。そのほか端切れの

売上を全部幼稚園に寄付するとかいろんな活

動をやっています。もう１社、中村ブレイス

さん（※）という会社があります。その方た

ちと協力して運営していますが、娘たちは、

自分たちで古い民家を改装して運営して、し

かも近所のおばちゃんたちの手も借りて、こ

ういう子育てもできるという計画をしている

ようです。 

※事務局注：中村ブレイス(株) 

1974年義肢装具製作所として大森町で創業

後、1982 年に法人化。新素材や新技術を取り

入れる研究を重ね、新感覚の義肢装具、医療

器具をオリジナル開発・販売。現在大森町の

本社のほか東京、広島、米子、マレーシアに

事務所があり、従業員は全体で 70 名程度。 

 

また、鉄の彫刻家の吉田さんは 20 年前に移

って来られたのですが、４人の子供があって

借りる家がなかったので、とにかくどこかに

入れなきゃと、郵便局長さんを追い出して住
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んでもらいました。本当に子供は宝ですから。 

また、小学校は残したいと思います。どこ

の地域も少子化とか過疎化とか迎えるわけで

すから、人数が少なくても良い教育ができる

とか、この前、娘は、紙芝居のメンバーを呼

んで茅葺の家を使って大きなイベントをしま

したが、そこでも大森のような環境の中で子

育てをしませんかというチラシを配ってたん

ですね。近郊のお子さんを呼び込む活動をし

たりいろいろ努力はしています。大田市の支

援も特にありませんが、将来的には解決でき

る方法が出てくるだろうと、決して悲観的に

は思っていません。かと言って、今、策があ

るわけではないですが、楽しく私たちが暮ら

しているところだから、きっと人も喜んで来

てくれるだろうと思っています。 

 

（平尾） 

田舎は好きで住みたいところはたくさんあ

るのですが、まず食い扶持を作らないとと思

います。土地が持つ歴史というのは大きいの

でしょうが、職が何もないところでは大変だ

と思います。また、人を受け入れる受け入れ

ないという話がありましたが、秋田県の例で

すが、医者がいない。呼んでもすぐに辞める。

ベテランまでもが辞めてしまう。医者が我儘

かなと思っていたがどうもそうではない。要

するに、人が来るところとそうでないところ

があるのではないかと思います。その要素は

何なのか、文化的背景といったこともあるの

かなと思いましたが、研究テーマのひとつと

なりそうです。 

ところで、今おやりになられていることを

経験した人が他の場所で増殖するような傾向

はありますか。 

 

（松場所長） 

そうあって欲しいと思います。先ほど話し

ました家具屋の放蕩息子は岡山の山奥から来

ている子ですが、多分、地元に帰ってやると

思いますね。西村先生は、過疎の町に“群言

堂”がドンドン進出して欲しいみたいなこと

を仰いますが、その土地の人がその土地を守

って欲しいと思います。 

最後に紹介したことは、本当の豊かさとは

何だろうということです。私自身は車の運転

はできませんので、大森のまちにほとんどい

ますが、不便を感じたことはありませんし、

都会に行って羨ましいと思ったこともないし、

豊かさの価値観、尺度が大きく変わっていく

時代になっているのだと思います。ただそこ

に住む人たちの意識の問題ですから、地元の

人たち、特に女性の意識が変われば地域が変

わると思っていましたので、“田舎に暮らす女

性の意識を高め、より豊かな暮らしを考える”

という“鄙のひなまつり”を 10 年間開催しま

した。その 10 年間やっているときは子育てや

親の介護とかいろいろあって何のためにこん

なことをやっているのだろうと思いましたが、

終わってみて、次に世界遺産という大きな波

が来た時に、町民集会などの時に、“鄙のひな

まつり”に参加していた女性の意見は素晴ら

しかったんですね。ですからそういう働き掛

けは常々やっておくべきだなと思いました。 

 

（平尾） 

自分を考えてみましたら、案外、動いてい

る範囲は広くなくて、飛行機に乗って遠くへ

行っているけれど、行った先での行動範囲は

あまり広がらないとかありますね。こだわり

があるのかもしれませんが、住み始めた人が、

行かないけど行けるよというのがあるのかな

と思ったりもしました。 

 

（松木） 

大田市という４万人近い人口のまちが15～
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20 分のところにあるということですが、買い

物等はそこに行くわけですよね。そこそこの

機能があるのでは。 

 

（松場所長） 

そこには大きなスーパーはありますが、中

心街の機能強化や活性化にはご苦労されてい

るようです。私があそこに本店を造りかけた

頃に大田の人たちからは「松場さん、頑張り

なさいよ」と言われましたが、私の心の中で

は“あなたたちこそ、頑張ってくださいね”

とつぶやきました。 

 

（安藤） 

そうですよね。大田はそんなに栄えていな

いですね。兄が大田の山奥の方の試験所※に

一時いたことがあるので分かります。 

※事務局注：（独）農業・食品産業技術総合研

究機構 近畿中国四国農業研究センター 

大田研究拠点：島根県大田市川合町 

 

（近森） 

お話の中に出てきた写真を見て心が温まり

ました。松場さんとほぼ同じ世代の人間です

ので。良い言葉がいっぱい出てきた。見えな

いところの価値を本当に何とかしないと日本

はダメになるのではないかという気がするん

です。大学でも 10 月に認証評価がありました

が、今は見えないものはないものとして評価

してくれません。官公庁なども全て今“見え

る化”という変な言葉が流行りですが、“見え

る化”しようとすると、松場さんが仰ったい

ろんな良いものが全部落ちてくる。見えない

ものを見えるようにするということ自体に、

見えないものの価値をドンドン貶めて行くも

のがある。そういう感覚が変わっていく、変

わり目のころにあるというのが一番のポイン

トになると思います。  

それで松場さんには頑張っていただきたい

と思います。教育でも正にそういうところが

あり、言葉で語ってしまうと一番大事なこと

がボロボロと落ちて行く。言葉にも文字にも

できない何かが大事だと思っています。そん

なものが結構、教育の質を支えているように

思っていて、学校は正に地域のアイデンティ

ティであり、そいうものによって人の心がつ

ながっていくので、学校が無くなっていくと

いうのは、そこで培われた歴史や文化、また

それによって支えられている人のつながりが

全部ボロボロと崩れ落ちて行く。そういうよ

うな状況の中で今日、写真も含めてお話を聞

いて、本当に信念を持って、しかし肩肘張ら

ないで楽しみながらやっておられることに非

常に勇気付けられました。是非、松場さんの

活動がドンドン人に訴えかけて世の中変わっ

ていったらといいなと思うと同時に、私もも

う少し生きていてもよいなあと思いました。 

もう一つ、がっかりしたことは、中山間地

域の学校に何か支援をしたいなと思って話を

持っていったのですが、取り合ってくれなか

ったことがあるんですね。お話に出ていたよ

うに、何か外から受け入れる時の受け入れる

形、仕組みというか受け皿があるような気が

しますが、そういう受け皿は何がつくってい

るのか。分かれば教えていただきたのですが。 

 

（石塚） 

どこに相談するか、誰がサポートするかと

いう感じですね。 

 

（松場所長） 

“阿部家”の隣に“宗岡家”という廃屋に

近い状態のものがあって 2,000 万円かけて改

修して大田市に寄贈したんですね。“宗岡家”

という名前を残したかったからです。ところ

が何年も放置されていて、やっと改修工事が
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入って３年後に完成するのですが、どういう

ふうにそこを活用するかという相談が今来て

います。私個人ではできないことでも、民間

でもなく行政でもなく中間的な役割でそこを

活用できたらいいなあと思っています。観光

施設を造るというのではなく、地元の人たち

が誇りを持って暮らせて、子供たちも未来に

夢を描けるような場所になっていけばいいな

と思って、大田市にはそういう意見を少しず

つ上げてはいるんですが。 

 

（近森） 

自分の経験からすれば、Ｕターン者はメデ

ィエーター（仲介者、調停者（仲裁者）、媒介

者という意）になれるかなと思うんですよね。 

 

（松場所長） 

夫はＵターンなのですが、あの時代の男社

会は非常に厳しいらしくて、いつまで経って

も上下関係を引きずっています。私が自由奔

放に生きるものですから、「あなたはいつも気

楽でいいなあ」と言われるんですが。夫の同

級生は誰も帰ってきていない。帰って来れば

地元の人は大歓迎だと思いますが。あのまち

に生まれ育った人が、まだまちの価値に気付

いていない時代なのかな、むしろ、その人た

ちの息子とか孫の時代になって初めて気が付

くのかなと思います。 

石見に家を持っている人ですが、滋賀県に

出てそこで家を建てておられたので、石見の

家を買い取って欲しいという話がありました。

でも夫は、買う力はないが、直すから帰る場

所として残したらどうかと提案したのですが、

その方は拒否し続けました。結局はその方が

自分で直されたんですが、今は滋賀の家を手

放してご夫婦で帰って来られて、また娘さん

たちも帰って来られています。夫にも感謝さ

れており、今は町内会の役員もされたりボラ

ンティアガイドもされたりして良い人生を送

られています。そういう人は増えてくると思

います。 

 

（大槻） 

実は自分は京都に限界集落に近い田舎があ

り家が残っていて、父は定年になるかならな

いかの年齢で、帰るかどうかという時ですが、

父の考えを慣らそうと思って知り合いの知り

合いの学生を送り込んでみたりしてるんです。

古民家を再生する場合、自分では住みたくは

ないし住まないけれども、他の人に権利が渡

る時の心理的な抵抗とかあると思います。そ

れをどういうふうに乗り越えられてきたのか

お伺いしたいのですが。 

 

（松場所長） 

田舎は土地も安いですし、仏壇やお墓もあ

るし、あえて売る必要はないと。だけど古い

家は壊すのも直すのもお金がかかる。諦めが

つく時というのがあるのですね。そうなられ

る境地を待つということも必要だと思います。 

お金のことは考えない、その代わりに年月

をかけてきました。本店は今のようになるま

でに 18 年かかりました。“阿部家”は 10 年か

かりました。そんなに儲かっている会社じゃ

ありませんが、これまで町内だけで数億円の

投資になっている。もし私たちの会社なり個

人の手元に数億円のお金があったとしても、

これだけの元気とか夢とかあるかというとそ

れはない。あの建物であったりとか若者が住

んだりとか来てくれたりするから未来に夢が

描けるので、時間を掛けながらやることが大

事なことかなと思います。まだまだ空き家は

いっぱいあります。 

 

（渡辺） 

感動的なお話、ありがとうございました。
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結局、人が強い意志を持って生きて行くこと

が根本だということを改めて思いました。覚

悟を持って、粘り強くやれるのかどうかに関

わってくる。この良いお話をかいつまんだ方

法でやっても絶対うまくいかない。何故なら

覚悟がないからと強く思いました。人ごとと

して見ていてもしかたがないですから。  

私事ですが、タイとか被災地とかの貧困者

の建築に関わっていて、方法だけ持って行っ

てもしょうがないと気付いていまして、信頼

を得るまで復旧するまで現場にいる必要があ

ると感じました。今、高知のなんでもないマ

ンションに住んでいますが、昔のような風景

の里を造りたいと言われる方がおられたので、

お手伝いしようと思ったのですが、手伝って

もそこに住まないと意味がないので、そのつ

もりで、土でつくるところからやっています。

個人で投資する話としては、それだけの覚悟

をしたいなと改めて思った次第です。 

 

（中川） 

印象深い写真がたくさんありました。大根

干しの風景など美しいと思いました。今日の

お話では行政があまり出てこないのですが、

行政との関係、全く新しいことをやっていく

に当たっての行政の果たし得る役割について

はどうでしょうか。 

 

（松場所長） 

大森のまちが重伝建の指定を受ける時、夫

の親の世代が中心になっている時代だったん

ですね。衰退したまちで藁をも掴む想いで重

伝建を受けようということで指定されたわけ

です。それから数年間は市役所の優秀な担当

者とかと随分交流があって良い関係が続いて

いきました。私自身も「石見地域デザイン計

画研究会」を発足させて、本店を拠点に地域

のキーパーソンが集まってきて、“集合写真”

もその当時からの出発なのですが、ところが

いつの間にか行政が離れていったのです。い

つも言いますが、「出世する前のヤル気満々の

20～30 代は面白いけど、課長などの役付きに

なるとつまんないね」という話が出てきます。 

先程も申しあげたように、世界遺産になる

時も行政は諸手を挙げて賛成と言わざるを得

ないという、問題や危機は全て消していくと

いうふうに出たんですね。その時私たちと行

政とのかつての和気あいあいとあの地域を舞

台にして遊んだ仲間は離れていったというの

が現状です。ただ、私は喧嘩をしているわけ

ではなく、隣の“宗岡家”についても大田市

の担当者の方と今も話し合いをしたりとかの

努力はしています。この前もいきなりアンケ

ートで町民が希望することなど聞いてきまし

たが、こういうアンケートが反映されたため

しがない。町民は全く信用していません。そ

れよりも“宗岡家”について、みんなが情報

を持って、どうしたらこの家がまちの誇りに

なるか、現場の調査などにみんなを巻き込ん

で一緒にやりましょうという話をしました。

今の方たちはとても素直な方が多くて、そう

いう形に変えてくださってありがたいと思っ

ています。私たちも、意見を言わない町民も

悪いし、耳を貸さない行政も悪かったと思う

ので、良い関係は築いていきたいと思います。

ただ、世界遺産が大きな亀裂を入れたのは事

実です。それはまちの人という意味ではなく

“松場家”という意味です。 

 

（中川） 

まちの大きな方向性を考えていく時に、行

政はあまり役割を果たさないということがあ

るということでしょうか。 

 

（松場所長） 

そういうこともあり得ますね。私はあると
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ころで、「行政は知恵もない、愛もない、セン

スもない」と言ったことがあります。自分た

ちがリスクを負おうとは全くしません。です

から自分がリスクを負う覚悟をしない限り前

にものは進まないのです。 

 

（中川） 

プロフィールを拝見していて、ターニング

ポイントはご結婚の時かなと思ったのですが、

覚悟を決めた背景には、1949 年生まれから

1981 年まで抜けていますが、幼少期にまでさ

かのぼるのでしょうか。どのようなお嬢さん

でいらしたのでしょうか。 

 

（松場所長） 

両親は他界しましたが、姉たちから言われ

ることですが、「全く信じられない」と。私は

非常に無口で本当におとなしい子だったんで

すね。人前でものを言うことが全くできなく

て。何故かというと子供ながらに価値観が違

ったのです。一般的にはみんな赤い方が良い

というのに、私はこっちの方が絶対素敵だと

思っている。それでこっちが良いというと苛

められるので答えは言わないようにしてずっ

と無口で育ってきました。４人姉妹の末っ子

でしたので、姉３人は厳しかったですね。押

さえつけられたりもしました。  

でも高校に入って美術部に入りまして、当

時の先生はお坊さんでありながら芸術家でも

あり教員でもあり、非常に面白い人で、その

人が初めて私のことを「お前の目線は面白い、

その考え方は面白い」と褒めてくれたんです。

それまでは変わり者とか暗い子だとかマイナ

スで常に言われていたのが、その先生に出会

ったことで勇気 100 倍になりました。その先

生とは今もお付き合いがあります。80歳にな

られて個展を開くということで案内もいただ

きましたが、「スイスの山で見た風景は、自分

は寺の坊主だけども、神様はいると信じた」

ということを書いてくださるような人でした。

それ以降、人生にはちゃんと出会うべき時に

出会う人が準備されているんだなと思うぐら

いに不思議と人との出会いには恵まれました。 

小学生の頃、姉たちはダッコちゃん人形に

夢中になりましたが、私は良いとも思わなか

ったし、田舎町でしたから、中学生の頃にな

るとみんな津市の方に遊びに行くんですが、

私は何が楽しいんだろうと思ってました。田

舎では“香落渓”（こうちだに、三重県名張市

青蓮寺）の渓谷に行ったりとか梅林を見に行

ったりとか、そういうことが好きだったんで

すね。ですからそういうふうな価値観の違い

が大きかったと思います。しかし、今幸せな

のは、“阿部家”にお泊りに来てくださる方と

か“群言堂”の服を買ってくださるお客様と

いうのは、非常に価値観が共有できる方が多

いので、世の中にはこういうことに響いてく

ださる方もあるんだなと思うようになりまし

た。少数派というのは、やはり貴重かなと思

います。 

 

（中川） 

そういう価値観が生まれたきっかけは。 

 

（松場所長） 

持って生まれた個性と母の存在が大きかっ

たと思います。父が事故に遭って働けなくな

った時、私は母のお腹の中で５ケ月を過ぎて

いたのですが、母は一家を背負っていかなく

てはということで、５升の油と１升の大豆を

買ってきてお豆腐やお揚げを作って、近所に

売り歩くようになったんです。私が生まれた

時には、姉たちが言うには、いつもお竈（く

ど）さんの前で子守されていたと。だから、

台所は私にとって原風景だったのではないか

ということと、小さい時からずっと母の働く
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姿を見ていたから、そういう働く喜び、働く

ことを辛いと思わない心は、母が授けてくれ

たと思っています。無学な人でしたが、とて

も宗教心の強い人で、“ありがたい”とか“も

ったいない”とか感謝する言葉を常に言って

ましたし、「もし辛いことがあっても乗り越え

られる力があるんだから努力しなさい。もし

良いことがあったら、それはお前の力じゃな

いから、感謝しなさい」と言ってました。そ

してまた、「堂堂としなさい」でした。そのよ

うな母の存在は非常に大きかったと思います。

昔の女性は非常に強かったと先ほど申しまし

たが、母を意識したことでもあります。 

 

（中川） 

女性の意識が変われば世の中が変わるとい

うことですね。自分の価値観と違う人たちに

どのような苦労なり努力なりをなされたので

しょうか。 

 

（松場所長） 

ほとんどの消費は女性が担っています。食

事にしろ住みたいところにしろ女性の意見が

圧倒的に強いと聞きます。だから、女性の消

費意識が変わらないと世の中も変わらない。

それで 40 歳の頃に“鄙のひなまつり”という

イベントを 10 年間やりました。10 年経って

思ったのは、他人を変えるのはおこがましい

ことだということ。一番変わったのは自分自

身だと気が付きました。その時出会った名言

が“過去と他人は変えられないが、自分と未

来は変えられる”という誰かの言葉だったの

ですが、自分が変わればと思ってやり続けた

ら周囲も変わり始めたというのが実感ですね。 

 

（近森） 

確かにそういうことがありますね。あるま

ちの話ですが、ゴミの分別収集で役場が自治

会の会長に話しても全然進まない。ほとんど

会長さんは男性ですよね。それで奥さんとか

お母さんたち、婦人会とかに行くと、すぐ変

わったと言うんです。そういう意味では目の

付け所が良かったなあと、今聞いて思いまし

た。とにかく何かを変えたかったら女性を変

えればいいということが結構あります。 

 

（松場所長） 

“鄙のひなまつり”では、最後は大宴会を

開くんですね。その時は男性はみなエプロン

掛けでお酌をしたり、最後の片づけまでキチ

ッとやってくれます。応援してくれた男性は、

楽しかったのでまたやろうよと言ってくれま

す。 

 

（石塚） 

“高知県は一つの大家族やき！”という「高

知家」のキャンペーンを行っています。大森

のまちも一つの家族という意識が強いんじゃ

ないかなと思います。行政の役割とか対応な

どのお話もありましたが、大学が行ったら鬱

陶しがられるかもしれませんが、大学に期待

することとか大学はこれをやらないといけな

いとか言っていただけるとありがたいのです

が。 

 

（松場所長） 

大学の先生が来られると、よく何かできる

ことがありますかと問われますが、「そんなこ

とは自分たちで考えてくださいよ」と言って

います。とても優秀で知識も豊富な方たちな

ので、役に立つことはいっぱいあると思いま

す。 

 

（石塚） 

頑張っている地域に学ぶことは多いかもし

れないが、学生の教育の一環で学生を連れて
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行くのは、あまり快く思われないのかなとい

うことでしょうか。 

 

（松場所長） 

そんなことはございません。ある時、二人

の子が歩いていて、聞くと野宿するというの

で、泊めてあげたんですね。それが縁でもう

13 年続いているんです。立命館大学の“出前

ちんどん”（事務局注：1998 年に結成された

多国籍音楽サークル）というのですが、合宿

の最後の日には縁側でコンサートをしてくれ

て、５年くらい前からは声が掛かって隣町の

老人介護施設にも行くようになって拡がりが、

良い流れが出来ているんですね。それから“阿

部家”の方も、一般には高めの宿泊料ですが、

学生さんには安い料金で体験という形で合宿

していただいています。いくつかの大学のゼ

ミの方たちに来ていただいて、お泊りもいた

だいています。そいうことも伝えたいと言う

のが“阿部家”の事業の大きな目的なので、

機会がありましたら番頭にお声をかけてくだ

さい。 

 

（釜床） 

私は故郷は徳島の田舎ですが、石積みのあ

る風景を思いながらお話を伺っていました。

そしてその風景を残したいなと思いました。

大学の立場では自分の故郷だけでなく、いろ

んなところに応用できる方法論を考えたりす

るのですが、そのまちに住んでいらっしゃる

方が、まちの一員として住むことを楽しまれ

ている。それプラス、意図的に何かそのため

に啓蒙されながら、自治会の役割も担われな

がらいろんな活動をされているなという気が

しました。 

 

（松場所長） 

そうですね。運動会の直会（なおらい：神 

社に於ける神事の最後に、神事に参加したも

の一同で神酒を戴き神饌を食する行事（共飲

共食儀礼））だとかお花見会だとか、“阿部家”

で蒸籠を蒸しあげて餅つきしたりなどが恒例

になっています。そうすると、赤ちゃんから

お年寄りまでみんな集まってきて、来られな

い方には子供たちが配る役をしてなど、宿に

したから宿にしか使わないというのではなく、

泊ったり町内の人が使ったりとかいろんなこ

とをしています。 

もう一つ、“阿部家”だけでなく、ＪＲの

“ecute（エキュート）エキナカ”を作った鎌

田由美子さんがお泊りになった時に、東京駅

に“エキュート”を作るので出店しませんか

と言われたのですが、変わり者の夫は、「東京

駅は誰でも儲けることができるがうちはやら

ない」と言いました。その話の中で、高尾駅

が２年後取り壊されると聞いて、夫はそちら

を選びました。なぜかというと、高尾駅は木

造駅舎で大正天皇の大喪列車の始発駅として

新宿御苑に設置された仮設駅舎が移築された

ものらしいのですが、「駅はどこも同じように

なっている。あの駅は残したい」ということ

からでした。私が下見に行った時は閑散とし

ていて、なぜこんなところを選んだのか、東

京駅だったら儲かったのにと思いました。当

時はマックが入っていたのですが、快く出て

くださって、“一言堂”と“群言堂”という今

の飲食店と服飾店を造ったんです。４年目を

迎えました。その２年後の取り壊しは予算が

ないということで流れているようですが。そ

して月に１回、そこの商品を全部片づけて、

自分たちのブレーンに来てもらって話をして

もらうという“駅弁講座”を開催したんです

ね。みんなで一緒にお弁当を食べて、駅で弁

じてもらう。西村先生も来て「駅の魅力」と

いう話をしてくださいました。夫が言うには、

「駅は単なる通過点ではなく、一つのコミュ
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ニティを生む場所になれるんだ」ということ

で、高尾の駅舎に店舗を造りました。そうい

うふうにして、西荻窪にも昭和の初期の民家

を再生して、職人さんも石見から連れていっ

て造りあげた店舗ができましたし、夫は今ま

たちょっと違うところに狙いをつけているみ

たいですが、そういうことを少しずつ進めて

いけたらと思っています。 

 

（釜床） 

大事なことは今見えるそのまちが持ってい

るポテンシャルを活かすということですね。

石見以外で建物を造る時にも石見の職人さん

に行ってもらうとか石見の文化を伝えるとい

うことに徹するということでしょうか。 

 

（松場所長） 

そうですね。全く東京の職人さんを使わな

いということではないのですが、西荻窪の古

民家再生も屋根葺き職人、左官、大工みな石

見から連れていきました。何カ月もマンショ

ン住まいしてもらって。そしてこのたび東京

でも日本橋三越の真向いに建てているビルの

中に出店するんですが、内装の漆喰の壁塗り

も地元の左官さんが２週間かけて塗ってきま

した。 

 

（兵頭） 

貴重なお話ありがとうございました。故郷

の風景は新鮮に感じていいなあと思いました。

学生も宿泊しているとのことですが、実際宿

泊した際に、宿泊前後の心境の変化とか学生

の声はどうでしょうか。 

 

（松場所長） 

顔つきが変わりますね。学生さんだけでな

く一般のお客様も変わります。“阿部家マジッ

ク”と言っていますが、私がそんなに語るわ

けでもないのですが、どういうわけか、自分

の中に持っているものが出てくるんでしょう

ね不思議と。あの大根が干してある風景とか

裏庭を竹箒で掃除する風景とかいろんなもの

に目を向けることで変化すると思います。お

泊りになった方が朝に散歩すると、身も知ら

ない近所の方や子供たちが挨拶してくれる。

あのまちでは当たり前なんですが、その当た

り前が非常に珍しいみたいです。また、“あき

ちゃん”という子が料理を作ってくれるとこ

ろを見ながらそこで食事をするのもそうでし

ょうし、恐らく、それまで体験していないこ

とを体験するのでしょうが、それは何か突拍

子もない新しいことではなくて、どこかで見

た聞いたシーンを目の当たりにできるという

ことが大きいと思います。30 代半ばの男性が

泊られた翌朝、「自分は変わりました」と仰い

ました。何かと聞くと、「些細なことですが、

夜トイレに行くとき、渡り廊下で蛾が飛んで

きて、鬱陶しく感じたが、トイレを出た時、

その蛾がガラス窓に止まっているのを見て、

無意識に僕の方が邪魔をしたんだねとその蛾

に声を掛けた。それまでの自分では絶対にあ

り得なかったのに」というのです。例をあげ

れば数えきれないほど、何か変わったという

方がおられます。 

ある大学の先生がゼミで宿泊した時、お金

がないということで仰る価格にしたのですが、

その代わりに朝のお庭の掃除を頼んだんです

ね。すると先生は、これはボランティアだと

言われたので、私は、「先生、ボランティアと

いうのはおかしい。払えない分を体で払って

いただくんです」と申し上げました。先生の

中にはそういう意識が欠如している方もおら

れます。 

 

（三木） 

先程のお話ではあまり肯定的には聞こえま
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せんでしたが、世界遺産の指定の意味はあっ

たと思うのですが、その辺はどうでしょうか。 

 

（松場所長） 

とても意味があったと思います。私たちが

一番最初にこれは？と思ったのは、県の担当

者が町民を集めて世界遺産の説明をされたん

です。その時、檀上から「みなさん、うかう

かしている場合でないですよ。これから、ど

んなビジネスチャンスがこのまちに訪れるか

分かりませんよ」というようなことを仰った

んです。それで私は一番に手を挙げて、世界

遺産をビジネスチャンスというのは本当にお

かしいと怒りをぶちまけたたんです。世界遺

産に手を上げた時点から、大田市、いわゆる

県央には何もないから石見銀山を世界遺産に

して経済振興、観光振興をという考えだった

んです。それに一番反発を感じたんです。さ

っきお話したように、評価されたのは銀によ

る経済意義よりも自然との共生とか文化的背

景とかまちがどうあるべきかという将来への

示唆とかだという気がしました。それと、田

舎を非常に否定していた地元の人たちにとっ

て世界遺産は非常に誇りになっていましたの

で、ある意味良かったと思います。 

世界遺産になった当時、人口 400 数十人の

まちに観光バスが１日に 80 台来ていました。

如何に大変なことかということで、その後数

年は会社がつぶれると思いました。というの

は、夫はこのまちを守るということで、仕事

どころか、拡声器を持って駐車場に立って、

「このまちの本当の良さはこういうものでは

ない」というようなことを言い続けていまし

た。真夏には水飲み器を５台ほど置いて、そ

の横に“お気持ち箱”を置いておりました。

たぶん観光客は行政がサービスで置いている

んだろうくらいに思ったんでしょうが、夫は

ポケットマネーで備え付けていたんです。で

もその“お気持ち箱”には千円札が入ってい

たことがあるんです。月に水代が５万円くら

いかかったのですが、半分くらいは“お気持

ち箱”で賄いました。この時は、世の中捨て

たものじゃないなと思いました。一方では、

自販機でジュース等を売っている地元の人か

らクレームがついて止めたんですが、そうい

う悲しい出来事もありました。 

また、世界遺産になる数年前でしたか、地

元のバス会社が地元の高齢者のためにといっ

てバスを上げ始めました。私たちは世界遺産

のことを知らなかったので、良いことをして

るなと思っていたのですが、世界遺産を目論

んでのことだったのです。そして世界遺産に

なった途端に、５分置きに狭い道を行き来す

るようになったんです。夫は、これを見かね

て、パークアンドライド方式を提案しました。

隣町に“ふれあい公園”という誰も触れ合わ

ないような公園があるのですが、そこには大

駐車場があったので、観光客さんには、そこ

から乗り合いバスで大森に来ていただいて、

あとは銀山まで歩いてもらおうとしたんです。

その当時はすごいブーイングが起こったんで

すが、今では良かったと言ってくれる人が圧

倒的に多くなりました。   

夫の誇りは、まちには一カ所も有料駐車場

がないことです。観光地になると駐車場で儲

けるところがありますが、夫は、このまちの

品格を守ろうということを言って、大森のま

ちの人たちは誰一人有料駐車場を造らなかっ

たんですね。そういう戦いはずっとありまし

た。だから夫は世界遺産の初めは本当に会社

を潰すくらい仕事をせずに、今日はどこそこ

の町内会へ行って説明するとか、今日はどこ

そこへ行くんだと言ってましたね。 

その時面白かったのは、アメリカ人でメリ

ルリンチを早期退職してロンドン大学に文化

人類学の研究で留学中のジムさんという方が
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論文を書くために、夫にずっとくっついて回

ったんですね。それから西村先生の大学院の

タイ人の留学生※は２年間、間を置いてです

が通ってきて、社員寮に滞在しながらリビン

グヘリテージに関して 800 ページに及ぶ卒業

論文を書いて、私にも一冊プレゼントしてく

れたんです。まちの中に歓迎されて入って、

みなさんから親しまれて論文ができたと素晴

らしいことを書いています。このたびタイの

大学の先生になったとの報告ももらいました。

そうやって、海外の人であったり面白い人た

ちがまちに影響を与えるという不思議なこと

があります。 

※事務局注：パンノイ ナッタポンさん 

「リビング・ヘリテージ地域における観光

影響の予防策に向けた関係主体協働の展開

～石見銀山地域を事例として～」（東京大学

ＨＰより） 

 

（三木） 

今でも観光バスは何十台も来るような状況

でしょうか。 

 

（松場所長） 

今も来ますが、大丈夫な状況です。マナー

も守って、ちゃんとガイドさんも付けて、説

明を聞きながら回られています。世界遺産に

なった当時は、観光業者がバス１台詰め込め

ばいくらになるということで、降ろしては近

所のスーパーに駐車して、２時間経ったらま

た乗せて行くというひどい状況がありました。 

夫が一番危惧したのはそのことだったので

す。まちが観光客に壊されてしまうんじゃな

いかと。その準備ができていない段階で世界

遺産指定は早すぎる、10 年先、15 年先でよい

ということも言ってました。しかし行政は一

日でも早く指定されたいという動きをしたん

ですね。 

（事務局） 

大森は昔から大田市の一部だと思いますが、

何が違うのでしょうか。 

 

（松場所長） 

そうなんですが、私が行って不思議に思っ

たのは、そこに住む人は一つの独立国家みた

いな意識があって、大田市民という意識はほ

とんどなく、大森町民だと。それは天領だっ

た時から明治の時代になった時に「大森県」

という一つの県になったんです。ほんの半年

くらいですが。そういう歴史の積み重ねとい

うか何かが意識を植え付けたのではという気

がします。 

 

（大槻） 

少し話は変わりますが、“阿部家”などの買

い取られた家に元の家の名前を残してリスペ

クトされており印象深く素晴らしいと思った

のですが、権利が移った後も、元の持ち主の

子や孫といった人たちが積極的に来られると

か、あるいは意識的に元の持ち主とつながる

ようなことをされているのかどうか。 

 

（松場所長） 

私が意識的にするよりも先方から。実は“阿

部家”から外にお嫁に出られた方のお嬢さん

が、当時 90歳で京都の方でしたが、その方と

その方のお嬢さんのご夫婦にお泊りいただき

ました。雑誌で“阿部家”が紹介されたこと

を見て、“阿部家”には子供がいなかったので、

自分が小さい頃に何年間か預けられたことが

ある。それで自分の故郷のように思っていて、

数年前に“阿部家”のお墓参りに行ったら、

家がボロボロで本当に悲しい想いをしたけれ

ど、再生され綺麗になったと知って大変嬉し

いと仰いました。また、この間は、違う“阿

部家”の出身の方が来てくださったりとかし
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ました。それから、今は鳥取にお住まいの方

で最後に“阿部家”に住まれた方は、奥様が

ご主人のお墓参りのたびに寄ってくださいま

す。その奥様は“阿部家”の歴史を調査する

ことが趣味みたいな方で、その方が仰ったの

は、明治の初め頃に「阿部登美」さんという

私と同じ名前の人がいたが、縁があってあな

た（松場登美）が来たんじゃないのと。です

から夫は、あなたはそろそろ阿部登美さんに

なったらどうだとか言うんです。そういうふ

うに目には見えないけれども歴史の中では不

思議なつながりをいただいているんだなと感

じます。 

 

（大槻） 

親に、盆と正月以外は実家を貸していいだ

ろうと聞くと、自分たちが居る時に来てくれ

るのはいいと言うんですね。ハードルが一つ

下がったと思ったんですが、逆に言うと、自

分たちが居ない時に入られるのはまだ抵抗が

あるということです。自分自身も研究者とし

ては地域の方が買ってそういうふうにされた

ら良いよねと言うものの、自分も係累として

考えると、他人のものになってしまうと何か

引っかかるようものがあるんですね。そこが

ネックだなと思っていたのですが、松場さん

のコンセプトが本当にしっかりしているから

でしょうが、今まで家を守られた方をリスペ

クトして、キチンと形に残すということは、

すごく安心感を持って譲り渡せる、引き継げ

る。そのことが自分たちの、家の歴史を後世

に残せる手段だということで、非常に納得で

きるなあと思います。 

 

（松場所長） 

夫がやった仕事の一つに“田中家”という

のがあります。ボロボロで近くにその家の持

ち主は住んでおられますが、その家をＮＰＯ

で、私たちは別の組織を持っているのですが、

そのＮＰＯで直して、そこに社員が住んでい

ます。10 年後には”田中家”に戻るという形

もとっています。だからいろんなやり方はあ

ると思います。 

私は母がそうだったように、知らない人で

も泊めてあげるような人だから、“阿部家”が

営業を始めたのは６年前ですが、母屋ができ

たあたりから、何の抵抗もなく、通りがかり

の人をたくさん泊めてあげました。何百人に

もなると思います。この間も、福井の若いカ

ップルが来られましたが、座ったとたんに、

ここはどこかで見たことがあるなと思ったら、

学生時代に２週間お世話になった場所だった

と言うんですね。そんな例がたくさん起き始

めています。 

 

（大槻） 

借地権付き貸家のことだと思いますが、そ

ういうのが父を納得させるのにいいなあと思

ったんですが、それは仕組みの問題であって、

仕組みだけ作ってもダメなんですね。その仕

組みとともにそれを支える覚悟というかコン

セプトというか、そういうのがあってこそ受

け入れられているのだなあと非常に勉強にな

りました。 

 

（松場所長） 

私は“阿部家”をこうしたいという思いは

ありますが、常に考えているのは、この家が

喜ぶ使い方をしたいということです。ですか

ら一番最初に、土地に相談するとか、土地の

神様と相談するとか話をしましたが、社屋を

建てるにも店舗を造るにも店の前には商品を

出さないし、そういうことで土地の声を聴く、

家の声を聴くということを大事にしたいと思

っています。 

最後に一言だけ、何かできることはないか
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とさっき仰いましたが、立派な先生方があそ

こにはこんな素敵なところがあるよとひとこ

と言ってくだされば、大変効果があると思い

ます。“阿部家”が来年黒字に変わる大事な年

になりますので、是非よろしくお願いいたし

ます。 

 

（松木） 

どうもありがとうございました。お呼びで

きてつくづく良かったなと思っています。お

話にもあった、大切なもの、目に見えないも

のを大事にする、また当事者でないといけな

いということを改めて感じました。我々研究

者は一般化して理論を創って、こうすれば幸

せになる、上手くいくようなことを考える人

種なので、どうしても構造や動きの仕組みを

聞きがちですが、実は動かない部分で動いて

いるということがよく分かりました。ではそ

れを受けて我々はどうするのか。一つは、そ

れをちゃんと受け止めて自分なりの言葉で伝 

えていくことかなと思っています。たぶん先

生方はそれぞれの視点で感じられたと思いま

すので、言葉に残して、あるいは学生さんた

ちに伝えていくことによって日本中、世界中

に広げていくために一寸でもお役に立てれば

いいなあと思いました。 

今日は、本当にありがとうございました。 
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３．これまでのＷＧ活動を振り返って～委員からのメッセージ～ 

 外部有識者を招いての講演と意見交換等これまでのＷＧ活動について、委員からメッセージを

いただきました。 

 

 徳島大学 田口太郎 委員 

25 年度、多忙につき活動にはまったく参加

できなかったので、昨今考えていることにつ

いて若干の紹介をしたい。まちや地域を取り

巻く新しいトレンドについて。 

ここ５年ほど、私は「地域への人的支援」

に関する研究・実践を行っている。もともと

の発端は 2008 年に新潟県中越地域に設置さ

れた「地域復興支援員」の活動支援をする中

で総務省が「集落支援員」を配置する、とい

う動きが生まれた時である。当初は、「人的支

援は非常に扱いが難しいため、研究が必要」

という認識で研究を始めてはいたが、今日の

ような大々的な動きになるとは想定をしてい

なかった。しかし、昨年はフジテレビドラマ

「遅咲きのヒマワリ」の主人公が「地域おこ

し協力隊」の設定となったり、各種ドキュメ

ントでその活動が取り上げられるなど、一般

学生でもその存在を認識していることである。 

新しい取り組みは、現実の閉塞感を打開す

る目的から生まれるということを考えれば、

急速な広がりは“共感を得た”ということで

歓迎されるべきことと考えられがちであるが、

当初から思っていた通りこれは「非常に扱い

が難しい物」である。しかし、先日総務省が

発表した平成 25 年度の「地域おこし協力隊」

設置状況（特別交付税申請ベース）では昨年

から 1.5 倍強の増加である。更に総務省の「集

落支援員」「地域おこし協力隊」に加え、農水

省の「新・田舎で働きたい」も始まっており、

地域への人的支援は２重３重の取り組みとな

っている。 

数字だけを見ればこれは取り組みの広がり

を示すもので、良いかもしれないが、なんの

ための「地域おこし」か、という点の議論は

さほど進んでいない。結果こうした取り組み

の「先進事例」は、地域をフィールドとした 

「新しい取り組み」を中心としたものとなっ

ている。 

ここで、考えたいことは、地域にとって「新 

しい」とはなにか？さらには「新しさは必要

か？」ということである。研究にしても技術

にしても、とかく「新規性」は必要項目とし

てあげられるが、本当に「新規性」が正しい

のか、という議論が抜けているのではないか。  

これは地域づくりに限らず、あらゆるもの

について言える。昨今の成果主義に起因する

「目新しい」ものへの執着が、身の丈を無自

覚化させ、「オリジナル」を「他との違い」と

解釈する風潮を生む。しかし「他との違い」

は相対的なものであり、絶対的な存在として

の「個」の位置づけをむしろずらしてしまう

可能性をはらんでいる。 

今一度、我々も「オリジナル」を再定義す

る必要がある。地域の身の丈、地域の文脈の

沿ったものであれば「オリジナル」であって、

それが「個性」である。他との差別化を意識

するあまり「オリジナル」や「個性」を歪め

て理解するのはやめる必要がある。 

地域の主役はだれか。たしかに協力隊など

の取り組みによって若者が地域に入り、いき

いきと暮らす様は爽快であるが、この存在は

あくまで「カンフル剤」であるのであって、

主役ではない。個別の取り組みを行いながら

全体を確認する。プロセス全体を見ながら現

在の断面を見る。様々な視点を行き来する視

座をもちながら、制度や取り組みを一歩引い

て見ていく見識を広める必要がある。 

活動に参加することなく一方的で中途半端

なコメントではあるが、「現場を歩く」に重き

をおいたゆえのことであることとしてご理解

いただきたい。 
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徳島大学 真田純子 委員

 

今年度は、残念ながら講演会に２度とも参

加出来なかった。そのため、近年私が考えて

いる地域活性化の方法について、論考をまと

めたいと思う。 

筆者は景観工学を専門とするため、景観の

立場から地域を活性化させるという方法につ

いて考えてみる。まず、景観計画策定や重要

文化的景観などの政策により、農村風景を保

全する制度は整ってきている。しかしながら

農村集落は過疎化や高齢化が進行し、それに

より耕作放棄地が増えるなど、農村風景が荒

廃しつつあるという現状もある。 

この現状に対し、景観計画などの規制によ

り風景を保全するということも案としてはあ

るが、景観計画の「行為の制限」では、通常

の農業に関する行為や、２ｍ以下の用排水路、

農道、林道の整備は除外されている。 

 また、行為の制限の対象になる行為であっ

ても、意図的に行う行為のみが対象となって

いるため、農村の過疎化に伴う耕作放棄地等

については、規制の対象外となる。人手不足

による農村空間への手入れ不足という消極的

な理由による風景の変化が起こっているとい

う現状に対し、景観計画による規制は力不足

であると言える。  

そもそも中山間地の風景は、一次産業の姿

であるため、農業などの一次産業が活性化し

ていることが風景の保全には、もっとも有効

である。 

ここで参考になるのが、イタリアでこの20

年ほどで活発になってきているアグリツーリ

ズモである。これは、農村の風景とそこで採

れる食材を資源に、都会の人が休暇を過ごす

という観光のスタイルである。 

ＥＵでは農家への所得補償を減らして生産

性を諦めさせると同時に、集約的農業から有

機農業、環境保全型農業への転換、および農

村観光による所得の道に対し、補助金を出す

方策をとった。 

 

生産性を向上させることに限界があるなら

ば、農村はその他の道をとらざるを得ない。

アグリツーリズモのように半農半観光の道を

探るならば、農業の風景を活用しながらそこ

で収益を上げるということが可能になるので

ある。逆の視点から見れば、生産効率を上げ

にくい中山間地では、風景の保全と地域の活

性化は、密接な関係にあると言える。 

風景の保全を支援するために、筆者は「風

景をつくるごはん」というプロジェクトを提

唱している。農村の野菜を食べることで農村

風景を守ろうというプロジェクトである。 

 

 

 

 

 

ネーミングについても、食卓で食べるもの

の選び方によって、農村風景が左右されるこ

と、つまり食卓と風景がつながっていること

を意識化してもらうツールとして考えた。 

メニューについては、手の込んだ野菜料理

ではなく、気軽につくって食べられる料理を

提案することが重要であると考える。 

そのため「風景をつくるごはん」プロジェ

クトでは、なるべく野菜の消費を増やすべく

野菜中心であることに加え、食材を単品で使

うことを心がけている。野菜の数が少ないた

めに下ごしらえの時間が短縮できるほか、冷

蔵庫に半端な食材が残りにくいため、仕事が

不規則で毎日継続的に料理が出来ない人でも

取り組みやすいというメリットがある。 

今後はこの取り組みをさらにブラッシュア

ップすると同時に、広める活動にも力を入れ、

実質的に農村集落の収益に影響を与えるまで

の取り組みに育て上げたい。 

１。基本は徳島県内産の食材 

２。選べるときはなるべく過疎地のもの 

３。出来るだけ産直市で購入 

４。調味料など難しい場合は四国内 

５。旅行先で買ったものは OK（むしろ積極的に） 

６。それ以外は、有機栽培のもの（地力を落とさない）
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四国は、まさに「四国」である－多様性豊かな島 

鳴門教育大学 近森憲助 委員

四国はまさに「四国」である。その数だけ、

あるいは、それ以上の多様性がある。これが

四国という小さな島の有する最大の特徴であ

ろう。四国の４つの県は、それぞれに相対峙

する地域が異なる。香川県は、瀬戸内海を挟

んで中国・京阪神地方と、徳島県は紀伊水道

をはさんで近畿と面している。一方高知県は、

太平洋に面していて、他の３県と異なり、日

本国内のどの地域にも面していない。愛媛県

は、豊後水道及び瀬戸内海をはさんで九州や

中国地方西部に面している。このような地理

的特性は、各県の社会、経済及び文化のあり

ように程度の差こそあれ影響を及ぼしている

ことは想像に難くはない。 

このような視点を獲得することができたの

は、西村幸夫先生の「都市の読み解き方から

考えるまちづくり～四国の県庁所在地を四都

物語として、その面白さに迫る」という講演

を聴いたのが大きなきっかけとなっている。

私は、高知県の生まれで、徳島県内に職を得

てから 40 年近くになる。学生生活の７年間を

除き、これまでの生涯のほとんどを四国の地

で過ごしてきたが、四国全体のありように思

いを巡らすようなことはあまりなかった。む

しろ意識は常に高知のこと、徳島のことに向

いていたように思う。 

しかし、四国を俯瞰的に眺めてみると、例

えば、交通の面でいえば、愛媛県と九州や中

国地方の間には、フェリーや高速船が行きか

っている。徳島県もかつてはそうであったが、

鳴門及び明石の大橋の架橋により、今や神

戸・大阪へは通勤さえ可能な状況にある。香

川県は以前から大企業や国の四国全体を統括

する出先機関があって元々中央との関係が緊

密な土地柄であった。ただ、高知県だけは、

他の３県とは北側を四国山地の山々でさえぎ

られており、京阪神への交通ということでは

私の子ども時代と比べて幾分かの変化はある

にしても基本的な状況はあまり変わっていな

い。また、2011 年から本学の地域貢献の一つ

としてユネスコスクールへの加盟促進・啓発

活動にかかわっている。この啓発活動への各

県の学校や教育委員会の反応は、多様である。

例えば、四国でユネスコスクールに最初に加

盟したのは、愛媛県新居浜市の高等学校であ

った。現在新居浜市では同市教育委員会の方

針に沿って市内のほとんどの小中学校（計 26

校）の加盟に向けて準備が進められている。

一方で高知県では、2011 年に小学校１校が加

盟したのみであり、働きかけはしてきたが、

新たな加盟への動きがもう一つ感じられない。

四国全体では 10 数校園の加盟校があること

から、「なぜ高知は？」と考えこんでしまった。  

そんな中、この問いへの答えは、松場登美

氏の「足元の宝を見つめて暮らしを楽しむ」

という講演を聴き、ほどなくして所用で新居

浜市を訪れたときにふっと浮かんできた。松

場氏の活動拠点である石見と新居浜市の共通

性、それはいずれも「鉱山」により栄えた歴

史をもっていること、そのことにより外部か

らのものや人を受け入れ、交渉してきた歴史

を有しているということである。新居浜市が

なぜ、積極的にユネスコスクールを受け入れ

る動きを見せているのか、秘密の一端は、こ

こにあるように思えてならない。その点で、

高知は、やや自己完結的で外来のものを受け

入れるには多少頑固な土地柄なのであろう。 

今年度のＷＧにおける二つの講演をきっか

けとして、私は、四国の社会的文化的多様性

がかなり大きいこと、地域の歴史は今もなお

それぞれの地域のありよう、人々のくらしに

大きく影響を及ぼしているのだと考えるよう

になった。海に限界された小さな島である四

国、人口も平地も少ないが、豊かな多様性に

満ちている四国。このような四国としての特

性をうまく生かしつつ、「四国・住みよいまち

づくり」に取り組むべきであろう。 
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愛媛大学 小林真也 委員

 残念な事に、今年度は、ＷＧ会合の開催日

に大学内の行事等が重なり、出席は叶わなか

った。そのため、後日送られてきた当日資料

の拝見という方法でのみ、ＷＧの様子をうか

がい知ることになってしまたった。井戸の底

から眺めているようなものである。従って、

ＷＧでの議論や意見とは、ずれた雑感を陳述

することになっているかもしれない。その点

は、ご勘弁頂きたい。 

 ＷＧに関わり強く意識したことは、地域間

の多様性である。私の専門は、情報工学、通

信工学である。この専門性から来ることであ

ろうが、私自身、地域間の差をなくすことに

目が行きがちであったことを、強く意識させ

られることとなった。 

 特徴をより多く持っている事が魅力的であ

ろうか。特徴を数多く持とうとし、持てば持

つほど、魅力が損なわれるのではないか。そ

れはあたかも、様々な波長の光を集めると白

色となってしまうがごとく、特徴を感じられ

なくなってしまうのではないだろうか。何か

を具備することだけが特徴では無い。他者が

備えているものを持たない事、これも、特徴

と言えよう。 

 勿論、魅力的であるかどうかは、感性によ

るものであるから、地域が持つ特徴と人の感

性との相性は大切である。しかし、感性に多

様性があるのだから、魅力をもたらす地域の

特徴も多様性を持たなければならない。いや、

多様性を残さないといけないと言った方がよ

いであろう。 

 このような事を考えると、四国の魅力を維

持し、そして、より魅力的であるためには、

他者に追随するのでは無く、他者との違いを

活かすことにあるのかもしれない。また、四

国内においても、地域間での違いを残すこと

を意識することが必要ではないか。「住みたい

まち」には目標となる普遍的な姿はなく、多

様性を鍵に考えなければならないことを、改

めて確認する機会であった。 
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愛媛大学 兵頭 知 委員

 

「四国・住みたいまちに生きる」をテーマ

にしたワーキンググループによる議論、その

うちの第４～５回の議論に参加させていただ

いた。第４回においては、「都市の読み解き方

から考えるまちづくり」をテーマに西村先生

にご講演していただいた。第５回においては、

「足元の宝を見つめて暮らしを楽しむ」をテ

ーマに松場先生にご講演していただいた。 

そして、以上のご講演内容を中心に、将来

住みたい四国について議論を行った。その議

論を通して、四国に将来住むうえで、土木の

学生という観点から以下二つのことが肝要で

あると考えた。 

（1）多角的なインフラ整備 

（2）地域文化を考慮したまちづくり 

１つ目は、様々な視点を考慮したインフラ

整備方法の検討である。例えば、道路整備に

関して四国の山中の道路では、確かに車の走

る台数は少ないが、そこに住んでいる人は存

在する。彼らの道路に対する依存率は非常に

高いものがあると考えられる。また、大都市

は地下鉄が５分に１本くるなど、人が動く手

段が車以外に多様にある地域であるため、車

に依存せざるをえない四国のような地域を同

じ目線でみるのはおかしいと考えられる。 

このため、例えば四国高速道路八の字ネッ

トワーク整備の推進など地方に目を向けた多

角的なインフラ整備が必要であると考えられ

る。 

２つ目は、四国固有の文化を考慮した魅力

あふれるまちづくりを行うことである。これ

まで、日本における建造物については、画一

されたものが多いように感じられる。例えば、

大都市の駅にはどこにでも同じような駅ビル

がつくられるようになっている。 

しかしながら、それでは建造物に地域を匂

わせるものがなく、住んでいる人自身の愛着

についても薄いように感じられる。確かに、

画一された建造物の方が合理的であるが、各

地域の特色を出すことは難しいように感じら

れる。四国においても、例えば松山であれば、

松山駅をみて、これは松山だということを連

想することは難しいように感じられる。 

しかし以前に比べて今は地域固有、多様そ

ういうものを求めた土木事業が展開される時

代になっていると感じられる。例えば、道後

温泉の“顔”である道後温泉本館前・道後温

泉駅前の道路整備が挙げられる。整備前は 

人・自動車・バスが錯綜していたが、整備後

は車両進入禁止とし、安心してゆっくりと温

泉本館を訪れることのできる空間が形成され

ている。このように提供する場所・住む人々

にふさわしい整備が行われているか、そうい

う点を深く考え事業を進めることが重要であ

ると考えられる。  

以上のように、まだ社会基盤が十分に整っ

ていないような四国をいかにして、魅力的で

快適な地域に形成していくかの方法を改めて

考える必要があると感じた。そして、四国に

住む学生として魅力的な地域形成に寄与でき

るような、研究開発を目指したいと思う。 

 

 

道後地区 整備後の様子 

（出典：愛媛県庁ＨＰより） 
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高知大学 大槻知史 委員

 

本委員会においては、四国の中山間地域の

振興に関して、「都会から田舎に関心がある人

が来ても、定住するか／しないかの１か０し

か選択肢がないのが問題」であり、「都会の方

が、気軽に住むように滞在する『滞住』の仕

組みがあれば、都会の方の力をもっと活用で

きるし、そこから、地域に定住する方が生ま

れるかもしれない」という意見を提示してい

た。上記に関連して、高知市土佐山地区で、

滞住を実現するための具体的な仕組みが進ん

でいるため、これを紹介したい。 

 

ＮＰＯ法人土佐山アカデミーが実施する

「土佐山ワークステイ」事業は、ひところで

言うならば、「地域から信頼されているＮＰＯ

が空き家を借りて、改装し、地域に長く滞在

して何かを始めたい方に貸し出す」というも

のである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＰＯが金銭的・人的コストを提供するこ

とで空き家の改修コストを捻出し、また、Ｎ

ＰＯを通じて地域で新しい活動をしたい滞住

者に貸し出すことで、空き家の賃借に関する、

貸し手側の不安や借り手側の煩雑さを減らす

取り組みである。また、あわせて、仲介組織

であるＮＰＯが地域での人脈や活動経験を生

かして地区で何かを始めようとする滞住者に

対する、サポーター・コーディネーター・メ

ンターの役割を果たすことで、安定した滞住、

ひいては定住までを視野に入れた支援体制を

構築していることが興味深い。 

本年 1 月末に第一次募集（５名）を実施し

ており、今後、継続的な募集を予定している

とのことである。 

本ケースが中山間地域の「滞住」のモデル

事業になることを期待しつつ、今後も着目し

ていきたい。 

 

 図１：土佐山ワークステイ事業の紹介ポスター（http://tosayamaacademy.org/） 
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高知工科大学 渡辺菊眞 委員

 

のっけからこんなことを書くのも「なんだ

かなぁ」と思いつつも、とりとめもないこと

をつらつらと書き記すことになってしまうこ

とを、まずはお詫びしたいと思う。今年度は

講師をお招きし、そのお話を聴講するという

活動内容であったので、受動的に思考をする

しかなかったと、言い訳をしておきたい。 

小生は 12 月２日開催の松場登美講師「足元

の宝を見つめて暮らしを楽しむ」に参加した。

この場所で生きていくことの覚悟を定めるこ

と。その覚悟が場所への強い愛情を必然的に

生むこと。その愛情が具体性に満ちた活動を

生じしめること。結果として、場所がイキイ

キと輝く産業と風景が創出できた、という感

動的なお話であった。ひとりの人間が覚悟を

持ってある場所に生きようとする。そしてそ

れをやり続ける。小生も「かく在りたい」と

願いつつ、高知で教鞭をとり、自宅は関西に

あるといった、二股な生活をしていて、すで

に場所を定めて生きる状況ではない。それゆ

え「無理です」と言い切ってしまうのでは身

もふたもない。そこで視点を変えて考えてみ

たい。 

私事で恐縮だが、小生は専門が建築設計で

ある。建築する舞台がインド、アフリカ、中

東、東南アジアなど。それぞれの地域は被災、

貧困といった深刻な問題を抱えた場所である。 

ここでもやはり、一つの場所に定まっていな

い。しかし、場所を定めることができないと

いう条件をしっかり受け止めつつ、問題多き

場所にイキイキとした風景が展開されること

がいかに可能かということを、建築を通して

考えてきた。結論からいうと、その建築が今

後そこで展開する活動の核にならねばならな

いこと。そのためには「世界の中心」として

のシンボル性を備えねばならない（被災や貧

困といった「壊れた世界」では、中心を定め

ることが何より大切なのだ）。そして、それを

計画した建築家がその場から去ったあとも、 

 

地の人が自立的に活動を続けるためには、そ

の建築工法が、現地で展開可能なものでなけ

ればならない。また、これまでの歴史を継承

していき、なおかつ未来へつなげるためには、

現地にある材料と工法を適切に採用しつつも、

外部の人間が来たからこそ、知り得る新しい

技術と混交させていくという配慮も必要であ

る。また、建設時はその現場に常駐するとい

うことも大切である。現地の人の潜在的な願

いを見極めるために必須なのだ。こんなこと

を心がけながら、各地に新たな核を作り、そ

の後は現地で自立的にそれぞれの豊かな展開

を示す結果を得ている。その意味では場所を

さだめてはいないが、建築を通した場所の再

生ということで一定以上の成果をあげてきた。

ただ、それが可能だったのは現地の人々が壊

れた世界に身を置きながらも、そこで生き抜

いていくことに強烈な覚悟があったこと。そ

してその地の未来を思う酋長の存在があった

ことがとても大きい。そして、この条件が、

現在の日本では最も希薄なのだ。それゆえ、

同じことを日本で展開可能かというと、これ

はとても心もとないこととなってしまう。 

 では、大学を活用する、という話が残され

る。ある地域に継続的に通い、そこで可能な

ことを粘り強くやるシステムをつくることだ。

大学研究室はなくなりはしないので人はかわ

れども、更新していける。ただ、どうもこの

手の活動を「大学時代のよき思い出」として

だけとらえ、就職やその先は別問題としてい

る学生が多い。もし、この最もノーマルで有

効そうな策が本当に有効に働くには、それを

経験ではなく、人生としてそこで生きようと

うする学生が生まれることだと思う。では、

それが可能であるためには、何が必要なの

か？やはり悩みは尽きない。 
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高知工科大学 中川善典 委員

 

当ＷＧ検討会は、地域に関わる研究者の人

たちがそもそもどういう社会を想定して研究

をしているかについて、明示的に考えたり、

議論したりすることが少ないのではないか、

しかし、それはこれからの時代に重要なこと

ではないかという問題意識によって立案され

たものであると聞いている。 

自然科学の分野であろうと、社会科学の分

野であろうと、研究は価値観を抜きにしては

開始することすらできない。しかも、地域を

フィールドとして研究する場合、どのような

人を対象とするか、またその人とどのように

会話をして話を紡ぎ出してもらうかは、最終

的には研究者の価値観に決定的に依存する。

その半面、研究者が成果を発表するときは、

一定の客観性が求められる。その結果、私も

含めて、研究者は一見客観的に見えるデータ

や分析結果を通じて間接的に自分の価値観を

滲みださせるという習慣がついてくるように

思われる。 

そのような習慣の中にある私にとって、社

会の望ましい形を明示的に議論することが求

められるこのＷＧの試みは、非常に新鮮で貴

重なものであった。 

その思いを特に強く感じさせてくれたのが、

第５回のＷＧ検討会であった。この回は、石

見銀山生活文化研究所の松場登美所長を迎え

ての講演と意見交換であった。同研究所が拠

点とするのは、山奥の谷あいの一筋にある、

人口四百人余りの場所である。松場氏の幼少

期から始まって、現在に至るまでのライフヒ

ストリーに織り交ぜる形で、どのような思い

でどのように石見の歴史文化を尊重したビジ

ネスを続けてこられたのかについての話を聞

くことができた。特にドイツの建築家の「日

本人はダイヤモンドを捨てて砂利を拾ってい

る」という言葉を引用しながら、我が国が培

ってきた伝統を現代の暮らしの中に溶け込ま

せようとすることをビジネスの中で実践され 

 

ている松場氏の取り組みは、私自身、個人的

に非常に強く惹かれるものであった。また、

それと同時に、研究者にとっても、自身の価

値観を抑えてデータに語らせようとするモー

ドと、自身の価値観を全面に押し出すモード

とを、柔軟に切り替え使い分け、それらが相

乗効果を生み出すような形を実現することに

意義があるのではないかとも感じた。 

そのようなことを念頭においてこれまでの

ＷＧ検討会を振り返ったとき、反省点も見え

てくる。今回の試みは、私自身にとっては非

常に有益なものであったが、その半面、ＷＧ

検討会として、一体誰にどのような成果を残

せたのかという思いは残る。それは、参加者

それぞれが持つ二つのモードが充分に連動す

る形をとることができなかったからではない

かという気がしている。議論の場で、一般の

生活者として望ましい社会のあり方について

の意見を表明することはあっても、普段の研

究活動の中で地域に入り、様々な人に出会っ

て、その人生に触れて共感することを重ねる

自分として意見を表明することは少なかった

のではないかと、自分自身を振り返っていま

感じている。 

もしも今後、今回を発展させる企画がある

とすれば、その点を改善していく仕組みを検

討することで、より有意義なものになるので

はないかと考えている。 

この場を借りて、このような貴重な機会に

参画させて頂いたことに、心より御礼申し上

げます。 
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高知工科大学 佐藤 暢 委員 

 

 

 

今年度から本ＷＧのメンバーに加えさせて

いただくことになり、第４回目（８月５日）

の検討会に参加しました。都市計画がご専門

である西村先生から、四国の県庁所在地や類

似する都市を対象とした街並み形成の背景や

経緯等を伺いました。それぞれのまちの構造

は、そのまちが有する歴史や文化、風土や生

活に培われたものであると同時に、そこで暮

らし、業を営む人々の考え方が色濃く反映さ

れていることをあらためて認識しました。と

くに四国の県庁所在地は、いずれも戦国時代

に基本的構成ができたこと、中心市街地は回

遊性に富んでいることなど共通した特色があ

る一方で、まちの構造はそれぞれに異なる特

徴があり、それがまちの魅力にもなっている

とのお話は印象的でした。そしてそこには、

それぞれのまちに暮らす人々の地域性や県民

性などとも関連があるのではないかと感じま

す。私は高知に住んでいますが、仕事や私用

などで他の県庁所在地に足を運ぶ機会もあり

ます。そのたびに、それぞれに異なる街並み

や雰囲気をなんとなく感じておりましたが、

今回の検討会に参加したことで、その背景や

経緯の一端を理解することができました。 

第５回目（12 月２日）のＷＧについては、

残念ながら参加はかなわず、議事録を拝読い

たしました。松場所長とご家族の、自らが暮

らす大森町（石見銀山）への確固たる想い、

そしてその想いを実現するための様々な取り

組みに、たいへん感銘を受けました。「小さな

経営」という経営者としての考え方が、まち

づくりへの想いの根底にも共通要素として流

れているように感じました。「復古創新」との

表現とも重ねますと、そこには昨今いわれる

「草の根イノベーション」の考え方にも通ず

るものがあるように思います。言い知れぬご

苦労や、困難も多々おありだったことと拝察

推察いたします。それらをどのように克服さ

れてきたのか、いつの日か大森町を訪れ、「阿

部家」に宿泊し、お話を伺うことができたら

と思っています。 

今日、地域やまちの活性化に向けて、「人が

集う空間や拠点づくり」が各地で進められて

いることは皆様もご存じのとおりです。今後、

「住みたいまちづくり」を具体化していくた

めには、ハードとしての「人々の集まる場づ

くり」に加えて、ソフトとしての「人々の関

係づくり」も求められていると思います。そ

こで、あらためて「まち」に求められる機能

を確認し、設定していくことが重要ではない

かと思います。そして、その機能を効果的に

配置することで、魅力あるまちづくりを実践

する。もちろん、そのためには解決すべき課

題は少なくなく、そして簡単ではないと思い

ます。そこで、分野や立場を超えて広く産学

官民の関係者が集い、「住みたいまちづくり」

に向けての想いを共有し、具体的な取り組み

を構想するような、コミュニティを形成する

ことも有益ではないかと考えております。そ

して、大学職員である一人として、「大学の地

域貢献」の観点からこの問題を考えますと、

このような取り組みの中で、大学にはどのよ

うな役割が地域から期待されており、どのよ

うな機能を発揮すべきなのかを明らかにして

いく必要があるのではないかと思いました。

今後、私も微力ながら、地域の一員としてこ

のような新たなコトづくりに取り組んでいき

たいと思います。 

最後になりましたが、本ＷＧの開催運営に

ご尽力くださいました、産総研四国センター

および関係の皆様には、貴重な機会を賜りま

したこと、厚く御礼を申し上げます。ありが

とうございました。また、今後ともよろしく

お願いいたします。 
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（参考）四国研究プラットフォームについて 

 

◆目  的 

四国の大学と産総研が、技術ポテンシャルの融合や補完などに取り組む「場（環境）」 

を整備し、地域社会活性化に向けて力を結集する。 

 

◆研究プラットフォームづくりに向けた取り組み 

平成１７年 ８月 四国５大学・産総研連携協力・推進協定締結 

平成１８年１１月 高知工科大学・産総研連携協力・推進協定締結 

平成２１年 ３月 「四国力協創産学官共同体構想」を、５大学、四国経済連合会、４県

が提案（産総研四国センター、高知工科大学は協力機関として参画） 

平成２１年 ６月 第１５回大学・産総研四国連絡協議会（合同）において、「食と健康に 

関する四国力協創産学官共同体構想」の再構築で合意。 

平成２２年 ９月 四国国立大学協議会において、研究プラットフォーム構想を報告・討 

議。高知工科大学学長に報告。「食と健康」分野で取り組むことで合意。 

平成２２年１２月 四国研究プラットフォーム第１回実務者会議に報告。 

平成２３年 ４月 産総研四国センターから「食と健康」研究プラットフォーム企画案を 

提案了承。 

平成２３年１０月 四国研究プラットフォーム第２回実務者会議にて平成２３年度の活動 

状況を報告。 

平成２４年 ２月 四国国立大学協議会において、学長に報告・討議。高知工科大学学長 

に報告。 

平成２４年 ５月 四国研究プラットフォーム第３回実務者会議開催。「食と健康」研究プ 

ラットフォームの継続と分野拡大について討議。 

その後、平成２４年度は、「四国・住みたいまちに生きる」をテーマに 

検討することについて了承。 

 

◆四国研究プラットフォーム実務者会議メンバー（平成２５年度） 

徳島大学    野地 澄晴  副学長・理事（研究） 

鳴門教育大学  伊藤 陽介 知的財産室副室長・教授 

香川大学    早川 茂   理事（研究担当）・副学長（平成 25 年 10 月 1 日～） 

大平 文和  理事（評価・社会連携）（平成 25 年 9 月 30 日まで） 

愛媛大学    矢田部 龍一 副学長・理事（社会連携・渉外） 

高知大学    受田 浩之  副学長 

高知工科大学  木村 良   研究本部長 

産総研     松木 則夫  四国センター所長 

         吉田 康一  健康工学研究部門長 

         三木 啓司  上席イノベーションコーディネータ 
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◆平成２３年度の主要な取り組み（「食と健康」） 

①『提言集「研究者が語る、食と健康！」』発行 

１０年先の四国を展望しつつ、「人が健康に生きる」ための課題、ソリューションにつ 

いて、大学（１６名）及び産総研（４名）にインタビューし取りまとめ。 

②３ワーキンググループでの検討 

生活習慣病克服を目標に、研究開発および新ビジネス創出の視点で、「体の測定」、「心 

の測定」、「食の評価」の３テーマに分けてワーキンググループで議論。 

③人材育成事業（「食と健康」医農工連携人材育成のための連続講座開催） 

６大学、四国企業、自治体及び産総研が協働し、薬事法入門、医療機器とものづくり 

技術、医療現場から発信、食品衛生、植物工場、農水産物機能性成分などに関する講座 

を四国内各県都で合計５回開催。講師資料をテキスト集として発行。 

④『四国まるごと「食と健康」イノベーション２０１１』による情報発信 

１０月１日（土）～１１月３０日（水）の２ヶ月間に開催される「食と健康」に関 

連するイベント及び各大学の研究シーズの紹介を目的に作成。産総研四国センターの 

「研究プラットフォーム」バナーに掲載。（平成２２年度から継続） 

 

◆平成２４年度の主要な取り組み 

①四国まるごと「食と健康」イノベーション２０１２』による情報発信 

１０月１日（月）～１１月３０日（金）の２ヶ月間に開催される「食と健康」に関 

連するイベント及び各大学の研究シーズの紹介を目的に作成。産総研四国センター 

「研究プラットフォーム」バナーに掲載。（平成２２年度から継続） 

②「四国・住みたいまちに生きる」ワーキンググループ活動 

３回検討会を開催後、「中間報告１」としてとりまとめ。 

 第１回ＷＧ検討会 

◆開催日：平成２４年１０月２日（火） 

◆場 所：サンポートホール高松 

  ◆議 事：①趣旨とメンバーのポジションペーパー 

②意見交換 

第２回ＷＧ検討会 

◆開催日：平成２４年１０月１７日（水） 

◆場 所：サンポートホール高松 

  ◆議 題：①検討会の進め方 

②グループ意見交換及び全体意見交換 

第３回ＷＧ検討会 

◆開催日：平成２４年１２月２６日（水） 

◆場 所：サンポートホール高松 

◆議 題：①委員による事例紹介（イタリア・ラブロ） 

②意見交換 
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